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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章




　水すい滴てきの落ちる音が、場ば違ちがいなほど大きく響ひびく。

　氷に覆おおわれた地下空くう洞どう。日の光が反射し、天てん井じようから幾いく筋すじもの帯となって降り注ぐ。冷たく冴さえた空気の中に浮うかぶ雪と氷の粒つぶが、それを受けてきらきらと瞬またたいた。透とう明めいなせせらぎが足元を濡ぬらし、ゆっくりと流れていく。

　聖堂のように清らかな静せい謐ひつの中。水面みなもにぽつりぽつり、真しん紅くの斑はん点てんが生まれた。滴したたり落ちる血は清水を汚よごし、鮮せん烈れつな色を見せつける。

「ごめん、イリア。ごめんね…………」

　白銀の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ彼女の目から、澄すんだ涙なみだがこぼれ落ちた。手に握にぎられているのは一ひと振ふりの長ちよう剣けん。その刃やいばは半ばまで埋うもれ、濡れている。

　友の胸から流れ落ちた、真っ赤な血によって。

「ルナム…………ッ！」

　名を呼ぶと同時に、イリアは激しく咳せき込んだ。氷の上に血の花が咲さき、むせ返るような匂においが鼻を刺し激げきする。

　ルナムは何も言わない。端たん整せいな顔立ちの横で、夜空を思わせる漆しつ黒こくの髪かみが揺ゆれる。凛り々りしく美しい佇たたずまいは英えい雄ゆうの呼び名にふさわしい。

　しかし、誰だれよりも力強く澄んでいたそのまなざしは、見る影かげもなく曇くもっていた。

「ごめんね。ごめんね……」

　虚うつろな瞳ひとみにイリアを映し、ルナムは同じ言葉をくり返す。その手で友の胸を貫つらぬき、滂ぼう沱だと涙を流しながら、彼女は微笑ほほえみを浮かべていた。

　壊こわれた微笑みを。

「ぐあっ…………！」

　ずぶりと音を立て、剣けんが一層深く食い込んだ。凍こおりつく刃に抗あらがうように、イリアの左胸がかっと熱を帯びる。

　懸けん命めいに喉のどを震ふるわせ、イリアは声を絞しぼり出した。

「だ、だめだ……ルナム…………よせ……っ！」

　ルナムは動かない。生じた熱が胸を焼き、腹を焼き、背中を焼いて全身に広がっていく。イリア自身にも止めようがない生存本能。それはイリアの体を抜ぬけ出し、ルナムに向かって牙きばを剝むいた。

　ルナムの姿が突とつ如じよ、炎ほのおに包まれる。

「…………っ！」

　絶望がイリアの頭を横よこ殴なぐりにした。呼ぼうとするのに、声が出ない。手を伸のばそうとするのに、指先すらも動かない。その間にもルナムは炎の中に没ぼつしていく。

　生命の火。再生の炎。それはさまざまに称たたえられ、崇あがめられてきた。

　しかし、イリアにとっては悪あく魔まの力だ。自分が生きるために、無二の親友を喰くらい尽つくす絶望の火。水に濡れても、風にさらされても、決して消えることはない。

　炎に炙あぶられ、薄うすれゆくルナムの命がイリアの中に流れ込む。そして、致ち命めい傷しようであるはずの胸の傷をふさいでいく。

「ごめんね。イリア」

　ふわりと、ルナムが笑った。陽炎かげろうの向こうに、誰よりも優やさしく、イリアを支え続けてくれた微笑みが浮かぶ。

　やわらかな口元がゆっくりと動き、友は最さい期ごの言葉を紡つむいだ。







　────あなたに私を殺させてしまって、ごめんね────







　第１章　アルフェンドラの毒どく姫ひめ
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　王宮の上には、冬晴れのあざやかな青空が広がっている。

　アルフェンドラは冬の国。国土の大部分を雪と氷と針葉樹とに覆われた北国だ。一年を通じて、空には厚くどんよりとした灰色の雲が広がっている。こうも見事に晴れ渡わたるのはめずらしい。

　あるいは、それは節目の日に贈おくられたささやかな祝福なのかもしれない。

「これより叙じよ任にんの儀ぎを執とり行う。控ひかえよ」

　大聖堂におごそかな声と高らかな鐘かねの音がこだました。

　整然と並ぶ騎き士したちが一いつ斉せいに膝ひざを落とす。ざっ、と石の床ゆかが立てる音は一糸乱れず、彼らは主君の前にひざまずいた。

　玉座の老王ラディル一世はいかめしい表情のまま、臣下の礼にうなずく。隣となりにはうら若き王おう妃ひ。以下、長子レナードをはじめとした王族が正装で勢ぞろいしている。反対側には宰さい相しよう、神官長、宮きゆう廷てい魔ま導どう師し、将軍、書記長らアルフェンドラの重じゆう鎮ちんがずらりと並んでいた。

　ステンドグラス越ごしの日差しの中、空気が引き締しまる。厳げん粛しゆくな場の雰ふん囲い気きと相まって肌はだがひりついた。鐘の音が遠のき、大聖堂は静せい寂じやくに包まれる。

　人々の視線は、騎士団の前に一人だけ進み出て礼を取る騎士に集中した。

　歳としは二十に届かないくらいか。まだ若い青年だ。精せい悍かんな顔立ちと、細身ながら引き締まった体たい軀くが鍛きたえ抜かれた刃を思わせる。身を包む白銀の甲冑は壮そう麗れいで美しく、兵士や下級騎士に支給される鉄の鎧よろいとは明らかに異なる輝かがやきを放っていた。

　外がい套とうに刺し繡しゆうされた紋もん章しようは双そう頭とうの荒あら鷲わし。アルフェンドラ王家の紋章だ。騎士団でも最上位に立つ近この衛え騎士だけが、それを背負うことを許される。

「騎士セロ・ハーシェス」

「はっ」

　名前を呼ばれ、セロは腹に力を込めて返事をした。緊きん張ちようで上ずりそうな声をどうにか抑おさえる。

　右にも左にも、自分に並ぶ者はいない。セロこそがこの場の中心。アルフェンドラ王国近衛騎士の叙任を受ける張本人なのだ。

「そのほう、本日これより栄光あるアルフェンドラ王国近衛騎士として仕えよ」

　ラディル一世がゆっくりと立ち上がり、セロのほうへと歩み寄る。その手に捧ささげられた長剣がセロの肩かたに乗せられた。首元に真しん剣けんの刃を置かれても、セロは身じろぎ一つしない。これが王への忠誠の証あかし。命を主君の手にゆだねるという騎士の覚かく悟ごを示す姿勢だった。

　近衛騎士はアルフェンドラ騎士団の中でもとりわけ武勇に優すぐれ、さらに教養、人格、礼れい儀ぎ作法、その他さまざまな面で実力を認められた者だけが選ばれる。騎士の中の騎士と呼ばれ、最高の栄えい誉よを伴ともなう称しよう号ごうだ。セロにとっては宿願だった。今日、ついにその座に上り詰つめたと思うと感かん慨がい深ぶかい。

　横にして差し出された剣を、セロは両手で恭うやうやしく受け取った。王の手から直々に渡されるのは、騎士が王の剣となったことを象しよう徴ちようしている。剣を納めたところで一通りの儀式が終わり、セロは内心、息をついた。

　近衛騎士に選ばれる条件には胆たん力りよくも含ふくまれる。それでも所作の一つ一つに神経を張り詰める式典は心臓に悪い。真剣試合や野や獣じゆうを相手にした山やま狩がりのほうがよほど気が楽だ。

　とはいえ、これでようやく肩の荷を下ろせる。

「では、陛下──」

「ぐあっ!?」

　神官長がラディル一世を促うながしたそのとき、悲鳴が上がった。殺気に背中を貫かれ、セロは反射的にその場を跳とび退のく。身を翻ひるがえすと同時に上がった怒ど声せいが静寂を打ち破った。

「アルフェンドラ王！　覚悟！」

　数人の騎士が剣を抜き、壇だん上じようの玉座に向かって走り出した。突とつ然ぜんの仲間の裏切り──いや、刺し客かくの出現だ。不幸にも行く手にいた者たちが血ち飛沫しぶきと共に倒たおれ伏ふす。悲鳴と剣けん戟げきの音が交こう錯さくし、時ならぬ混乱を呼んだ。

「王をお守りしろ！」

　将軍ハインデルの野太い声が響き、セロと同じく白銀の甲冑を着た一団が素す早ばやく動いた。壇上をふさぐ位置に並び、一斉に剣を抜き放つ。人の壁かべとなった近衛騎士団に、刺客たちが襲おそいかかった。

　激しい金属音が鳴り響く。ラディル一世を先頭に、王族や重鎮たちは慌あわただしく裏口へと向かった。追いすがろうとする刺客を近衛騎士団が阻はばむ。セロもまた、正騎士の姿をした刺客の一人を相手取った。

「行かせるか！」

　授さずかったばかりの剣と、それを支える右みぎ腕うでに衝しよう撃げきが走る。初撃を受け止められたと見るや、相手は一度体を引いた。その隙すきを逃のがさず、踏ふみ込みとともに左手を一いつ閃せんする。

　どんっ、と鎧と骨を断たつ重い感かん触しよくが伝わった。刺客の目が驚きよう愕がくに見開かれる。そのまま腰こしから上が滑すべり落ち、傷口から大量の血が噴ふき上がった。

　両手に一振りずつの剣を携たずさえたまま、セロは刺客の亡なき骸がらを見下ろす。騎士の王道を外す双剣。これがセロの必勝の型だった。

　奇き襲しゆうこそ受けたが、近衛騎士の鉄てつ壁ぺきの守りは破られない。刺客は次々に返り討うちにされ、すでに半数が床に転がった。騎士団も落ち着きを取り戻もどし、残った者たちを包囲していく。

「あきらめろ。おとなしく縛ばくにつけば、王にも慈じ悲ひはある」

　ハインデルが降こう伏ふくを促す。式典の場にまで潜もぐり込んでくるとは驚おどろいたが、謀ぼう略りやくもここまでだ。緊きん張ちよう感かんがかすかに緩ゆるむ。

　そのとき、刺客の一人が口元をにたりと歪ゆがませた。

「かかったな。我らは囮おとりよ」

　セロは目を剝いた。近衛騎士の守りの内側、裏口への通路。そこに黒ずくめの暗殺者が降り立つ。騎士に扮ふんした刺客たちを陽動に、天井でじっと息を殺していたのだ。

「くそっ！」

　舌打ちと同時に床を蹴ける。セロが最も暗殺者に近い。だが、それ以上に相手と王族の距きよ離りが近かった。

　出足の差はほんの一いつ瞬しゆん。しかし、それが致ち命めい的てきな遅おくれになってしまう。

「父王様！」

　そのとき、行く手に人ひと影かげが飛び出した。一人の王女が短たん剣けんを引き抜き、暗殺者の前に躍おどり出る。振ふり下ろされた刃やいばを、華きや奢しやな腕うでがまともに受け止めた。

「くっ！」

　いなしきれず、王女の手から鮮せん血けつが飛ぶ。暗殺者はすぐさま追つい撃げきに出た。が、王女は巧たくみにこれをさばき、切り返す。体勢が全く崩くずれない。たしなみの護身術ではなく、本格的な戦士の身のこなしだ。

　予想外の鋭するどい攻こう撃げきに、暗殺者のほうが動きを乱す。王女はためらうことなく間合いを詰め、暗殺者の目元を血の流れる手でわしづかみにした。

「──!?　うぐっ、ああああああああああああっ!!」

　次の瞬しゆん間かん、暗殺者が絶ぜつ叫きようを上げた。背中が折れるかと思うほど体をのけぞらせ、そのまま床に倒れてのたうち回る。駆かけつけたセロのほうが驚き、一瞬足を止めてしまった。

「な、なんだ？」

　暗殺者は暗くら闇やみに身を潜ひそめ、たとえ四し肢しを切り落とされても悲鳴や苦く悶もんの声を押し殺す。姿と気配を共に殺してこそ、彼らは一流であり、脅きよう威いなのだ。悶もん絶ぜつして床の上を転げ回るなど考えられない。

　王女の短剣が命中したわけではない。それは見えた。彼女はただ、相手の顔面をつかんだだけだ。

（魔ま法ほうの類たぐいか？）

　剣けん術じゆつ一いつ辺ぺん倒とうのセロは、魔法には疎うとい。しかし、何の予備動作も詠えい唱しようもなく、さらに音や光も生まない魔法など聞いたこともない。この王女には体術だけでなく、そんな特とく殊しゆな力まで備わっているのだろうか。

「ハーシェス！」

　ハインデルに名前を呼ばれ、我に返ったセロは暗殺者を取り押さえた。が、その必要はなかった。相手はすでに意識を失い、体を痙けい攣れんさせるだけだ。すぐさま兵士が駆けつけ、縛しばり上げた暗殺者を連れていく。

「王女。お怪我けがは」

　問いかけて、そこでセロは射いすくめられたように言葉を飲み込んだ。手から血を流したままの王女が、セロのほうをじっと見つめている。戦いの最中に落ちたのか、ヴェールに隠かくされた顔があらわになっていた。

　セロよりいくらか年下だろう。まだ少女の面おも影かげを残している。一度彼女を見たら、おそらく忘れることはない。それほど目立つ容よう貌ぼうだった。
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　端たん整せいな顔は右目の周囲を刺とげ々とげしい紋もん様ように覆おおわれていたのだ。異様な面おも立だちに、セロは思わず目を奪うばわれる。

「…………」

　王女のまなざしは静かだった。死線をくぐったばかりだというのに、何の感情も浮うかんでいない。あまりにも澄すんでいて、まるで彫ちよう像ぞうのようだ。現実感のなさに、彼女が血を流し、暗殺者を仕留めたという事実が遠く霞かすむ気がする。

　王女は無言のまま、すっと踵きびすを返した。すでに他ほかの王族や重鎮の姿はない。ざわつく聖堂に背を向けて、彼女は一人、静かに立ち去った。

　華奢な背中をセロは見送る。歩きながら自ら手の止血をする小さな後ろ姿が、なぜか強く印象に残った。




　　　２




「昨日の式典では大儀であった。セロ・ハーシェス」

　直立不動の姿勢で、セロは将軍ハインデルからの労ねぎらいを受けた。

　叙じよ任にんを終え、今日から本格的に近この衛え騎き士しとしての任務が始まる。装備も儀ぎ礼れい用の甲かつ冑ちゆうではなく、実戦用のものだ。双そう剣けんを扱あつかうため、腰こし回まわりは特注で両側に剣を佩はける造りになっている。

　ハインデルは執しつ務む室の椅い子すにかけたまま、セロの双剣をじろりと見やった。

「王と王族を守るのが近衛騎士の務め。叙任早々、よくぞ務めを果たした」

「はっ。恐きよう縮しゆくです」

「だが、見過ごせぬ点もあった」

　返事を打ち消すように語気が強まる。セロは身を硬かたくした。アルフェンドラ騎士団でも最も古株の一人であり、歴戦の剣けん士しとしても名高いハインデルの眼光は強きよう烈れつな威い圧あつ感かんに満ちている。その目は、まるでセロに敵意を抱いだくかのように険しい。

「ハーシェス。王の御ご前ぜんで邪じや剣けんを振るうとはなんたる失態。近衛騎士団の恥はじをさらしたも同然だ。わかっておろうな」

「いえ、しかし」

「王のお側そばに仕える近衛騎士たるもの、御お目めを汚よごすようなことがあってはならん！」

　机が叩たたかれ、激しい音がこだました。高圧的なハインデルの言動にセロの反論はかき消される。

　セロの双剣はアルフェンドラ騎士団の正式な剣けん術じゆつではない。もともとセロは庶しよ民みんの生まれで、剣術の基き礎そを学ぶ機会がなかったのだ。双剣の型は狩かりやケンカの中で自然に身についたもので、いわば我が流りゆうである。

　騎士団に入ると、それが不作法だと散々バカにされた。身分が低いことも手伝ったのだろう。特に貴族の子し弟ていなど、上流階級出身の連中はことあるごとにセロをからかった。

　しかし、セロの強さは騎士団内でも抜ぬきん出ており、誰だれも彼の双剣の技わざを打ち負かすことはできなかった。それがなおさら癇かんに障さわったらしく、ひがみややっかみも加わって、セロの剣術は邪じや流りゆう、邪剣などと好き勝手に呼ばれるようになったのだ。

　それは近衛騎士団でも変わらない。むしろ王族や重じゆう鎮ちんに近く、形式や作法を重んじるこちらのほうが風当たりは強いのかもしれなかった。

「セロ・ハーシェス。向こう一ひと月つきの俸ほう給きゆうの減げん額がくを言い渡わたす。この程度で済んだことに感謝せよ」

　反論を許さない口調でハインデルが通告する。セロは奥歯を嚙かみ締しめた。叙任式の襲しゆう撃げきにおいてセロは双剣を抜き、刺客を仕留めている。たしかな功績だが、近衛騎士団はセロが邪流の剣を抜いたことのほうを問題視したのだ。

　納なつ得とくはいかない。しかし、通達は絶対だ。忸じく怩じたる思いのまま、セロはハインデルの言葉を復唱した。

　ハインデルは満足げにうなずき、思い出したようにつけ加える。

「ああ、そうだ。ならびに貴様には第四王女シャロン殿でん下か付きの護衛を命じる。以上だ。下がれ」

　片手で追い払はらわれ、セロは執務室を後にした。敬礼を返したが、ハインデルはすでにセロには見向きもしなかった。
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　中庭に出ると、昨日の晴天とは打って変わって灰色の空が広がっていた。空気も一層冷え込んで重い。憂ゆう鬱うつさが増し、大きなため息が出る。

「よ、近衛騎き士し殿どの。叙任早々、お手て柄がらだったそうじゃねぇか」

　ポンと肩かたを叩かれ、セロは足を止めた。振り向くと騎士が一人、にやにやと笑っている。

「念願成じよう就じゆだな、セロ。お祝いに来てやったぜ」

「たかりに来た、の間ま違ちがいだろ。顔に書いてあるぞ、マーガス」

「おっと、いけね」

　騎士団の同どう僚りようで友人でもあるマーガスが、ごしごしとわざとらしく顔を拭ぬぐった。二十五か六だと言うからセロより年上だが、あまりそうは見えない。言動といい、態度といい、どうにも軽くて若々しいからだ。整えた顎あごひげが骨ばった顔つきによく似合っている。

　マーガスは出自もセロと同じく市し井せいの家で、気さくな性格だ。歳としの差を気にせず、堅かた苦くるしい物言いもしない。セロが親しく話せる数少ない相手の一人だった。

「ま、ケチくさいこと言うなよ。俺たち下級騎士とは稼かせぎが違ちがうんだ。ちょっとぐらい恵めぐんだって罰ばちは当たらないぜ」

「たった今、減げん俸ぽうをくらってきたところだ」

「はっはっは！　そいつはいいな」

　破顔したマーガスが、仏ぶつ頂ちよう面づらのセロの背をバシバシと叩いた。

　マーガスはアルフェンドラ騎士団に所属する正騎士だ。下級などと皮肉っているが、騎士団の正式な戦力であり、一いつ般ぱん兵士より地位は高い。近衛騎士はさらにその上に位置する。セロも先日までマーガスと同じ立場にいた。

　正騎士と近衛騎士にはさまざまな違いがあるが、その一つが俸給だ。要するに給金で、本来ならセロの財さい布ふはあっという間にマーガスの倍くらいに膨ふくれたはずだった。

　だが、実際はハインデルからの無情な通告だ。しばらくは節制が必要になる。
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「なんだなんだ。双剣にでも目をつけられたか」

「そんなところだ」

「相変わらず、くだらない嫌いやがらせをされてるな」

　まあ気にするなよ、とマーガスは肩をすくめた。彼はセロの戦い方について何も言わない。模も擬ぎ戦で負かしたときも、「強いんだからいいだろ」とあっさり認めてくれた。以来、セロとマーガスのつき合いは続いている。

「それにしても、叙任式が危あやうく国王暗殺の場になるとはな。お前も妙みような運を持ってるもんだ」

「耳が早いな」

「だてに事情通を気取ってるわけじゃねぇよ」

　騎士団きっての事情通を自じ認にんするマーガスは、常に話題の尻しつ尾ぽをつかんでいる。昨日の叙任式には列席していなかったはずだが、すでに概がい要ようは知っているようだ。

「お前が近衛騎士になったのをひがんでる連中は多いからな。王の前で型破りの剣を振ふるったなんざ、言いがかりをつけるにはもってこいだ。この調子じゃ、そのうちまた何か言われるんじゃねぇの」

「やめてくれ。叙任早々、面めん倒どうなことばかりだ」

　セロの気苦労を知ってか知らずか、マーガスは意地の悪い笑えみを浮かべる。おもしろがっているのが表情から伝わってきた。恨うらみ言の一つもぶつけてやりたいが、マーガスに当たり散らすのは筋すじ違ちがいだ。ここはぐっとこらえることにする。

「で、お前も誰か王族の護衛につくんだろ？　誰だ？」

「第四王女シャロン殿下だ」

「わはははは！　そら見ろ、さっそくじゃねぇか！」

　こらえきれないとでも言うように、マーガスは人目もはばからず大笑いした。

「最初の任務が『毒どく姫ひめ』の護衛とは、よくよく嫌きらわれたモンだな。お前も」

「毒姫？」

　聞き慣れない単語にセロは眉まゆをひそめる。マーガスが意外そうな顔をして笑いを引っ込めた。

「なんだ、知らねぇのか？　お前が守る、そのシャロン王女のあだ名だよ」

　セロは首を横に振った。あまりうわさ話には明るくないが、それにしても物ぶつ騒そうな呼び名だ。王女につけるようなあだ名とは思えない。

「そんな呼び方をされる理由でもあるのか」

「まあな。第四王女シャロン。アルフェンドラ王室の末の娘むすめだ。といっても王の実子じゃないし、王おう妃ひの連れ子でもない。十年以上前に王家が迎むかえた養子だそうだ」

　マーガスはシャロン王女の素す性じようをぺらぺらとしゃべり出した。さすがと言うべきか、こういうことには詳くわしい。今までの経験から、マーガスの情報には信しん憑ぴよう性せいがあることもわかっている。

「お前も見たんじゃねぇか？　昨日、刺し客かくを一人始末したはずだぜ。その毒姫が」

「ああ、あれか」

　セロの記き憶おくの中にシャロン王女の姿がよみがえった。

　大聖堂で暗殺者を返り討うちにした少女だ。かなりの腕うで前まえだったことも覚えている。相手の剣をさばくだけではなく、反はん撃げきに出て実際に顔面に手をかけたほどだ。護身術では収まらない訓練を積んだ者の動きだった。

「顔、見なかったか？」

「見たぞ」

「じゃあ、あの紋もん様ようも見えただろ。あれのおかげで目立つからな、毒姫は」

　マーガスの言葉に、今度はセロもうなずいた。シャロン王女のことがすぐに頭に浮うかんだのは、その顔に特とく徴ちようがあったからだ。

　目元に刻まれていた紋様。さすがにあれは衝しよう撃げき的てきだった。うら若き女性、それも王女の顔にまるで傷のように刻まれていたのだから。

「たしかに目を引いたが、毒というわけではないだろう」

「それが、本当に毒を持ってるのさ。あの王女は」

　マーガスが声をひそめた。

「シャロン王女は体の中に毒を持っていて、ふれた相手を殺すらしい。王家が養子に迎えたのも、その力を使って影かげ武む者しやを務めさせるためだったそうだ。ただ、そのせいで体に斑まだらが浮いててな。あの紋様はそいつを隠かくすためなんだってよ」

「おい……本当か？」

「昨日の暗殺者、目が潰つぶれたらしいぜ。血で真っ赤に染まって、拳こぶしぐらいに膨れ上がって顔から飛び出したんだとさ。毒姫にさわられたからだって言われてるぜ」

　セロの背筋を、ぞっと悪お寒かんが走った。

　暗殺者の目の辺りをシャロン王女がつかんだのはセロも見ている。その後、暗殺者は凄すさまじい苦しみ方をした。あれが毒によるものだったとすれば、苦く悶もんの声を上げたのもわかる。

「舌を嚙んじまったから、聞き出せたことはほとんどないみたいだけどな。目は完全にやられちまってたってよ。放ほっといてもすぐに死んだだろうって話だ。おお、怖こえぇ」

　寒風が吹ふき抜ける。ただでさえ低い気温が、さらに下がった気がした。

　体に宿した毒。刺客を退けるほどの武術の腕うでと、ためらいなく戦う胆たん力りよく。そして、顔に刻まれた紋様。マーガスの話からすれば、その紋様は顔だけでなく、全身に及およんでいるはずだ。

　異様な外見と冷れい酷こくな気き性しよう、そして毒。ついたあだ名が「毒姫」。

　シャロン王女がどういった人物か、セロは知らない。けれど、ここまでいろいろな話が出てくると不安が鎌かま首くびをもたげる。まだ少女と言っていい年とし頃ごろだったが、その裏に得体の知れない何かがあるようだ。

「ま、お前も殺されないように気をつけろよ。遊び相手がいなくなると寂さびしいからな」

　無責任な励はげましと共に、マーガスがもう一度セロの背中を叩いた。
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　アルフェンドラ王宮の敷しき地ちの外れに、一棟むねの離はなれがある。

　小さな平屋で、倉庫と見み間ま違ちがえそうな質素な造りだ。他ほかの建物とつながっておらず、ぽつんと孤こ立りつしている。敷地の北ほく端たんにあるので満足に日も当たらない。セロも実際に足を運ぶまで、こんな建物があるとは知らなかった。

　ここがシャロン王女の住まいだそうだ。王族が暮らす場所とは思えないが、ハインデルからはここを訪ねるように言われていた。

　民家のような小屋の前に立ち、セロは一つ息をつく。

　マーガスの話を聞いた後なので余計に緊きん張ちようする。ここにいるのが、うわさの毒姫だということだが、どうなのだろうか。

　呼吸を落ち着かせ、セロはゆっくりと戸を叩たたいた。

「はい」

　少女の声で返事がある。が、戸は開かない。勝手に入るわけにもいかず、とりあえずセロは名乗ることにした。

「本日よりシャロン王女殿下の護衛を仰おおせつかりました。王室近この衛え騎き士し団だん所属、セロ・ハーシェスにございます」

「そう。ごめんなさい。手がふさがってるから、開けて入って」

　思わぬ言葉にセロはとまどった。仮にも王女の住まいだ。招き入れられるならいざ知らず、こちらから入るというのは許されるのだろうか。

　とはいえ、「開けて入って」と言われたのだから、許しを得たとも解かい釈しやくできる。中からはそれ以外、特に反応もない。侍じ女じよか誰だれかが開けてくれるかと思ったが、そんな様子もないようだ。

　いつまでも突つっ立っているわけにもいかず、セロは戸に手をかけた。

「失礼致いたします」

　室内は建物と同じく質素な印象だった。小さなテーブルに椅い子す、戸と棚だな、壁かべ際ぎわには小ぶりの暖だん炉ろがある。玄げん関かんからそのまま居間につながっていて、本当に民家のようだ。セロの目には、生家のようで少し懐なつかしくも映る。

　奥の扉とびらは寝しん室しつだろう。他に部屋はなさそうだ。単純な印象として、狭せまい。やはり王女の住まいと言うには違い和わ感かんがある。

　中では頭ず巾きんをかぶった少女が拭ふき掃そう除じをしていた。

「ご苦労様。ちょっと待ってて。すぐ片づけるから」

　侍女だろうか。少女はセロを一いち瞥べつしただけで、また忙いそがしく駆かけ回った。背中を向けているので顔は見えない。

　掃除の手て際ぎわはよかった。てきぱきと動いて、常にどこかをきれいにしている。家具の裏側など、見えないところにもきちんと手を伸のばしていた。

　それはいいのだが、セロのことは放ったらかしだ。待っていても一向にシャロン王女に取り次いでくれない。

　たまらずセロは少女を呼び止めた。

「君、ちょっと」

「え？」

　返事こそしたが、少女は手を止めない。セロは大きくせき払ばらいをする。

「あのな。俺が言えたことじゃないが、人を立たせたまま待たせるのはよくないんじゃないか。主人の印象を悪くする。それに、言こと葉ば遣づかいも少し失礼だと思うぞ」

　説教をしたいわけではないが、いささか目に余る。一いつ生しよう懸けん命めいに働くのはいい。けれど、来客はきちんと対応しないと彼女のためにもならない。

「それと、人と話しているときはこちらを向いて、頭巾も取れ」

　やや強めの口調で諭さとすと、少女の手がようやく止まった。雑ぞう巾きんをたたみ、セロのほうに向き直る。

　彼女はセロに言われた通り、頭巾を取った。

「ごめんなさい」

　頭を下げるその顔を見て、セロは心臓が止まるかと思った。角度のせいで見えなかった右目の周囲に、見覚えのある紋様が刻まれていたからだ。

「シャ、シャ、シャロン王女殿でん下か!?」

　仰ぎよう天てんしたセロの口から、上ずった声が飛び出す。シャロンは対照的に冷静な表情で答えた。

「うん。私がシャロン」

　首しゆ肯こうされ、セロは飛び上がるようにして姿勢を正す。そのまま深く腰こしを折った。

「失礼致しました！」

　王女を侍女と見間違えた上、説教をするとは前ぜん代だい未み聞もんだ。不敬罪で首を斬きられてもおかしくない。とにかく謝罪するより他になく、セロは身を縮めるようにして、ひたすら平へい伏ふくした。

　しかし、シャロンはセロを責めなかった。

「そんなに畏かしこまらなくていいよ。あなたの言うことももっともだし。手が離せないからって失礼があったらいけないから。ごめんなさい」

　シャロンの口調は淡たん々たんとしていた。怒おこっている様子はないが、さりとて歓かん迎げいされているようでもなかった。透とう明めい感かんのあるまなざしは無感情で、どこか冷たい。見た目以上の距きよ離りを感じ、焦しよう燥そうが募つのる。

「本当に申し訳ございません。てっきり侍女の方かと。あ、いえ。それも失礼かと存じますが」

「ここには私しかいないよ。侍女なんてつけてもらったこともないし。こんな恰かつ好こうをしてた私も悪いから、気にしないで」

　そう言って、シャロンは頭巾をかぶり直した。セロから視線を外し、掃除を再開する。それきり、会話は途と切ぎれてしまった。

　やはり機き嫌げんを損そこねたのだろうか。なんとも居い心ごこ地ちが悪い。と、シャロンの左手に巻かれた包帯が目に入った。

「シャロン王女。怪我けがをなさっているのですか」

「昨日、ちょっとね。近衛騎士なら、もしかして見てた？」

　叙じよ任にん式で刺客と渡わたり合ったときの傷だろう。丁てい寧ねいに処置をしてあるが、痛々しい。

　近衛騎士であるセロが無傷で、王女であるシャロンは傷を負った。あの一幕はセロにとっては痛つう恨こん事じだ。

「重ね重ね、お詫わび致します。王家の皆みな様さまをお守りする立場にありながら、みすみす賊ぞくの侵しん入にゆうを許しました。あまつさえ王女に傷を負わせるとは不徳の至り。情けない限りです」

　再び頭を下げると、シャロンの手が止まった。意外そうにセロを振ふり返り、じっと顔を覗のぞき込む。

　至近距離で見つめられ、セロは思わず息を吞のんだ。紋様に包まれた目は青く、思いがけずきれいに澄すんでいて、吸い込まれそうだった。

「そうか。あなたの顔、どこかで見た気がしてた。昨日、叙任された近衛騎士の人だ。暗殺者も取り押さえてくれたよね」

　どうやらシャロンの記き憶おくに残っていたらしい。たしかに一度、セロはシャロンと視線を交かわしている。倒たおれた暗殺者を捕とらえたときのことだ。

　もっとも、あれはシャロンが撃げき退たいしたようなもので、セロは何もしていない。

「せっかくの叙任式があんな騒さわぎになってごめんね」

「とんでもありません。それより、俺のほうこそお助けすることもできず、申し訳ありませんでした。お怪我は大だい丈じよう夫ぶですか」

「かすり傷。慣れてるから平気」

　仮にも剣けんで斬られたのだ。騎士や兵士ならいざ知らず、王女の日常に起こるできごとではないだろう。しかし、シャロンは表情一つ変えない。技量だけでなく、精神も戦場に合わせて鍛きたえているかのようだ。

　セロの中の「王女」という印象が、ことごとく否定される。

「それで、今日はどうするの？　私、特に公務も何もないんだけど」

「王女にお付きするように言われておりますので、そばに控ひかえております。自分はこれよりシャロン王女にお仕えする身。なんなりとお申しつけください」

「そう言われても…………あ」

　困こん惑わくした後、シャロンが何かを思いついたように顔を上げた。セロはすかさず口を開く。

「何かございますか」

「うーん……お願いしていいのかな」

　シャロンは少し迷った様子だったが、やがて「こっちに来て」と手招きしながら離れの外へ出た。

　ついていくと、彼女は建物の裏手に回る。冷たい風が吹きつけた。そちらはほとんど日が差さず、残雪が固まって白い氷になっている。

　申し訳程度に覗く土の上にある物を見て、セロは目を疑った。

「なんだ、これは」

　それは汲くみ上げ式の小さな井い戸どだった。

　石を積んで組まれた円えん筒とうの上に、荒あら縄なわを結んだ桶おけが吊つるされている。風雪にさらされ続けたためか、木材は灰色に変色していた。

　シャロンが荒縄を引くと、桶を吊るす滑かつ車しやがぎしぎしと軋きしむ。

「これ、滑車が壊こわれちゃってうまく動かないの。修理しなきゃいけないんだけど」

　アルフェンドラは、かつて魔ま法ほう王国と称しようされた。伝統的に高い魔法の技術と知識を有する国だ。その恩おん恵けいはさまざまな場所で見受けられ、その一つが水道である。水源を整備し、街に行き渡らせたことでアルフェンドラ王国の礎いしずえは築かれたのだ。

　王家の膝ひざ元もとであるここ、王都エルクドにはいくつも給水場が作られ、魔法を動力として常に水が供給されるようになっている。騎士団ですら、宿舎には水道が通り、各自の部屋で不便なく使えるのだ。王族の私室ではお湯も出るという。桶を落とし、人力で汲み上げる旧式の井戸など、アルフェンドラ領内の街ではもう見かけない。

　それなのに、シャロンはこんな古井戸に水を頼たよっているという。

「王女、これはいったい……」

「井戸。見たことない？　洗い物とかもここでやってるから、使えないと困るの」

「なぜ、こんな場所の水をお使いになるのですか？　離はなれに水道がなくても、王宮に行けば水は手に入るでしょう。運ぶ手間はかかりますが。それに、洗い物などそちらで済ませればよろしいのでは」

「私の使った水が混ざると死ぬかもしれないって、みんなが怖こわがるから」

　静かな答えに、セロは絶句した。毒どく姫ひめ。シャロンのあだ名が脳のう裏りをかすめる。

　シャロンが何かを察したように、薄うすく微笑ほほえんだ。

「もしかして私のあだ名、知らない？」

「いえ、その……」

「知ってるよね。やっぱり」

　言い淀よどんだのが答えのようなものだ。シャロンはすっと、セロから視線を外す。横顔は無表情で、彼女の内面を窺うかがわせない。セロはますます言葉が出なかった。

　毒を持ち、ふれた相手を殺す。シャロンにはそんなうわさがつきまとう。真しん偽ぎは定さだかではないが、不安がる人はいるだろう。昨日の暗殺者の件もある。セロが知らないだけで、他ほかにも毒にまつわる話があるのかもしれない。

「私の体に毒があるのは本当。さわったぐらいで殺すほど強いものじゃないけど、汗あせとか涙なみだはちょっと危ない。それも水に流せば薄まるから平気なんだけど、やっぱり気味が悪いし、心配になると思う。みんなの不安はわかるよ。万が一、私の血が混ざったら本当に危ないし」

　天気の話でもするように、シャロンはごく当たり前の事実をセロに伝えた。ふれただけでは相手は死なない。けれど、毒の存在も否定していない。うわさの一部は真実だということだ。

「だから、私は王宮の水を使えないの。私の使う水は、私の周りだけで処理しないとダメ。この井戸はそのために作ってあるの。これを使えば、みんな怖がらなくて済むから」

　風が桶を揺ゆらし、滑車がきい、と小さな音を立てる。セロにはそれが、ひどく寂さみしげに聞こえた。

　シャロンのふれた水が自分たちのところに流れてこないなら、誰だれも毒に怯おびえることはない。それはわかる。けれど、シャロンはどうなのだ。この華きや奢しやな少女に無用な力仕事を強しいる理由になるのだろうか。

　思えば離れの建物自体、周りから隔かく絶ぜつされたような造りになっている。執しつ拗ようにシャロンを遠ざけているように感じるのは、セロの気のせいではないと思う。

　セロは井戸の荒縄を引いてみた。滑車が壊れていることもあって重い。セロですらそうだ。シャロンの細ほそ腕うでで桶を持ち上げるのはかなり大変だろう。

　水は身を切るように冷たい。寒風を遮さえぎる物もなく、濡ぬれた手は凍こおりつくように痛む。熱を奪うばわれた肌はだは瞬またたく間に紫むらさき色いろに染まった。

　ふと、セロの中に疑問が湧わく。

「雨の日はどうなさっているのですか？」

「濡れてる。どうしようもないから。さすがに屋根は作れないし」

　井戸には庇ひさしがなかった。どんよりとした空が真上に見えている。

　アルフェンドラは冬の国だ。雨は氷ひ雨さめであり、冷たい。何日も雪が続くこともある。井戸の周りに降り積もった雪をどうしているのか、考えるまでもない。

　シャロンが自分で雪かきをしているのだ。彼女には侍じ女じよがついたことはなく、掃そう除じも何もかも、すべて一人でやってきたのだから。

「それでね。話を戻もどすけど、滑車を修理したいの。いつもは自分でやってるんだけど、手が足りなくて。高い所とか、ちょっとした力仕事とか、お願いしてもいい？　必要なところだけでいいから」

　シャロンは横手の納な屋やから工具の入った箱を取り出した。袖そでをまくり、木き槌づちを手に取る。手慣れた様子だ。大工仕事も自分でやってきたのだろう。

　小さな手が井戸に伸のびる。セロはそれを先回りして、荒縄をつかんだ。

「代わります、王女」

　目を丸くするシャロンを置いて、セロは縄を滑車から外す。水が染しみ、さらに冷え切った縄は固く強こわ張ばっていて、それだけでも一苦労だった。

　シャロンはあわてた様子でセロを止める。

「いいよ、私がやるから。あなたは座ってて。手伝ってほしいときに言うから」

「そういうわけにはいきません」

「あっ」

　セロは少し強ごう引いんにシャロンの手から木槌を奪った。無礼かもしれないが、ここは大目に見てもらいたい。剣と甲かつ冑ちゆうも外し、身軽な恰好になる。少なくとも今、武装する必要はない。

　セロがするべきなのは木槌を振るい、シャロンの生活を改善することだった。

「滑車を外して、直してしまえばよろしいのですね。心得ました。王女のほうこそ、お部屋にお戻りください。掃除の最中とお見受けします。そちらはお手伝いできることがなさそうですので」

「で、でも……」

「女性に力仕事をさせるわけにもいきませんから」

　返事を待たず、セロは作業に取りかかった。石組みの上に足をかけ、滑車を取り外しにかかる。支える柱もかなり古いようで、変形して固まってしまった箇か所しよがあった。

　唇くちびるを嚙かみ締しめ、セロは木槌を打ちつけた。ごっ、と鈍にぶい音がして木もく片へんが散る。傷いたんだ木材は取り替かえてしまったほうがいい。滑車も強引に外す必要がありそうだ。

　どうせ壊れているのなら、思い切り殴なぐりつけてもいいだろう。セロにとってはありがたい。少しはもやもやをぶつけて解消することができそうだ。

　シャロンを取り巻く状じよう況きように憤いきどおりを感じながら、セロは黙もく々もくと木槌を振るった。
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　窓辺のランプに明かりが灯ともる。日の傾かたむいた部屋を、ほのかな光が照らし出した。

「今日のところは、これくらいかな」

　シャロンが頭ず巾きんを取り、まとめていた髪かみをほどいた。くせのない青みがかった髪が肩かた口ぐちを流れ落ちる。セロは甲冑をつけ直しながら、それを見ていた。

　井戸の修しゆう繕ぜんはつつがなく終わった。滑車の車しや軸じくが歪ゆがんでいたので交こう換かんし、土台も新しくしてある。ついでに桶の水みず漏もれもふさいでおいた。本当は屋根もどうにかしたかったのだが、さすがに手に余る。いずれ、なんとかしようとは思った。

　その後も納屋を整理したり、窓まど枠わくのがたつきを直したりと、あれこれ走り回った。騎き士し団だんでは見習いの時期に大工仕事をすることも少なくない。おかげでセロはシャロンの足を引っ張らずに済んだ。

　なにしろシャロンは手て際ぎわがいい。聞けば、この離れも造られて以来、シャロン以外の手はほぼ入っていないという。すきま風だらけのあばら屋を、シャロンが自分の手で修繕したのだ。彼女の知識や技術は男顔負けで、セロは何度も舌を巻いた。

　重いものを運んだり、高い所に手を伸ばしたりと、小こ柄がらなシャロンには難しいこともある。それらはセロが代わったのだが、つくづくシャロン一人では大変だろうと実感するばかりだった。

　同時に、彼女を毒姫と恐おそれ、手を貸さない者たちに対して、釈しやく然ぜんとしない気持ちが強くなった。

「手伝ってくれてありがとう。助かったわ」

「いえ、お安い御ご用ようです」

「でも、そんなふうに何かしようとしてくれなくていいから」

　少し強い口調で言われ、セロは思わず手を止めた。シャロンがまっすぐにこちらを見ている。その視線は険しく、冷たい光を伴ともなっていた。

「私は一人で平気。今までもそうしてきたから。護衛はあなたの任務だから仕方がないけど、それ以外のことはしてくれなくていい」

　きっぱりと言い切られ、セロは立ち尽つくした。シャロンは顔を背そむけ、早口で続ける。

「井戸を直してくれたのは感謝してる。ありがとう。でも、明日あしたからはいいから」

　それだけ言うと、シャロンはセロに背を向けた。小さな背中からは、はっきりとした拒きよ絶ぜつを感じる。シャロンを取り巻く環かん境きようを知り、少しでも彼女を助けようと思ったところで、セロは当のシャロンから壁かべを作られてしまった。

　室内を居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが支配する。こう言われてしまうと、セロには返す言葉がない。手伝いを申し出ても、シャロンに断られたらそこまでだ。彼女の他人を寄せつけない空気はずっと感じていたが、それはセロの想像以上に根深いものだった。

「あの、王女。夜間の護衛ですが……」

「夜は隊舎に戻るように言われてると思うけど。違ちがう？」

　おずおずと切り出した言葉は、シャロンに冷たくあしらわれた。

　王族には通常、複数の近この衛え騎士が交こう替たい制でついている。護衛がいない隙すき間まの時間を作らないためだ。

　しかし、シャロンにつく近衛騎士はセロしかいない。一人で一日中シャロンを守ることはできないため、どうするべきかセロはあらかじめハインデルに確かく認にんしておいた。その答えが、護衛をしないで騎士団の隊舎に戻って来い、というものだったのだ。

　セロは耳を疑ったが、ハインデルは本気だった。そして、それはシャロンにとっても驚おどろくことではなかったらしい。

「それじゃ、また明日」

　あっさりと言われ、セロは半ば追い出されるようにして離れを出た。まさかここに寝ね泊とまりするわけにはいかない。そういう意味でも、つきっきりで護衛をすることは不可能だ。

　王宮には見回りの兵士がいる。ここも敷しき地ち内であることに変わりはないし、目が届かないということはないはずだ。朝まで自室で過ごし、また明日、シャロンのもとへ赴おもむくのがセロの取るべき選せん択たくだろう。

　しかし、気がかりは消えなかった。

「本当にそれでいいのか？」

　歩き出しながら、セロは振ふり返った。小さな離れには、シャロンが一人、残されている。王宮の一角なのだから、めったなことは起きないとは思う。とはいえ、シャロンを一人にしてしまうことが正しい選択とは、どうしても思えない。

　他人を拒絶するシャロンのまなざしが、セロの心にはどうにも引っかかって仕方がなかった。
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　アルフェンドラ騎士団の大食堂は、階級の差に関係なくすべての団員が利用できる。大人数がけのテーブルと椅い子すがずらりと並び、奥の厨ちゆう房ぼうから配給食が支給される方式だ。

　騎士たちにとっては交流や情報交換の場でもある。同どう僚りようと食しよく卓たくを囲むこともあるし、初対面同士で親しん睦ぼくを深めるにも便利だ。

　その反面、会いたくもない相手と顔を合わせることもある。

「おい、庶しよ民みん」

　配はい膳ぜんを終えたセロの耳に、あまり聞きたくない声が届いた。

　無意識に頰ほおが引きつる。できれば無視したい。だが、そうすれば今度はそれを口実にまた言いがかりをつけてくるだろう。

　セロは渋しぶ々しぶ顔を上げた。

「毒どく姫ひめの護衛だそうだな。よくお似合いじゃないか」

　うすら笑いを浮うかべる同僚を、セロは冷めた目で見返した。

　近衛騎士ヴェリウス。セロより少し前に叙じよ任にんした先せん輩ぱいだ。名門貴族の出自で眉び目もく秀しゆう麗れい、剣けんの腕うでも立つ。一見すると非の打ちどころのない人物で、近衛騎士団でも将来を嘱しよく望ぼうされている一人である。

　もっとも、セロにはこれっぽっちの敬意もない。ヴェリウスも同じで、おたがいに毛け嫌ぎらいしている関係だ。

　階級意識の強いヴェリウスは、市し井せいの生まれでありながら剣一本でのし上がったセロをよく思っていない。そのためか、人前でセロの出自をからかったり、聞こえよがしに陰かげ口ぐちを叩たたいたりと、くだらない嫌いやがらせをしてくる。おかげでセロのほうもヴェリウスに愛あい想そを尽かしていた。

　王宮の女官やメイドの間ではヴェリウスがたいそう人気らしいが、セロにはとても信じられない。

「今日は死なずに済んだのか？　悪運だけは強いな、相変わらず」

「お前には関係ないだろう」

「そう言うなよ。わざわざ仕事を回してやったんだから」

　ヴェリウスのにやけた顔を見て、セロは事情を察した。

　違い和わ感かんはあった。なぜシャロンのもとに、近衛騎士になったばかりのセロが一人だけ遣つかわされたのか。毒姫と恐れられ、疎うとまれているシャロンのことだ。あの暮らしぶりから考えるに、ろくに護衛をつけられていないだろう。

　それをセロは単独で命じられた。その裏が覗のぞけたのだ。

（こいつの進言か）

　ヴェリウスは王宮の高官や重じゆう鎮ちんたちに目をかけられている。外そと面づらが良く、人に取り入るのも上手うまいからだ。とりわけ大きな後ろ盾だてが宮きゆう廷てい魔ま導どう師しルーゴゥ。老王ラディル一世の腹心で、アルフェンドラ王宮の影かげの実力者である。

　多くの権力者を味方につけているヴェリウスからすれば、セロ一人の処しよ遇ぐうに口を挟はさむことくらいたやすい。

「口に入れるものにはせいぜい気をつけろよ。毒でも混ざっていたら大変だ。毒姫のそばで毒殺された奴やつがいても、べつに不思議じゃないからな」

「……貴様」

「なんだなんだ、おもしろそうな話してんじゃねぇか。俺も交ぜろよ」

　思わずヴェリウスのほうへ踏ふみ出しかけたとき、セロの肩かたに誰だれかが手を回した。いつの間に現れたのか、マーガスがにやにやしながらヴェリウスを見ている。

「よう、ヴェリウス。ルーゴゥ導師の娘むすめさんは元気か？　あ、最近は会ってねぇからわかんねぇか。花街に入り浸びたるのも大たい概がいにしとけよ。誰に見られてるかわかんねぇぞ」

「なっ……！」

　ヴェリウスの表情が強こわ張ばった。一転して、今度は一気に紅潮する。

「な、何の話だ！」

「さあ、何の話だろうな？　お前らこそさっき、何の話をしてたんだ？」

　怒ど声せいをさらりとはぐらかし、マーガスはヴェリウスの肩に手を移した。そして、小声でささやく。

「あんまりはしゃいでると、お偉えらいさんの耳にどんな話が転がり込むかわからねぇぞ。近衛騎士が娼しよう婦ふに入れ込んで貢みつぎまくってるなんざ、酒の肴さかなにはもってこいだ。毒もそうだが、うわさも人を殺すことを知っときな。なんならお前で試ためしてやってもいいんだぜ」

　低い声で脅おどされ、ヴェリウスがさっと青ざめた。言い返そうとしたのか、ぱくぱくと口が動くものの、結局言葉は出てこない。マーガスの手を乱暴に振り払はらい、ヴェリウスは足早に立ち去っていく。

　荷物でも片づけたというように、マーガスは両手をパンパンと打ち合わせた。

「あんなののケンカ買うなって、いつも言ってんだろ。セロ」

「すまん、助かった」

　セロは素す直なおに礼を言った。あのままだったら小こ競ぜり合いに発展したかもしれない。そうなれば、立場が悪くなるのはセロのほうだ。騎き士し団だん内での私し闘とうは禁じられている。これ幸いと、ヴェリウスは上層部につげ口をするだろう。セロとヴェリウス、どちらの言い分が認められるかは火を見るより明らかだ。

　こういうとき、口が達者なマーガスは頼たよりになる。

「で、どうだった？　毒姫は」

「その呼び方はよせ」

　向かいの席に腰こしを下ろしたマーガスを、セロは少し強い口調でたしなめた。

「シャロン王女は道理をわきまえた方だ。馬ば鹿かげた呼び方をされる必要はない」

「へー、言うじゃねぇか。なんかあったのか？」

「マーガス。お前の家では水はどうしていた」

「どうしていたって、そんなモン、共同水道からもらってたに決まってんだろ」

「つるべ式の井い戸どは使わなかったか？」

「はあ？　田舎いなかの村じゃねぇんだぞ。つるべの井戸なんざ見たこともねぇよ」

　下町出身のマーガスでもこうだ。やはりシャロンの生活は特異と言える。

「シャロン王女は今も使っている。ご自身の使った水が、王宮や街の水道に流れ込まないようにな。毒を宿しているというのは本当のことらしい」

　マーガスの手が止まった。

「王女の使った水が混ざっても死ぬことはないが、周りが不ふ安あんに駆かられるからそうしているそうだ」

「マジかよ」

「ああ。それに掃そう除じはもちろん、雪かきや大工仕事までご自分の手でなさっていたぞ。立派な方だ。うわさとは違ちがう印象だった」

「みてぇだな。自分のことは自分でやるってことかね。王族とは思えねぇな」

　マーガスの顔からは、少し前までの軽い笑えみは消えていた。神しん妙みようとまでは言わないが、彼にしては真しん剣けんな表情に見える。

「まあ、口調は硬かたかったがな。どこかよそよそしいというか……」

「他人を寄せつけない感じか？」

「それだ。よくわかるな」

「まあな。誰の助けも借りずに今までやってきたんだろ？　つうか、借りようにも借りられなかったはずだ。多少、人間不信になっても不思議はねぇよ」

「人間不信か……」

「ま、無責任なうわさに踊おどらされた俺も同罪だけどな」

　切り分けた肉を頰ほお張ばりながら、マーガスは天てん井じようを見上げる。何か思案しているようだが、セロにはわからない。ただ、シャロンに関するうわさを顧かえりみて、彼なりに考えを改めてくれたのはよかった。

　セロも食事を再開する。配給食の難点は味だ。火の通り過ぎた肉は硬くてぱさつく。煮に豆まめの塩加減も薄うすい。

　口の中身を水で流し込み、セロは思い立ってマーガスに尋たずねてみた。

「そうだ、マーガス。お前、大工の知り合いがいたよな」

「フランソワーズのことか？　ダメだダメだ、紹しよう介かいしねぇぞ。お前、顔だけはいいからな。女の子に会わせるとすぐお前の話になっちまう。やれ連れて来いだの、次はいつ来るだの、うるさくてしょうがねぇ。もうお前に女の子は紹介しねぇって決めたんだ。他当たれ」

「誰がそんなことを頼たのんだ！」

　しっしっと追い払うように動くマーガスの手を、セロは渋じゆう面めんで払った。

　騎士団の任務がないときなど、マーガスは暇ひまを見つけてはエルクドの街に足を運んでいる。人づき合いの上手い彼には知り合いが多く、たいていの商人や職人には顔が利きくのだ。

　ついでに言えば歓かん楽らく街も庭のようなもので、女性の知り合いはもっと多い。「紹介してやる」とうるさく言われた末、何度か連れ回されたこともあった。

（楽しくなかったわけではないが……）

　セロのほうは、あまり人と接するのは得意ではない。初対面の女性に何を話せばいいのか、よくわからないのだ。それでもマーガスによれば、女性への受けはよかったらしい。

「堅かた物ぶつのくせに上手いことやりやがって」と尻しりを蹴け飛とばされたこともある。

　とにかく、今はそういう話をしたいわけではないのだ。

「まともな依い頼らいだ。だいたい、フランソワーズというのは棟とう梁りようの娘だろう。俺が用があるのは棟梁と職人のほうだ」

「なんだよ。家でも建てるのか？　そりゃ爵しやく位いでも授さずかれば、屋や敷しきがあってもおかしくないけどな。近この衛え騎士に叙任されたばかりで、ちょっと気が早いんじゃねぇの」

「井戸の屋根を作ってもらいたい」

「はあ？」

　マーガスの顔が疑ぎ問もん符ふに埋うめ尽つくされた。

「シャロン王女が使っている井戸だが、屋根がない。さすがにそこまでは俺も作れない。簡単なもので構わないから、お前のほうから話をつけてくれないか。お前、街の人たちとは親しいだろう？」

「まあな。出で不ぶ精しようで無愛想で頭固いお前よりはな」

「余計なことをつけ加えるな」

　いちいち一言多い親友だ。飄ひよう々ひようとした口ぶりがまた腹立たしい。マーガスは椅い子すの背にもたれ、顎あごひげをさすった。

「王女の使ってる井戸に屋根ねぇ。近衛騎士の口出しすることじゃねぇと思うぞ。作ってくれって頼まれたわけじゃねぇんだろ？」

「まあ、出過ぎた真似まねかもしれないが」

　井戸の屋根はセロが気になっただけだ。シャロンが不自由だと言ったわけでも、屋根が欲しいと言ったわけでもない。

　けれど、雨や雪の日に濡ぬれながら水みず汲くみをすると聞いては、さすがに黙だまっていられなかった。見習い騎士や侍じ女じよはもちろん、街の子供たちでもそんな目に遭あうことはないのだ。

　そうでなくてもシャロンは日々の生活をすべて自分の手で片づけている。取り除ける負担は取り除いてやりたい。

　シャロンの冷めたまなざしを思い出す。余計なことをするなと、また怒おこられるかもしれない。それでもセロはシャロンのことが放ほうっておけなかった。差し伸のべた手を払われたとしても、差し伸べることまでやめるのは違うと思うのだ。

　セロの顔をしばらく見つめ、マーガスは肩をすくめた。

「わかった、わかった。頼んでやるよ。ちょうどいい。叙じよ任にんの祝いだ。金は気にすんな」

「いいのか？」

「今度おごれ。それでチャラな」

　にやりと笑う親友は、やはり頼れる男だった。
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　雪国の夜は静かだ。獣けものや鳥、虫の声などはほとんど聞こえない。そして、当然のことながら冷え込む。毛布にくるまっていても限界があり、セロの口からはくしゃみが飛び出した。

「いかん、いかん」

　物音を立てるのはよくない。セロは鼻をすすりながら毛布の前を合わせた。そうしてゆっくりと、足音を消して歩いていく。

　王宮の敷しき地ちの奥。シャロンの暮らす離はなれの前だ。窓はもう暗い。床とこに入っているのだろう。

　水を打ったような静せい寂じやくの中、セロは慎しん重ちように歩を進め、玄げん関かんの脇わきに腰を下ろした。

　護衛である以上、やはりシャロンの身辺を空けることはできない。一度は自室に入ったものの、セロはどうしても気になって戻もどってきてしまった。

　万が一のことも起こさないのが近衛騎士の務めである。叙任式でシャロンに傷を負わせたような失態は、もう演じたくない。

　そのためにセロができるのは不ふ寝しん番ばんくらいだった。今夜はここで番をしつつ、夜を明かすつもりだ。

「できれば火を起こしたいが……」

　騎士団で野外の行軍の経験はあるし、野宿もしている。外で夜を明かすのは初めてではない。しかし、だからと言って楽なわけではなかった。

　せめて焚たき火があれば暖を取れる。毛布だけで過ごすよりは格段に良い。だが、王宮の敷地内で火など起こしていいものだろうか。衛兵が駆けつけでもしたらいい笑い者だ。

　火種も山野なら枯かれ木を拾えばいいが、そんな都合のいいものは転がっていない。燃料を集めることでこの場を空けてしまうのも本ほん末まつ転てん倒とうだろう。

「仕方ないか」

　今日のところは我が慢まんするしかないようだ。夜空を見上げ、セロは白い息を吐はき出した。離れの壁かべに背を預けて暗くら闇やみに目を凝こらす。

　その瞬しゆん間かん、いきなり玄関の戸が開いて何者かが飛びかかってきた。

「っ！」

　反射的に首を庇かばう。狙ねらい澄すましたかのようにそこに衝しよう撃げきが来た。籠こ手てに短たん剣けんの刃やいばが激げき突とつし、火花を散らす。

　倒たおれ込みながらセロは相手を投げ飛ばした。影かげは足から着地し、すぐさま身を翻ひるがえす。犬か狼おおかみかと見み紛まがうほどに素す早ばやい。迫せまり来る短剣の刃が月光をはじき、青白く閃ひらめいた。

　振ふり抜ぬかれた一いち撃げきをかわし、毛布を投げつける。一いつ瞬しゆん、相手が怯ひるんだ隙すきに手首をつかみ、思い切り引っ張った。

「このっ！」

　力ずくで地面にねじ伏ふせる。腕わん力りよくはセロのほうが勝まさっていた。馬乗りになり、相手の両手を押さえつける。それでも激しく抵てい抗こうされ、鳩尾みぞおちを膝ひざで蹴けり抜かれた。甲かつ冑ちゆうがなければ悶もん絶ぜつしていたところだ。

　雲が流れ、月明かりが頭上に差してくる。浮うかび上がった顔を見て、セロは思わず声を上げた。

「なっ!?　お、王女!?」

「この、放しなさい！　……って、あれ？　あなたは…………」

　そこにいたのは寝ね間ま着き姿のシャロンだった。敵意を剝むき出しにした形相から、きょとんとした表情に変わる。額には乱れた髪かみが貼はりつき、上気した呼吸で胸が大きく上下していた。月光に淡あわく浮かび上がる白い肌はだと、刻まれた紋もん様ようとが、どこか幻げん想そう的てきなコントラストを生む。
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　妖あやしさすら漂ただようシャロンの姿に見とれた後、セロは全力でそこから飛び退のいた。

「も、申し訳ありません！」

　額を地面に叩たたきつける勢いで平へい伏ふくする。シャロンは立ち上がり、大きく乱れた寝間着の胸むな元もとをかき合わせた。そして、セロに向かって険しい目を向ける。

「こんなところで何してるの？」

　夜半に男がこそこそ忍しのび込んでくれば警けい戒かいするに決まっている。シャロンに気づかれることまで考えが及およばなかったのは迂う闊かつだった。

　処しよ罰ばつを覚かく悟ごで、セロは口を開いた。

「不寝番をしようと参りました。中に入るつもりはありませんでした。本当です」

「不寝番って……ここで？」

「はい」

　シャロンの声から険が取れた。目を何度も瞬またたかせ、まじまじとセロを見つめる。無言の間が続き、セロは生きた心ここ地ちがしなかった。

　やがて、シャロンがぽつりと聞いてくる。

「寒くないの？」

「えーと……寒いです」

　正直に答えたところに寒風が吹ふきつけた。セロとシャロンのくしゃみが重なる。おたがいに鼻をすすると、シャロンが玄関を開けて手招きした。

「風邪かぜ引いちゃうよ。とにかく、一度入って」

　女性の部屋にこんな時間に上がっていいものか。ためらうセロだったが、シャロンは戸を開けたまま待っている。このままでは彼女が冷えてしまうし、断ってもまるでやましいところがあって逃にげ出すようだ。観念して、セロは戸をくぐった。

　シャロンは手早く明かりを灯ともし、暖だん炉ろに火を入れた。風を防げることもあって、外とは雲うん泥でいの差だ。体がほのかに温まり、セロは小さく息をついた。

「お茶、淹いれようか？」

「いえ。お構いなく」

　この期ごに及んで、手ずからお茶まで淹れてもらうわけにはいかない。直立不動のままセロは答えた。シャロンは淡たん白ぱくに「そう」とだけ言って、椅い子すに腰こしを下ろす。

「それで、本当にあそこで番をするつもりだったの？」

「はい。中に入れていただくわけにはいきませんし、入り口の前が妥だ当とうかと」

「あなたのほうが凍こごえて大変なことになりそうだけど」

「そこはまあ、なんとか。これでも鍛きたえておりますので」

　シャロンはいまだに半信半疑でいるようだった。

　この気温で、外で夜を明かすことはたしかに危険だ。下手へたをすれば凍とう死しする。しかし、セロはそれに耐たえられるように訓練を積んできた。そんなにやわな鍛え方はしていない。準備もしてきたし、一晩くらいは平気だと思っていた。

　シャロンが窺うかがうようにして続ける。

「それに、ここは王宮の奥だから、来ようと思ったら騎き士し団だんの隊舎を通らないといけないのよ？」

　指し摘てきされて、セロは思わず固まった。

　シャロンの離れは王宮の敷地の端はしにある。奥まっているため、途と中ちゆうで必ず他ほかの建物を通らなければならない。そこには騎士団の隊舎も含ふくまれる。

　セロがこんなところで寝ねずの番をしなくても、隊舎にいれば離れの異変はわかるのだ。

「もしかして、気づいてなかったの？」

　シャロンが不思議がっていたのはこちらのことらしい。驚おどろいたのか、それとも呆あきれたのか、大きな瞳ひとみが何度も瞬きをくり返す。

　不寝番など最初からする必要がなかったのだ。セロは自分の浅はかさに言葉を失ってしまった。

　弁解の余地もない。これでは必要もないことをした上、王女を相手に立ち回りを演じて押し倒しただけではないか。

「あなたは不思議な人だね」

「……変人というのは、褒ほめ言葉にはなりません」

「そういう意味じゃないんだけど」

　シャロンの言葉にも、うめくように答えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。恥はずかしいやら、情けないやらで居づらくて仕方がない。だが、これもシャロンに無用の誤解を与あたえた罰ばつだとあきらめた。

「王女こそ、なぜ飛び出して来たのですか？」

「だって、誰だれかいるのがわかったから。音も立てないし、怪あやしいと思って」

「危ないじゃないですか」

　苦言を呈ていすると、シャロンが目を丸くした。

「危ない？」

「危ないでしょう。俺だからよかったものの、本物の賊ぞくだったらどうするのですか。危害を加えられてからでは遅おそいのです。王女はその、か、可か憐れんな姿をされておりますし」

　セロの声は、最後は尻しりすぼみになった。

　今のシャロンは薄うすい寝間着に上うわ掛がけを羽織っただけだ。おかげで細身の体の線がはっきりとわかり、目のやり場に困る。

　ほっそりとした肩かたとしなやかな手足。そして体格のわりに張り出した胸。肩を押さえつけたときのやわらかい感かん触しよくがぶり返して、セロは大きく頭を振った。

「でも私、戦えるよ？」

「たしかに、王女の腕うで前まえならそこらの男はものの数ではありません。しかし、それとこれとは別の話です。王女は女性なのですから。あまり無む茶ちやをなさらないでください」

「……そんなこと、初めて言われた」

　小さく呟つぶやき、シャロンがうつむいた。そのまま黙だまりこくってしまう。ランプの薄うす明あかりに照らされた姿はいつもより小さく、はかなく見えた。

「ちょっとびっくり」

「何がですか？」

「そんなふうに心配してくれる人、いなかったから」

　透とう明めいな瞳に、かすかな感情が宿る。驚きと、とまどいと、不安と、感謝と。夕刻にあった拒きよ絶ぜつとは違ちがう色が、セロには見えた気がした。

　外にセロの気配を感じたとき、シャロンは当然のように臨戦態勢に入ったのだろう。今まで誰も離はなれの前にいたことがないから、自衛のために戦いを挑いどんだ。シャロンはいつも一人だ。日々の生活はおろか、身を守ることすら自分の手でしなければならない。たとえ返り血を浴びることがあっても、誰も彼女を守ってはくれない。

　改めて、セロはシャロンの孤こ独どくを思い知らされた。

（身を案じてももらえないのか）

　毒どく姫ひめと呼ばれるシャロンは、周りに心配すらされない。シャロンもそれを当然のこととして受け入れている。

　だが、そんなことは間ま違ちがっている。セロのように戦いが本分である騎士ならいざ知らず、一人の少女がこんな過か酷こくな生き方をしなければならないはずがない。

　知らず、セロはシャロンを強く見つめていた。その視線に気づいたのか、シャロンが口を開く。

「気を遣つかってくれてありがとう。でも、本当に私は大だい丈じよう夫ぶだから。あなたが体を壊こわすようなことをしてまで守らないで。言ってくれたら玄げん関かんの鍵かぎくらい開ける。そうすれば、あなたも寒くないでしょ？」

　シャロンの言葉には、セロをことさらに遠ざけようとする響ひびきはなかった。少しは信用されたのだろうか。表情も静かだが、冷たいとは感じない。出て行けとも、護衛をするなとも言われなかった。

　セロにとっては、それで充じゆう分ぶんだ。

「わかりました。今日は引き揚あげます。何かありましたら、すぐにお知らせください。飛んで参りますので」

「うん、わかった。あ、それから」

　背を向けたところで、シャロンがセロを呼び止めた。そのままもごもごと言い淀よどむ。彼女にしてはめずらしく視線をうろうろさせ、やがてぺこりと頭を下げた。

「殺しかけちゃって、ごめんなさい」

　奇き妙みような謝罪に、セロは返事に困った。シャロンの視線を追うと、セロの籠こ手ての甲こうを見ている。そこには短剣が走った跡あとが深い傷になって残っていた。一瞬でも反応が遅おくれれば、これがセロの首についていたところだ。頸けい動どう脈みやくを完全に斬きり裂さかれていただろう。

　いまさらながら、セロは背筋が寒くなった。
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　アルフェンドラ王国の歴史は長い。建国は二百年以上前まで遡さかのぼる。王都エルクドを囲む城じよう壁へきはその頃ころから街を守り、人々を守る盾たてだった。

　だが、長い時間を経ればどうしても老ろう朽きゆう化かが進む。先日も一部が崩くずれてしまったところだ。それを機に、王家は城壁の大規模な改修工事に乗り出した。

　普ふ段だんは職人たちが忙いそがしく走り回る作業現場に、今日は近この衛え騎士が集つどい、物々しい警備が敷しかれている。工事を監かん督とくする役人も勢ぞろいし、端には場ば違ちがいに豪ごう華かな馬車も停とまっていた。

「王家直々の視察とは大げさなことだな」

　臨時に作られた広場の隅に立って、セロは行き交かう人々を眺ながめていた。

　アルフェンドラは現在、隣りん国ごくのザーフレイ帝てい国こくとの関係が悪化している。国境線の砦とりでではにらみ合いが続き、騎士団の一部も守備隊として派は遣けんされた。実際に小こ競ぜり合いも起きている。

　真しん偽ぎは定さだかではないが、セロの叙じよ任にん式に現れた刺し客かくや暗殺者も、ザーフレイの手の者ではないかというもっぱらのうわさだ。

　いずれザーフレイとは戦せん端たんが開かれるかもしれない。そうなれば、城壁はエルクドの守りの要かなめとなる。アルフェンドラとしては、それが老朽化しているなどという弱みは見せられない。

　そこで王家が直接現場を視察、激げき励れいし、国家の一大事業として強固な城壁を建造していると内外に示すことになったのだ。

「お待たせ」

　声をかけられ、セロは振ふり返った。黒いドレスをまとい、ヴェールを目ま深ぶかにかぶったシャロンが立っている。顔は隠かくれて見えない。もちろん、そこに刻まれた紋もん様ようもだ。

「用意はいい？」

「はい。王女」

「って言っても、私たちは端はじっこで立ってるだけだけど」

　ヴェールの向こうでシャロンは自じ嘲ちよう気味に言った。

　アルフェンドラ王家直々の視察ということで、王女であるシャロンもこの場に呼ばれている。しかし、彼女は主しゆ賓ひんではない。王家の代表は別にいた。

「おい」

　棘とげのある声が聞こえ、セロはすぐさま道を空けた。その場で膝ひざをつき、臣下の礼を取る。衣きぬ擦ずれの音がして、強い香こう水すいの香かおりが鼻を突ついた。

　シャロンも膝を折って、恭うやうやしく頭を下げる。

「見み栄ばえくらいは整えてきたか」

「ふん、どうだか。目につかなければなんでもいいわ」

　やってきたのは、きらびやかないでたちの男女だった。ラディル一世の長子レナードと、すぐ下の妹で長女のフローリアだ。黒ずくめのシャロンとは対照的に、二人とも豪ごう奢しやな衣い装しように身を包んでいる。いかにも華はなやかで、アルフェンドラ王家の権けん威いを象しよう徴ちようするような二人だったが、忌いま々いましそうに顔を歪ゆがめていてはそれも台無しだった。

　特にフローリアは、不ふ機き嫌げんそのものといった様子であからさまに鼻を鳴らしている。

「本当はあなたなど連れてくるつもりはなかったのよ。メイリィが臥ふせたから、数合わせをしただけ。勘かん違ちがいしないで、目め障ざわりにもならないで。いつも通り、端でおとなしくしていなさい」

「はい。姉上」

「姉呼ばわりしないでよ！　毒！」

　フローリアの口から、妹に向けるとは思えない辛しん辣らつな言葉が飛び出した。セロは耳を疑い、思わず顔を上げそうになってしまう。フローリアの目は吊つり上がり、憎にく々にくしげな歯ぎしりと舌打ちの音が聞こえた。

　レナードがその肩に手を置き、なだめる。

「落ち着け、フローリア。相手にするな」

「兄様……。ですけど、気味が悪いのですもの。こんな子が私たちの家族を名乗るだなんて。血のつながりなどないくせに」

「名乗ることなど許していない」

　そう言って、レナードはシャロンを見下ろした。その視線は一層セロの背中を寒くさせる。まるで道みち端ばたの石でも見るかのように無感情な目だ。毛け嫌ぎらいしている様子を見せたフローリアのほうが、まだシャロンを意識しているだけ良いように感じられた。

「兄…………いえ」

　レナードの目がギラリと光り、シャロンは言葉を飲み込んだ。ひときわ深く頭を下げ、畏かしこまる。

　レナードは冷然とシャロンの前に立ち、抑よく揚ようのない声で告げた。

「とにかく目につくな。お前の役目は他ほかにない。行くぞ、フローリア」

「はい。兄様」

　二人はそのまま踵きびすを返し、足早に去っていった。セロは言葉もなく、それを見送る。労ねぎらいも何もなく、ただシャロンに罵ば声せいを浴びせただけだ。シャロンはうつむいたまま、何も言わない。

「王女」

「なんでもない。行こう」

　歩き出したシャロンの後ろ姿はそれ以上の言葉を拒こばんでいる。どうすることもできず、セロは彼女の後を追った。

　広場には修復工事に携たずさわる人々がすでに集まっていた。騎き士したちも配置され、周囲を警けい戒かいしている。中央には仮設の壇だんがあり、王宮からレナードについてきた高官やレナード付きの近衛騎士らが並んでいた。

　シャロンは壇上の一番外側に立った。セロは脇わきに控ひかえる。誰だれも彼女に声をかけないし、目も合わせない。ドレスの黒い色もあって、まるで影かげのようだ。身じろぎ一つせず、シャロン自身が自分の存在を消しているようだった。

　やがて、レナードとフローリアが現れた。にこやかな表情を浮うかべる二人を拍はく手しゆが迎むかえる。

「諸君、ご苦労」

　広場にレナードの朗々とした声が響いた。

　演説に立ったレナードの姿は、さすがに堂々としている。胸を張り、まっすぐに前を見て遠くまで声を通らせていた。表情には自信をみなぎらせ、はっきりとした物言いは聞く者の耳じ朶だを強く打つ。

「皆みなの日ひ頃ごろの忠誠には感謝している。アルフェンドラ王家を代表して礼を言う。知っての通り、我が国は隣国ザーフレイとの間で緊きん張ちよう関係が続いている。王都を守る城壁は国防の要だ。諸君の奮ふん闘とうにより、より一層堅けん固ごな壁かべを築き、備えてもらいたい。諸君の運ぶ一つの石が、振るう一度の槌つちが、国と民たみを守る礎いしずえとなろう。それが決して崩れぬ我がアルフェンドラの結束となることを私は確信している！」

　歓かん声せいが上がり、再び拍手が鳴り響いた。レナードは片手を上げ、それに応こたえる。

　セロは複雑な思いだった。今のレナードからは、先刻シャロンに向けた冷たさは微み塵じんも感じられない。横で柔にゆう和わな笑えみを浮かべるフローリアも同じだ。ついさっき、シャロンを鞭むち打うつような言葉を発したとは信じ難がたい。

「ここにおるフローリアは無論、体の弱いメイリィも病の床とこから、健けな気げにも祈いのりを捧ささげていた。父や母は言うに及およばぬ。アルフェンドラ王家一同、片時も皆の忠誠を忘れてはおらぬぞ」

　セロはその言葉を聞き逃のがさなかった。

　シャロンの名前がない。言い忘れた、などというわけはないだろう。レナードがそんな単純な誤りをするはずがない。わざと言わなかったのだ。

　シャロンはじっとしたまま、レナードの言葉にも反応を示さない。ヴェールに隠れた表情は窺うかがえず、彼女の気持ちはわからなかった。

　レナードの演説は続く。が、集まった半数はそれを聞いていなかった。彼らの興味は別の場所に向いている。壇上の端はしに影のように立つ、一人の少女に。

「ほら、アレだ」

「聞いた、聞いた」

「うわさの『毒どく姫ひめ』か。おっかないな」

　どこからか、ひそひそとした小声が聞こえてきた。役人、騎士、兵士、職人。立場を問わず、シャロンのほうにちらちらと目を向けている者がいる。話に聞く毒姫とやらを一目見ようというのだろう。

　無ぶ遠えん慮りよな視線はセロのほうにも飛んできた。毒姫の護衛を務める変わり者、不運な近衛騎士とはどんな男なのか。そんな声が聞こえてくるようだ。

　ときおり目が合う連中を思い切りにらみ返してやる。すると、相手は身をすくめ、空々しくあさってのほうを向いた。そのたびにイライラが募つのっていく。

　どこを見ても、シャロンを傷つけるものばかりが転がっているように思えた。

「では、諸君の更さらなる献けん身しんを期待する！」

　レナードが演説を締しめくくり、「アルフェンドラ万ばん歳ざい」の声がこだまする。もっとも、同調しているのは役人ばかりだ。離はなれるほど拍手はおざなりになり、冷めた顔が並んでいる。中には横を向いてあくびをしている者もいた。

　巨きよ額がくの金を費ついやし、人々に労ろう役えきを課すアルフェンドラ王家に対する民衆の心情が、そこに透すけて見えた。

　レナードとフローリアが降壇すると、職人たちは追い立てられるように作業に戻もどっていった。逆に役人たちは二人の周囲へと群がっていく。

「王子。すばらしいお言葉でした」

「身の引き締まる思いです。感激致いたしました」

「王女も相変わらず、お美しい」

　歯の浮くようなお世辞が並ぶのを、セロは冷めた目で眺めていた。体ていの良い茶番だ。レナードやフローリアの言動の裏側を見てしまったこともあって、とても輪に加わる気にならない。

　さっさと王宮に戻って、離れの前の掃はき掃そう除じでもしていたい。そのほうがよほど有意義だ。近この衛え騎士にあるまじき考えだが、セロは半ば本気でそう思っていた。

　だが、そこにレナードから横槍が差し込まれる。

「言うばかりでは民の信が得られんな。ここは一つ、王家が率そつ先せんして兵や民の模も範はんとなろう。シャロン！」

　初めてレナードがシャロンの名前を呼んだ。シャロンのほうが予想外だったようで、驚おどろいた様子で顔を上げる。レナードを取り巻く者たちも怪け訝げんな表情を浮かべた。フローリアなど、露ろ骨こつに眉まゆをひそめている。

　そんな中、レナードだけは口角をふっと持ち上げた。

「末の王女が自ら手伝いを申し出た。民と同様、自分も土にまみれたいとな。感心なことだ。わずかな力にしかならんが、どうか見守ってやってくれ」

　いかにも美談であるかのような物言いで、シャロンの逃にげ道がふさがれる。シャロンの肩かたが強こわ張ばった。

　レナードは左右を見回し、一角に目を留める。

「そうだな。よし、そこの瓦が礫れきをどかせ」

　そこは崩くずれた城じよう壁へきの瓦礫を集めた集積場だった。

　ヴェール越ごしにシャロンの困こん惑わくが伝わってくる。ここで彼女が尻しり込ごみすれば、アルフェンドラ王家の威い信しんに傷がつくだろう。しかし、瓦礫はかなりの量で、中には人の背せ丈たけを超こえるような大きな岩も含ふくまれていた。

　しかも、集積場は作業とはまるで関係のない場所にある。瓦礫をどかすことには何の意味もない。ただ置き場所が変わるだけだ。レナードはそれをわかって言っている。

「どうしたの。早くなさいな」

　フローリアが得心したようにうなずき、シャロンを急せかした。底意地の悪い笑みとはこのことだ。一見にこやかだが、反論を許さない。周りの連中もレナードの真意に気づき、同調してにやにやと嫌いやみったらしい笑みを浮かべた。

　魂こん胆たんは見え見えだ。こんなときだけシャロンを王族として扱あつかい、汚よごれ仕事を押しつける。その上で無理難題を吹ふっかけて笑いものにしようというのだろう。毒姫ならば恥はじをかかせても構わない。余興の一つとでも思っているようだ。

　セロの中で、積もり積もった何かが音を立てて切れた。

「なんだ。できぬのか？」

「それは……」

「かしこまりました。レナード王子」

　会話に割って入り、セロはレナードの前に進み出た。シャロンを背に庇かばって下げ卑びた視線を遮さえぎる。そして、レナードの高圧的な目を真っ向から受け止めた。

「なんだ、貴様は」

「シャロン王女付きの近衛騎士セロ・ハーシェスにございます。御ご下命、しかと承うけたまわりました。この場の瓦礫を片づけてご覧に入れます」

　感情を抑おさえ、淡たん々たんと告げる。いろいろ腹に据すえかねているのだ。憂うさ晴らしにちょうどいい。

　返事を待たず、セロは瓦礫に向かって歩き出した。

「王女はそちらにいらしてください」

「で、でも」

「我が身は御おん身みを守る剣けんであり、御身の手足にございます。御身に代わって、いくらでも働いてご覧に入れましょう！　我が姫、シャロン王女殿でん下か！」

　あからさまに語気を強めてセロは宣言した。空気が震ふるえ、大声に役人たちがひっと息を吞のむ。

　ことさらに目立つ大岩を選び、セロはそれを両りよう腕うででがっしりとつかんだ。

「ぬう…………おおおおおおおおおおおおっ!!」

　全身を震わせて雄お叫たけびを上げる。みしみしと岩が震え、やがて小さく浮き上がった。歯を食いしばり、身の丈たけを超える岩がん塊かいを力任せに投げ飛ばす。

　轟ごう音おんと地じ響ひびきがして、土つち煙けむりが舞まい上がった。岩は真ん中あたりで真っ二つに砕くだけ、その場に転がる。荒あらい呼吸のまま、セロはぎっとにらみつけるように後ろを振ふり返った。

　レナード以下、一同が言葉を失って立ち尽つくしている。

「次はどれですか？」

　低い声で問うと、何人かが身をすくめ、こそこそと下がった。フローリアは顔色を失い、レナードも絶句している。

　おそらく、セロは今にも斬きりつけそうな目をしているはずだ。まさか剣に手をかけるつもりはないが、同じぐらいの苛いら立だちを岩に叩たたきつけた。それくらいはわかったのだろう。

　平静を装よそおい、レナードが瓦礫の山を指差す。

「ならば、次はあちらの岩だ！」

「承知致しました」

　改めてセロは岩に手をかけた。こうなったら意地だ。なんでもやってやる。くだらない嫌がらせを叩き返してやろうと腹を決めると、気力が満ちてきた。

　再びセロの喉のどが震え出す。作業現場に新たな地響きが鳴り響くまで、さほど時間はかからなかった。
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　傾かたむいた日に夕雲がかかる。東の空はすでに暗い。じきに西日も沈しずみ、夜が訪おとずれるだろう。

　どれほど時間が経たっただろうか。休まず動き続けたのでよくわからない。セロは最後の岩に手をついたまま、荒い息を吐はき出した。手足は棒のように重く、髪かみの先からは汗あせが滴したたる。体はくたくただ。だが、言われた通り、瓦礫は残らずどかしてやった。

　辺りは静かだ。レナードたちの姿はすでにない。フローリアをはじめ、役人や騎き士したちも残らず引き揚あげた。それぞれ他ほかの公務があるという理由だったが、逃げ去ったようなものである。そろってシャロンを虚こ仮けにしようとしたはずが、セロのために当てが外れたのだろう。

「いいざまだ」

　王子に対して、とても言えないような一言がこぼれ出た。

「セ…………セロ」

　名前を呼ばれ、セロは顔を上げた。敷しき地ちの片かた隅すみでシャロンが一人、セロのことを待っている。残っているのは彼女だけだ。セロは呼吸を整え、姿勢を正した。

「お待たせしました、王女。帰りましょう」

「あ、うん……」

　とまどい気味のシャロンを連れて、セロは王宮への道を歩き出した。ご丁てい寧ねいに馬車まで先に帰ったようだ。職人たちも作業を終え、家路についている。

　人ひと気けのない道に、二人の足音だけがしばらくこだました。

「あの…………ありがとう」

　鉛なまりのような手足をなんとか動かしていると、シャロンがぽつりと呟つぶやいた。振り返ると、ヴェール越しに、どこか不安そうな目がセロを見つめている。

「どうして、あんなことしてくれたの？　無む茶ちやだってわかってたでしょ？」

「…………」

　セロの口からは、すぐには答えが出なかった。

　一番の理由は怒いかりだ。ふざけた話を持ち出したレナードや周りの連中を見返してやろうという気持ちだった。それに、本当にシャロンに岩を運ばせたりしたら、セロは自分を許せないと思ったのだ。

　ただ、さらにその先の理由を考えると、頭がもやもやしてまとまらなくなる。何がそこまで腹立たしかったのか、上手うまく言葉にすることができない。言うなれば、何もかも頭に来たのだが、それではシャロンも悪いように聞こえてしまう。

　結局、セロの答えはぼんやりとしたものに終始した。

「いろいろと腹に据えかねました。出過ぎた真似まねをして申し訳ありません」

「そんなことないよ！」

　シャロンの声が跳はね上がる。セロのほうに身を乗り出した彼女は、はっと気づいて再び下がった。思わぬ大きな反応に驚いたセロの耳に、シャロンのたどたどしい言葉が聞こえる。

「出過ぎたことなんかじゃない。私……うれしかった。どうしようかと思ったときに、あなたが名乗り出てくれたから。でも、結局何もできなくて、私のほうこそ申し訳ないっていうか……」

「俺が勝手にやったことですから、お気になさらないでください。汚れ仕事は男の領分です」

「…………そうかもしれないけど」

　それきり、シャロンは口をつぐんでしまった。唇くちびるを嚙かみ、石いし畳だたみをじっと見つめる。小さな拳こぶしが固く握にぎり締められて、細かく震えていた。

　セロは言葉を探す。しかし、何も思い浮うかばない。謝罪も弁解も、どこか違ちがう気がする。さりとて、シャロンを元気づけることもできなかった。いたたまれない沈ちん黙もくの中、二人はまた歩き出す。

　そうこうするうちに、王宮まで戻もどってきてしまった。

「では、ここで」

　離はなれの前で足を止め、セロは小さく礼をした。シャロンはうつむいたままだ。せめて返事をしてくれないと、セロとしても隊舎に戻りにくい。

　困っていると、シャロンがヴェールを外して顔を上げた。

「セロ。ご飯はどうするの？」

　言われた途と端たん、大きな音で腹が鳴る。疲つかれで忘れていたが、昼からずっと動き通しだったのだ。腹も減る。言わなくても返事をしたようなものだった。

　シャロンは少し視線を逸そらし気味にしながら、早口に言う。

「あのね。よかったら私のところで食べない？　私、何か作るから」

　思ってもみないことを言われて、セロは一いつ瞬しゆん、その内容が理解できなかった。

　すでに辺りは暗い。帰ってくる間に、夕食どきはすっかり過ぎてしまった。隊舎の食堂に残り物があるかどうかわからない。食しよく欲よく旺おう盛せいな男どもが食い散らかして、何も残っていない可能性も高い。

　そう考えると、シャロンの申し出はありがたい。しかし、やはり近この衛え騎士の分際で王女とテーブルを囲むわけにはいかなかった。シャロンが直々に振る舞ってくれるとなれば、なおさらだ。

「ありがたいのですが、王女のお手を煩わずらわせることはできません。騎士団の配給もありますので、俺は隊舎に戻ります」

「あ……」

　丁てい重ちように断ると、シャロンの表情が固まった。瞳ひとみが光を失い、表情が凍こおりつく。心なしか、顔色も青ざめたように感じた。

「王女？　どうかしましたか？」

「ううん、なんでもないの。そっか、そうだよね。ごめん」

　シャロンは手にしたヴェールを握り締しめた。レースの生き地じがくしゃりと潰つぶれる。垂れ下がった髪が目元を覆おおい、表情ごと押し隠かくした。

「それじゃ、おやすみなさい」

　声をかける間もなく、シャロンは玄げん関かんに飛び込んだ。戸を閉めるバタン、という音が夜気の中に大きく響く。怒おこらせたわけではない。けれど、距きよ離りを取られた。なんとなく、そう感じる。

「……どうかしたのか？」

　気になったが、疲れと空腹で頭が働かない。首を傾かしげ、セロは隊舎に向かって歩き出した。

　シャロンを送り届けて気が抜ぬけたのか、ふらつく足を叱しつ咤たする。明日あしたになったら、改めてシャロンに聞いてみよう。

　離れに入る瞬しゆん間かん、シャロンが何かをこらえるように唇を嚙み締めていたが、あれはなんだったのだろうか。
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　騎士団隊舎の大食堂は閑かん散さんとしていた。すでに厨ちゆう房ぼうは閉まっており、残り香がだけが空むなしく漂ただよう。

　結果として、セロの見通しは甘かった。食堂は蹂じゆう躙りんされ尽くした後で、ありつけるものなど何も残っていなかったのだ。

「土木工事で近衛騎士が一番働いたって、冗じよう談だんみてぇな話があったけどな。お前だったのか。なら納なつ得とくだわ」

「うるさい」

　けらけらと笑うマーガスを前に、セロは分けてもらった干し肉をかじった。味気ない保存食だが、ないよりマシだ。とはいえ、水と干し肉だけとは、肉体労働の後には侘わびしすぎる食しよく卓たくだった。

　耳の早い親友は、すでに一部始終を知っていた。「進んで王子にケンカを売りやがった」などと、さもうれしそうに言ってくれる。権けん威いや名声、身分の類たぐいが大だい嫌きらいなマーガスにとって、セロのしたことはさぞ痛快だったのだろう。

「そういや、井い戸どの屋根の件だけどな。フランソワーズと棟とう梁りように話をつけといた。手が空いたときにやってくれるってよ」

「そうか。助かる」

　そんなことも頼たのんでいたと、セロは思い出した。いろいろありすぎて、忘れるところだったのだ。右から左まで、シャロンを取り巻くのは厄やつ介かいごとばかりである。

「しかしバカだね、お前も。メシの時間ぐらい頭に入れとけよ。一日の唯ゆい一いつの楽しみを棒に振るか、普ふ通つう」

　からかうマーガスに、セロは投げやりな返事をした。

「シャロン王女は食事に誘さそってくれたけどな」

「なんだって？」

「何か作るとまで言ってくれた。たしかに料理ぐらい、お手の物だろうしな」

　家事全ぜん般ぱんをこなすシャロンのことだ。炊すい事じなど慣れたものだろう。少なくとも干し肉よりはまともなものにありつけたはずだ。そう考えるともったいない。

　水を飲み干し、息をつく。腹に入ったのは干し肉二本。行軍中ならこれでも我が慢まんするのだが、さすがにもの足りない。とはいえ、今日はこれで乗り切るしかなかった。

　ふと気づくと、マーガスが珍ちん獣じゆうでも見るような目でこちらを見ていた。

「お前。それ、まさか断ったのか？」

「シャロン王女の食事のことか？　当たり前だろう」

「バカじゃねぇの？」

　即そく座ざに言い切られて、さすがにセロも鼻白んだ。

「なにがバカだ。相手は王女だぞ。護衛が同席などできるか。それに、わざわざ食事を振ふる舞まう理由もない」

「自分のために働いてくれたヤツを労ねぎらうって立派な理由があるだろうが。聞いてる限り、気立てのいい子だ。それぐらい普通に考えるぞ。あと、こいつは推測だけどな」

　マーガスは一いつ旦たん言葉を切ると、セロに向かって指を突つきつけた。

「彼女、誰だれかと一いつ緒しよにメシ食ったこと、ないんじゃねぇのか？」

　一瞬後、セロはマーガスの言葉を理解して、呼吸が止まった。

「毒だなんだと好き勝手に言われてんだ。そんなんじゃ、誰も一緒にメシを食おうなんて思わねぇだろ。けど、お前がいろいろしてくれてうれしかったんだと思うぞ。それこそ『誰とも一緒にメシを食えない』ってことを忘れちまうぐらいにな。苦労をかけたし、腹も減ってるだろうから、お礼の意味も込めて一緒に食おうと誘った。そうしたら断られたんだろ？　きついぞ」

　マーガスの指し摘てきは的確だった。セロも、今になって別れ際ぎわのシャロンの気持ちを悟さとる。セロは彼女の厚こう意いを無にしただけでなく、知らない間に傷つけてしまったのだ。

　誰かと食卓を囲むこと。手料理を振る舞うこと。どちらもシャロンにとってはあり得ない日常だ。きっと誰にも望んだことはないだろう。それを初めて口に出したのに、セロは深く考えないまま断ってしまった。

　シャロンを毒どく姫ひめと呼ぶ者たちと同じ答えを返してしまったのだ。

　唇を嚙み締めたシャロンの横顔が脳のう裏りをよぎる。孤こ独どくと、現実を突きつけられた痛みをこらえるような表情。

　セロは椅い子すを蹴けって勢いよく立ち上がった。

「すまん！　急用を思い出した！」

「おう。とっとと行って来やがれ」

　ひらひらと手を振るマーガスに背を向けて、セロは一目散に食堂を飛び出した。
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　バン！

「ひゃっ！」

　離れの入り口に飛び込むと、戸が予想以上に大きな音を立てた。シャロンが文字通りに飛び上がり、小さく悲鳴を上げる。

「…………セロ？　どうしたの？」

　木べらを手にしたまま、シャロンは台所で固まっていた。前には火にかけられた大きな鍋なべがある。片手でそれをかき混ぜながら、もう一方の手はちょうど目元を拭ぬぐいかけていた。その指先がかすかに濡ぬれているように見える。

　シャロンはあわてた様子で目の下をこすった。

「ど、どうかしたの？　急に。驚おどろいちゃった」

　愛あい想そ笑いを浮かべ、シャロンが木べらを動かす。一ひと抱かかえはある大鍋から湯気が立ち上り、食しよく欲よくをそそる匂においが鼻をくすぐった。

　セロは表情を引き締めたまま、シャロンに尋たずねる。

「王女。大変ぶしつけとは存じますが。そちらの鍋の中身は王女がお作りになったものですか？」

「えっ!?　えと、その……」

　シャロンの声が裏返った。しどろもどろになって、髪かみの先をせわしなくいじる。視線をうろうろさせながらあわてる姿は、ある意味で新しん鮮せんだった。シャロンがそういった感情を見せてくれたのは初めてだ。

　答えをじっと待っていると、シャロンは下を向いてぼそぼそと呟つぶやいた。

「セロ、お腹なか空すいたかなって思って……。力仕事ばっかりお願いしちゃったし。ボーッとしてたら、そのまま作っちゃってたの」

　鍋は野菜と鶏とり肉にくのシチューでたっぷりと満たされていた。優に四、五人前はある。シャロン一人で食べきれるとは思えない。

　本当にセロのために作ってくれたのだ。それなのに、セロは全く気づかなかった。自分の浅はかさに腹が立ち、拳こぶしを握にぎり締める。

　と、シャロンが不意に声を明るく弾はずませた。

「で、でも、余計なお世話だったよね！　騎き士し団だんの配給もあるし、私が作った料理なんて食べにくいだろうし。気づかなくてごめんなさい。今度からは気をつけるから」

　無理やりごまかすようにシャロンが笑う。それを見た瞬間、セロはさっと手を伸のばして鶏肉を一つ口に放ほうり込んだ。

「あ！」

　シャロンが止める間もなかった。煮に込こまれた肉が舌でほどけ、旨うまみがじゅわっと口に広がる。ハーブを使ってあるのか、体が中からポカポカと温まった。少し強めの塩加減が疲つかれた体によく効く。

　セロの口から感かん嘆たんの声がこぼれ出た。

「美味うまい」

　驚いた。騎士団の配給食とは大おお違ちがいで、真心の詰つまった優やさしい味わいだ。続けざま、セロは二口目にも手を伸ばしてしまった。やはり美味い。

　夢中で口を動かしていると、シャロンがためらいがちに聞いてきた。

「あの、セロ。ご飯、食べたんじゃないの？」

[image: ]

「食堂の閉まる時間に間に合わなくて、食いそびれました」

「え、そうなの？」

「はい。そういうわけで腹が減っています。こちらをいただいてもよろしいですか？」

「え？　う、うん」

　許可をもらったことで、セロは堂々とスプーンをつかんだ。シチューを掬すくい上げ、腹に流し込む。干し肉だけではいかにも不満げだった腹の虫が落ち着きを取り戻もどし、鳴くのを止やめた。

　シャロンはそんなセロを困ったように見ている。何かを言い出そうとしては言葉を引っ込め、また口を開きかけ、そんなことを何度も横でくり返していた。

「あの…………セロ？」

「はい？」

「それ、私が作ったんだよ？」

「ありがとうございます」

「どういたしまして。……いや、だから、そうじゃなくてっ」

　あせあせとシャロンが両手を動かした。彼女の言いたいことはだいたいわかる。「毒が入ってるんじゃないか」「食べても大だい丈じよう夫ぶなのか」。そう言われると思っているのだろう。不安そうな瞳ひとみが物語っている。

　失礼な話だ。いくらセロでも、そこまで馬ば鹿かではない。

「これは王女が作ってくださった『普通の』シチューです。それ以外のことはありません。お許しいただいたのですから、遠えん慮りよなくいただきます。美味いですし」

　そう言いながら、さらに一口頰ほお張ばる。食べても食べても飽あきが来ない。このまますべて平らげてしまえそうだ。

「配給食とは大違いだな。いや、比べるのも失礼か。毎日これなら騎士団の士気も上がるというのに、もったいない。…………ん？　シャロン王女？」

　呼びかけると、ポカンとしていたシャロンがはっと我に返った。頰に朱しゆが差し、あたふたと慌あわて出す。そして、少しすねたように視線を逸そらした。

「も、もう。お上手なんだから。あんまり褒ほめると、ホントに毎日作っちゃうよ？」

「本当ですか!?」

　音のしそうな勢いで振り向き、セロはシャロンに詰め寄った。勢いのまま細い肩かたをつかむ。

「これが毎日食えるんですか？　願ってもないことです！」

「そ、そう？」

「当然です！　配給食は味のない肉や、石みたいなパンばかりで、それに比べたら天国です！　本当に毎日作ってくれるんですか？　やった！」

　子供のように歓かん声せいを上げて、セロは鍋の前に舞い戻った。かぐわしい香かおりは今なお絶えず、ほどよく脂あぶらの浮ういたシチューが食欲を刺し激げきする。

　明日あしたも明後日あさつてもこれが食べられるのなら、瓦が礫れきぐらいいくらでも運んでやろうという気になった。

「そうなんだ。じゃあ、ちょっと頑がん張ばっちゃおうかな……」

　後ろでシャロンがぼそぼそと言う。指先を突き合わせながら、彼女は目だけでちらちらとセロの姿を追っていた。その顔はさきほどよりさらに熱を帯び、赤い。けれど、セロは鍋のほうにすっかり夢中で気がつかなかった。

　シャロンが一いつ瞬しゆん、むっとして口をとがらせたことも。

　すぐにその唇くちびるをほころばせて、くすぐったそうに笑ったことも。

「王女。これ、食い切っちゃっていいですか？」

「いいけど、それならちゃんとお皿によそうから。ほら、座って。お行ぎよう儀ぎ悪いよ。その、一緒に食べよう？」

「はい」

　セロは大きくうなずいた。シャロンに促うながされてテーブルに着く。パンやチーズ、飲み物が用意され、さらにわざわざ大きめの皿を選んで、シャロンがシチューを盛ってくれた。

　いつも使われている食しよく卓たくに、いつもとは違ちがう二人分の夕食が並ぶ。

「それじゃ、改めて。いただきます」

「いただきます」

　手を合わせるのももどかしく、セロはスプーンを動かした。シャロンの手料理を口いっぱいに詰め込んで、勢いよく飲み下す。あっという間に皿が空になり、シャロンが目を丸くしながらおかわりをよそってくれた。

　二杯はい目も勢いよく平らげていくと、シャロンが話しかけてきた。

「ありがとう、セロ」

「はい？　なにか？」

「ううん。なんでもないの」

　そう言って、シャロンはテーブルに頰ほお杖づえをついた。自分の皿には手をつけず、セロが食べるところをじっと見つめる。その表情はやわらかく、優しいものだった。

　誰だれかと顔を合わせ、他愛たわいのない話をしながらする食事。手料理を食べてもらうこと。そして「おいしい」という、ごくありふれた感想。

　ささやかで当たり前の幸せを、シャロンはこの日、生まれて初めて味わった。どれほどのよろこびだったのか、わかっていないのはセロだけだ。

　シャロンは食べなくてもいいのだろうか。吞のん気きなことを考えながら、セロは大盛りのシチューに舌した鼓つづみを打つ。自分がシャロンの心をどれだけ動かしたか、知らないままに。

「ねえ、セロ。セロって、もしかして街の出身？」

　腹が満たされ、食休みをしていると、後片づけを終えたシャロンが興味深そうな目でセロの顔を覗のぞき込んだ。

「そうですが、なぜおわかりに？」

「なんだか窮きゆう屈くつそうな話し方してるから、そう思ったの。敬語とか王宮での言こと葉ば遣づかいとか、あんまり慣れてないでしょ。違う？」

　図星を指され、セロは気まずく目を逸らした。

　上流階級の言葉遣いは、庶しよ民みんのそれとは全くの別物だ。失礼がないよう、近この衛え騎士になるに当たって重点的に教育されたことでもある。

　だが、これは剣けん術じゆつとは違って、セロの苦手なことの一つだった。幼少期から染しみついた言葉のくせはそう簡単には直らない。持って回った言い方や馬ば鹿か丁てい寧ねいな言葉遣いは、どうにも馴な染じまないのだ。おかげでヴェリウスやその取り巻きに何度もからかわれた。

　ただ、それを指し摘てきしたシャロンの声は、むしろ明るい。

「私も普ふ通つうの家で生まれたから、ちょっとうれしくなっちゃった。言葉遣い、あんまり得意じゃないのも一いつ緒しよだし。だから、ここではもっと気楽に話して。私のこともシャロンって呼び捨てにしてくれていいから」

「いや、そんなわけにはいきません」

　セロは焦あせって椅い子すを蹴け立たててしまった。ガタン、と音がして後ろにすっ転びそうになる。いくらなんでも王女を呼び捨てにするなどできるわけがない。身分が違いすぎる。大きく首を横に振ふったが、シャロンは不満げに頰を膨ふくらませてしまった。

「どうして？　いいじゃない」

「よくありません。誰かの耳に入ったらまずいですから」

「平気だよ。好き好んで私の近くで耳をそばだてる人なんていないもん。それに私たち、歳としだってそんなに離はなれてないでしょ？　あんまり他た人にん行ぎよう儀ぎな話し方されたくない」

　セロは困こん惑わくした。

　言葉遣いを正せとはよく言われたが、崩くずせと言われたのは初めてだ。そうしていいのなら、本音としては助かる。慣れない言葉で肩が凝こることもない。

　しかし、シャロンは王女。セロたち近衛騎士が仕えるべき王家の一員である。対等な口の利きき方など、絶対に許される相手ではなかった。叱しつ責せきされるくらいならまだしも、不敬罪で処しよ罰ばつされることも考えられる。

　ただ、その一方でシャロンの孤こ独どくにも思い至った。

「ねえ、セロ。ダメ？　どうしても？」

　シャロンの声が沈しずむ。不満を漏もらしていたところから、懇こん願がんするように変わった。小さな手で袖そでをきゅっとつかまれ、セロは言葉に詰まる。

　レナード王子など、シャロンを呼び捨てにする人はいる。だが、そこに親しみはない。居い丈たけ高だかで、彼女を上から見ての物言いだ。シャロンの望む言葉ではないだろう。

　セロが普ふ段だん通どおりの言葉遣いをすれば、シャロンの心は多少なりとも安らぐのだろうか。しかし、そうすればセロはハインデルに怒ど鳴なりつけられるかもしれない。身分不相応な真似まねをしたと陰かげ口ぐちを叩たたかれるかもしれない。

（だが、こんなさびしそうな顔をさせずに済む）

　セロを見上げるシャロンの目は、今にもこぼれ落ちそうだ。不安がにじみ、大きく揺ゆれている。こういう目をされると、セロはどうしても弱かった。

　さまざまな葛かつ藤とうをくぐり抜ぬけ、うめくように声を絞しぼり出す。

「……本当によろしいのですか？」

「いいって言ってるじゃない」

「……………………………………わかった。シャロン」

　名前を呼ぶと、シャロンの顔がパッと輝かがやいた。

「よかった。これでもダメって言われたらどうしようかって思った。ありがとう、セロ。うれしい！」

　明るい笑え顔がおをはじけさせ、シャロンは大切なものを抱だき締しめるかのように、両手をぎゅっと胸に抱いた。心底うれしそうなしぐさがセロの目に焼きつく。

　シャロンはもう一度、笑顔でセロの名前を呼んだ。

「改めて、これからもよろしくね。セロ」

「はい。ああ、いや。よろしくな、シャロン」

「うん！」

　初めて会ったときのよそよそしさ、セロを拒きよ絶ぜつしていた冷たさは全く感じられない。シャロンは年相応の少女の顔で笑い、はしゃいでいた。「勇気を出して良かった」。そんな小さな声が聞こえた気がする。

（まあ、いいか）

　セロは肩をすくめた。

　誰かに何か言われたら、言い返せばいい。どうせ誰も彼も、二人のことを気にかけてなどいないのだ。だったらこちらも勝手にやらせてもらおう。

　そう思うと、不思議なほど気分がすっきりした。シャロンに気安く話しかけることへの抵てい抗こうもなくなる。なにより、ようやく笑いかけてくれたシャロンのうれしそうな顔が、あれこれと煩わずらわしく考えるのをやめさせてくれた。

　騎き士しとして、彼女を守ろう。不ふ遇ぐうな毎日を少しでも良くしてみせよう。セロはこの日、改めて誓ちかった。

　離れの外にシャロンの笑い声が漏れたのは、その日が初めてのことだった。
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　岩いわ肌はだに吹ふきつける寒風が唸うなりを上げる。吹き上げられた雪がまとわりつき、顔の肌はだがピリピリと痛んだ。

　吹雪ふぶきの中の行軍は何度も訓練し、経験している。それでも寒さによる消しよう耗もうは体力的にも精神的にも苦しい。ただ疲つかれるだけでなく、集中力や気力も奪うばわれていく。

「本当にこんな場所に用があるのか？」

　セロはついつい、愚ぐ痴ちっぽく言ってしまった。

「地図にはそう書いてあるよ」

　先を行くシャロンが振り返る。毛皮の防寒着で顔以外をすっぽりと包み、非常食や毛布、ランプなどを詰つめた革かわ袋ぶくろを背負っていた。足元は丈じよう夫ぶなブーツを履はいている。

　セロと同じく、雪中行軍用の装備だ。そんなものを持っていることにも驚おどろいたが、着慣れた様子で雪の上を歩いていく姿にはさらに舌を巻いた。

　シャロンの手には一枚の書簡がある。今朝方、セロを通じて届けられたものだ。記されていたのは王都の郊こう外がいにある洞どう窟くつの位置と、その調査を命じるという簡潔な文面だった。

　それに従って、二人は風雪の飛び交かう山までやってきたのだ。

「で、なんで俺とシャロンの二人だけなんだ」

「うーん、危ないからじゃない？」

「そんなことはわかってる」

　セロは憮ぶ然ぜんとして口を曲げた。

　二人には護衛はおろか、供の者もいない。荷物は自力で運ばなければならないし、それだけ負担も増える。なによりシャロンの身の安全がおろそかにされているようで気に食わない。

「何かあったらどうするつもりなんだ」

「私のことはセロが守ってくれるんでしょ？」

「当たり前だろう」

「じゃあ、安心。私はそれでいいよ。一人で来るよりずっといいんだし」

　シャロンに屈くつ託たくなく笑われ、セロは返す言葉をなくした。笑顔の向こうには全ぜん幅ぷくの信しん頼らいが見て取れる。毒気を抜かれた気分だ。こんな顔をされて、まだ不平を言うことはできない。

　セロがシャロンの護衛についてから半月ほどが経たつ。当初のよそよそしさはすっかりなくなった。たがいに古くからの友人か兄きよう妹だいのように気軽に話し、冗じよう談だんも言い合えるほどだ。食事は毎日シャロンが作ってくれるので、配給食の味などもう忘れている。

　もともとシャロンは人ひと懐なつっこく、明るい性格だった。しかし、毒どく姫ひめと呼ばれて恐おそれられ、次し第だいに他人を遠ざけてしまっていたのだ。

　無理もない。あんな暮らしの中で誰だれかに心を開くことなどできなかっただろう。

　それが、セロには本来の姿で接してくれるようになった。よく笑い、よくしゃべる。ついでによく食べるのだが、そのことを指摘したら怒おこってしまった。

「大食いみたいに言わないでよ、もう！」

　仕返しだったのか、その日は夕食の量を半分ぐらいにされて、セロは深く反省した。

　相変わらず、王宮内では二人を白い目で見る者が絶えない。だが、どう言われようとシャロンは平気な顔をしている。そのシャロンがセロを信頼してくれているのだ。彼女に恥はじないように堂々としていようと思うと、セロも周囲の雑音が気にならなくなった。

　とはいえ、不当な仕打ちまで許容することはできない。まだまだセロは、シャロンの境地に至るには遠いようだ。

「あ、あれかな」

　シャロンが前方に目を向けた。

　剝むき出しの岩肌に、洞窟がぽっかりと口を開けている。地図とも合がつ致ちするようだ。二人は足を速め、中に踏ふみ入った。

　風を凌しのげるようになると、それだけでだいぶ寒さが収まる。入り口から少し入ったところでセロは肩かたにかけた荷物を下ろし、ようやく一息ついた。シャロンもフードを脱ぬいで髪かみにかかった雪を払はらう。

　洞窟は奥に長く続いていた。手て提さげのランプだけでは先まで見通せない。王都から歩いて一時間ほどか。誰も気に留めないような洞窟の調査が、今回セロとシャロンに言い渡わたされた任務、いや、レナード王子からの「たっての頼たのみ」だった。

　古い地図によれば、ここには広大な森があった。しかし、伐ばつ採さいしたわけでもないのに、いつの間にか森は消えて何もない雪原に変わっている。どういうわけか、動物も近づかない。なんらかの魔ま法ほうか、それに類する力が働いているのかもしれなかった。

　アルフェンドラ王国が進める計画において、それが手がかりになる可能性があるというのだ。

「フェニックスの復活計画か」

　口に出してみても、セロには実感が湧わかなかった。

　不死身の霊れい鳥ちようフェニックス。かつて地上で繁はん栄えいし、豊かな王国を築き上げた神秘の種族だ。人と鳥、二つの姿を持つ彼らは生命と炎ほのおの化け身しんであり、その名の通り死なない体を持っていた。

　しかし、今から二百年ほど前。フェニックスたちは忽こつ然ぜんと姿を消した。人間とフェニックスとの間で争いが生じ、それに人間が勝利したからだ。

　とはいえ、フェニックスは不死。人間が彼らを滅ほろぼすことはできない。ゆえにセロたちの祖先はフェニックスに厳重な封ふう印いんを施ほどこした。

　アルフェンドラをはじめ、世界の大部分が雪と氷に覆おおわれたのはこのためだ。フェニックスの放つ火の魔ま力りよくが封印によって世界から失われてしまったからである。

　それほどにフェニックスの力は強大であり、比類なき存在だったのだ。伝承によれば、一体のフェニックスに数万の軍勢がなす術すべもなく全ぜん滅めつさせられたという。

「途と方ほうもない話だな。俺には想像がつかない」

「そうだね。アルフェンドラとか、他ほかの国にもフェニックスが封ふうじられてるのは事実みたいだけど」

　フェニックスの封印と共に温ぬくもりを失った世界だが、わずかながら火の魔力が残る場所がある。他ならぬ、フェニックスを封じた地だ。そこには酷こつ寒かんの中でも人の住める環かん境きようが残されていた。

　戦いの後、人々はそうした場所を探して国を建てた。アルフェンドラの冬の気候は、これでも僻へき地ちに比べれば恵めぐまれたものなのだ。現存する国家のほとんどは、フェニックスの封印の上に築かれている。

　それが今、フェニックスをよみがえらせるという流れに変わった。争うのではなく、彼らの有する絶大な魔力を味方につけるために。

　アルフェンドラだけの話ではない。各国が先を争って同様の計画を進めており、その中には隣りん国ごくのザーフレイ帝てい国こくも含ふくまれる。敵対する隣国が先にフェニックスをよみがえらせ、侵しん攻こうしてくるかもしれない。アルフェンドラにはそんな脅きよう威いも迫せまっているのだ。

「どっちにしても、フェニックスについては私たちが口出しできることじゃないからね」

　シャロンが苦く笑しよう含ぶくみに言い、肩をすくめた。

　フェニックスの復活はアルフェンドラ王国を挙げた大計だ。魔ま導どう師し団だんを束ねる宮きゆう廷てい魔ま導どう師しルーゴゥ以下、重じゆう鎮ちんたちが王の勅ちよく命めいを受けて計画を進めている。レナードも次期国王として深く関かかわっているはずだ。

　この洞窟の調査も、計画の上で必要なことだと言われた。しかし、セロは内心、またレナードの嫌いやがらせではないかと疑っている。フェニックス復活計画の一いつ端たんを握にぎるにしては、セロとシャロンの二人だけで行かせるのはお粗そ末まつな話だ。失敗する可能性もある。

　考えるほど疑念が深まっていった。そんな気分を吹き飛ばすかのように、シャロンは明るく笑う。

「さ、早く調べて帰ろう。今日はいいお肉がもらえたんだ。何作ろうかな。セロは何が食べたい？」

「なんでもいい」

「そういう答えが一番困るって言ってるのに」

　ついぞんざいに答えてしまい、シャロンがへそを曲げてしまった。セロはあわててなだめにかかる。

「すまん。別のことを考えてただけだ」

「ご飯より大事なことがあるの？」

「人を食い道楽のように言うな。俺だって考えごとぐらいする」

「ホントに？　セロったら食べるとき、いつも夢中になってるじゃない。一日で一番の楽しみだ、とか言ってたし」

「それはシャロンの料理が美味うまいからだ。せっかく作ってくれたものを残すのも悪い。無む駄だ口ぐちを叩たたく前に、全部食うと決めているんだ」

「そうなの？　ふーん。そうなんだ」

　すまし顔のシャロンだったが、口の端はしが少し持ち上がっていた。セロのほうに目を向けて、いたずらっぽく微笑ほほえむ。

　どうやら機き嫌げんは直ったらしい。セロはこっそり安あん堵どの息をついた。

「それじゃ、行くか」

「うん」

　荷物を担かつぎ直し、セロは先に立って歩き出した。

　洞窟の中はあちこちが氷に覆われていた。水脈が流れ込んでいるらしく、水の音も聞こえる。不安定な岩場がさらに滑すべりやすくなっていて危なっかしい。

　そんな中でも、シャロンは遅おくれずについてきた。身のこなしは軽かろやかで、体力も小こ柄がらな体からは想像できないほどだ。武術の腕うで前まえといい、かなり鍛きたえているのがわかる。

　あるいは、それが彼女には必要だったのかもしれない。

「なあ、シャロン」

「なに？」

「シャロンは今の暮らしに満足しているのか？」

　問いかけに、シャロンの足がぴたりと止まった。空気が硬かたくなったのが、背中越ごしでもわかる。

　まずいことを言っただろうか。けれど、セロは聞いておきたかった。シャロンの生活とその環境が良いものとはとても思えない。それでもシャロンは不満そうな顔もせず、毎日を過ごしている。

　シャロンとは親しくなった。だが、セロはまだ彼女の本心を聞いたことがない。

「ここには俺たちだけだ。誰にも聞かれることはない。思うところがあるのなら、聞かせてくれないか」

　沈ちん黙もくが肌はだを刺さす。シャロンは口をつぐんだままだ。

　セロは辛しん抱ぼう強づよく待った。言いたくないのなら、彼女はそう言う。黙だまっているのは、迷っているからだ。ならば、セロはシャロンの心が決まるのを待つしかない。

　シャロンがゆっくりと歩き出した。気配を察し、セロも足を進める。無言のまま、二人は洞窟の奥へと向かった。ランプの油が焦こげるかすかな臭においだけが漂ただよう。

　やがて、シャロンが口を開いた。

「私が王家に引き取られた養女だってことは知ってる？」

　セロはうなずいた。

「影かげ武む者しやをさせられるはずだったと聞いた」

「そんなことまで知ってるんだ。耳ざとい人がいるんだね」

　シャロンの声が少し和やわらぐ。そして、それは本当のことだと言った。

「私はなんでもない農家の娘むすめなの。小さい頃ころ、王家に引き取られたんだ。そのとき、アルフェンドラ王家には私じゃない、本当の第四王女がいたの。歳としは私と一いつ緒しよ。その人の影として私は育てられた。でも、もうその役目は果たせないけど」

「果たせない？」

「うん。私が影になるはずだった王女は、ずいぶん前に亡なくなっちゃったから」

　アルフェンドラの本当の第四王女は病弱だった。シャロンは彼女に代わって公務を務めたり、人前に出たりするために引き取られ、教育を受けたという。

　昨今のアルフェンドラを取り巻く政情は不安定で、王族が命を狙ねらわれることも少なくない。ゆえにシャロンは第四王女に代わって刺し客かくの前に姿をさらし、なおかつ死んではならなかった。王女が凶きよう刃じんに倒たおれては、国政を揺ゆるがしかねないからだ。

　シャロンは影武者を務めるため、知識と技術を叩き込まれた。それが王族としての作法であり、立ち居い振ふる舞まいであり、刺客を退けるための武術だったのだ。

　ところが、肝心の第四王女が先に病に倒れて他界してしまった。これにより、シャロンの存在は宙に浮ういてしまったのである。

「他の王族の方々は歳が離はなれすぎてるから、代わりを務めるのはちょっと無理。そうでなくても私、こんな顔でしょ？　目立ちすぎちゃって影にはなれないんだよね」

　シャロンは目元に刻まれた紋もん様ようをそっとなぞった。

　この紋様は、毒によって浮いた斑まだらを隠かくすためのものだ。斑のままではあまりに醜みにくいと、王家に引き取られてから刻まれたという。

　セロの胸がずきりと痛んだ。うら若き女性の顔にすることではないだろう。本物の王女の顔に同じものがあったなら話は別だが、そういうわけでもない。

　だが、その結果としてシャロンは一目で影武者だと見破られてしまうことになった。王家の思おも惑わくは大きく外れたのだ。

「王女が亡くなって、顔もこんなふうになって、それこそ私が王家にいる意味は何もなくなっちゃったの。でも、王家は私を生かしてくれた。役に立てなくなった時点で放ほうり出されても仕方なかったのに、生きる場所を与あたえてくれたの」

　アルフェンドラは冬の国。子供が一人で生きていくことはできない。飢うえや寒さから身を守るのは大人でも大変なのだ。

　たとえ小さな離れでも、シャロンは雨風を凌しのぐことができ、水や食べ物や衣服も与えられる。それは恵まれたことだと、彼女は笑った。

「今が満足かって言われたら、たしかにちょっと答えにくいかな。でも感謝はしてるし、不満は言えないよ。一つ良かったのはアルフェンドラが寒いことだね。服を着込むから、肌を出さなくて済むの」

　シャロンの紋様は顔だけにとどまらない。毒の影えい響きようは全身に及および、斑も広く浮いてしまった。隠すには、体の至るところに紋様を刻む必要があったのだ。

　薄うす着ぎではそれが見えてしまう。女として少し恥はずかしいと、シャロンははにかんだ。

「セロは暖かい国に行ったことある？」

「いや？　ないが」

「南の大陸には何体ものフェニックスが眠ねむる土地があって、そこは常とこ夏なつの国なんだって。一年中、花が咲さき乱れてるし、太陽が沈しずまないっていうの。信じられる？」

　冷たい風と雪に囲まれて暮らすアルフェンドラでは想像もつかない光景だ。セロは首を横に振ふった。

「私、退たい屈くつだから本をいっぱい読んだの。そうしたら風が止やまない国とか、滝たきみたいな雨が降る国とか、はっきりとした四季のある国とか、いろんな国があるって書いてあったんだ。すごいよね。アルフェンドラにいると、雪と氷ばかり見てるのに。でも、そんなのもったいないじゃない？」

　語るシャロンの目は、まだ見ぬ世界への憧あこがれにきらきらと輝かがやいている。雪に閉とざされた中、孤こ独どくな離れで遠い異国に思いを馳はせていたのだろう。

　彼女はセロよりずっと先の未来を見つめていた。

「いろんな国が見てみたいな。そのためにも元気に生きていかなきゃ。生きてさえいれば、いつか行けるかもしれないもの。今の暮らしに不満を言うより、私は前を向いていたいから」

　シャロンがアルフェンドラ王家を恨うらんでいないのは本当だろう。冷れい遇ぐうと言ってもいい毎日を彼女は受け入れ、乗り越こえようとしている。ならば、セロが口を挟はさむことではないのかもしれない。

　同時に、セロは恥ずかしくもなった。シャロンはこの華きや奢しやな体で、どれだけのものを背負っているのか。希望を失わない彼女の深い思いに軽々しく立ち入ったようで、シャロンに向ける顔がない。

「なんだか湿しめっぽい話になっちゃったね。ごめんね」

「シャロンが謝ることじゃない」

「…………そうかな」

　さびしそうなシャロンの微び笑しように答えられず、セロは拳こぶしを握り締しめた。岩いわ壁かべに叩きつけそうになるのをぐっとこらえる。

　さっさと終わらせて帰ろう。そして、暖だん炉ろの前でマーガスとのバカな笑い話の一つでも語ってやろう。夕飯は温かいものがいい。いや、もう少し具体的に言わないとまた怒おこられるか。

　ともかく、こんな洞どう窟くつにいても息が詰つまるだけだ。

「ん？」

　なおも奥へと進み、セロは気づく。振り返ると、シャロンが小さく身み震ぶるいした。口から白い吐と息いきも漏もれる。

「なんか、空気が冷たくなってきたね」

　風があるわけではないのに、寒さが増している。関節が強こわ張ばる感覚がよみがえった。先に行くほど気温が下がっているようだ。

「そういえば、氷が増えてきたな」

　これまで岩いわ肌はだをちらほら覆おおうくらいだった氷が、あちこちに見られるようになった。厚みもかなりあって、手をかけたくらいでは剝はがれない。

　やがて足元も氷に覆われてきた。気を抜ぬくと簡単に滑ってしまう。セロはシャロンに手を貸しながら、慎しん重ちように足を進めた。

　そして、二人は不意に開けた空間に出た。

「うわあ、きれい……！」

　シャロンが感かん嘆たんの声を上げる。セロもしばし、その光景に目を奪うばわれた。

　アルフェンドラの大聖堂に勝まさるとも劣おとらない、広い空くう洞どうだ。床ゆかも壁も天てん井じようも、一面が透すき通った氷に覆われている。かなりの分厚さがあるはずなのに、光が透けて奥まで見通せた。

　ランプの小さな灯あかりが乱反射して、地底とは思えないほど明るい。青白く照らされた天然の氷ひ室むろは幻げん想そう的てきで、圧あつ倒とうされるほど美しかった。

「すごい……こんな場所があったんだ」

　シャロンがうっとりと天井を見上げる。澄すんだ氷は水すい晶しようのようにきらめき、彼女を迎むかえ入れた。美意識に欠けることを自覚しているセロでも、この美しさは実感できた。

　空洞の中ほどにたどり着く。シャロンはいまだに夢ゆめ見み心ごこ地ちのままだ。が、壁の一角に目を移した瞬しゆん間かん、彼女の顔は凍こおりついた。

「セ、セロッ！」

　反射的にセロはシャロンの前に躍おどり出た。剣けんに手をかけ、射い貫ぬくような視線を飛ばす。

　こんな場所に誰だれかがいるわけがない。野生動物が迷い込むこともないだろう。

　シャロンに悲鳴を上げさせた存在は、氷の中にいた。

「どうしてあんなとこに人がいるの!?」

　天井近くに、長い髪かみの女性が氷こおり漬づけになっていたのだ。

　セロもシャロンも、そろって言葉を失う。一いつ糸しまとわぬ女性の体には傷一つなく、目を閉じた顔は精せい巧こうな彫ちよう刻こくのように整っていた。まるで彼女を含ふくんで、すべてが芸術品であるかのようだ。

　そこだけ時が止まったような、奇き妙みような錯さつ覚かくを覚える。

「い、生きてるのかな？」

「まさか」

　ごくりと喉のどを鳴らし、セロは氷ひよう壁へきをよじ登って女性に近づいた。

　間近に見ても、眠っているとしか思えない。氷の向こうから息い吹ぶきが伝わってくるようだ。あまりにきれいで、手をかけることすらためらわれる。

　これが洞窟の謎なぞの正体なのだろうか。

　セロは剣を抜き放った。大きく振りかぶって、柄つか頭がしらを叩たたきつける。手て応ごたえと共に氷にピシッとひびが入った。

　幾いく度ども叩くうちに、氷の表面が傷で白く濁にごっていく。女性の姿が隠れ、見えなくなった。何度目か、セロの剣を起点にひときわ大きな亀き裂れつが走った。次で砕くだける。セロは渾こん身しんの力を込めて、最後の一いち撃げきを打ち込んだ。

　カシャアアアアン…………！

　清水のような澄んだ音を立てて、氷が粉々に砕け散る。破は片へんが飛ひ沫まつのように舞い、光をはじいて輝く霧きりとなった。その中から現れたたおやかな肢し体たいをセロは抱だき止める。

　女性はそれこそ氷のように冷たかった。氷壁を滑すべり降り、膝ひざ立だちに着地する。シャロンが駆かけ寄ってきて、脈と呼吸をたしかめた。

　その目が大きく見開かれる。

「────生きてる！」

　二人は荷物を解ほどき、ありったけの上着と外がい套とうで女性の体を包んだ。セロが彼女を背負い、ランプと荷物はシャロンが持つ。一刻の猶ゆう予よもない。視線でうなずき合い、二人は来た道を一目散に駆け出した。




　　　２




　椅い子すに背を預け、紅茶を口に含む。冷えた体が温まり、セロはほうっと大きく息をついた。疲ひ労ろうが少し抜けて、頭がすっきりしてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　セロ」

「ああ。もう平気だ」

　両手を交こう互ごに握にぎり、ひじを曲げてみる。立ち上がってもなんともない。ふらつきもしなければ、眩暈めまいも起こさないようだ。体調は回復している。

　王宮の離れまで戻もどるのに、セロとシャロンはやや時間を要してしまった。氷の中から助け出した女性を運び、エルクドまで戻ってきた直後。セロはその場に膝をついてしまったのだ。

　女性一人を背負って運ぶくらい、なんでもない。しかし、セロはなぜか異様に体力を消しよう耗もうし、立てなくなった。それでもなんとか離れまでたどり着き、女性を寝しん室しつまで運び込んだ。

　医師にも一応診みせてある。だが、特に異状はないと診しん断だんすると、逃にげるように帰ってしまった。その間、一度たりともシャロンに目を合わせていない。王宮に出入りする医師までこの有り様かと、セロは内心呆あきれた。

「それにしても、不思議な人だね」

　シャロンがベッドで眠る女性を見る。彼女の体はすでに温ぬくもりを取り戻していた。今も眠っているが、血色はよく、呼吸も安定している。地底で氷漬けになっていたのだ。生きていただけでも驚おどろきなのに、この回復力は驚きよう異い的てきと言うしかない。

　あるいは何か、魔ま法ほうのような力が働いているのだろうか。

「…………う…………」

　と、女性が小さく身じろぎをした。長いまつ毛が震ふるえ、瞼まぶたがゆっくりと開かれる。

「目が覚めた？」

　切れ長の目が、呼びかけたシャロンを見つめ返す。ぼんやりとした視線が定まり、天井や壁へと移った。部屋の中を見回して、女性は再びシャロンを見上げる。

「…………ここは？」

「私の家だよ。心配しなくていいから、ゆっくり話してね」

　シャロンは水差しを取り、わずかに傾かたむけた。口に含んだ水を、女性はしばし味わい、そっと飲み込む。

　形のいい唇くちびるから吐息がこぼれる。心なしか、表情がおだやかになった。落ち着いたようだ。シャロンに感謝を告げ、女性はまた尋たずねてきた。

「なぜ、私はここにいる？」

「氷の中から助け出しました。覚えておられないかもしれませんが、あなたは洞窟の中で氷漬けになっていたのです」

　セロは立ち上がり、シャロンの後ろで姿勢を正した。ここなら寝ねていてもセロの顔が見えるだろう。

　彼女を救出した顚てん末まつはまだ誰にも伝えていない。医師にも倒たおれていたところを助けたと言っただけだ。セロも動けない状態で報告どころではなかった。それに、どう伝えたものか迷っているところもある。

「そうか」

　女性は目を伏ふせると、体を起こした。シャロンが支えようとするが、それを制する。朝起きるときと変わらない様子で、彼女は背中をしっかりと伸のばした。

「礼を言うべきだな。ありがとう。私の名はイリア。そう堅かた苦くるしい物言いをしてもらわなくて結構だ」

　凛り々りしい顔立ちから、はっきりとした声が発せられた。口調といい、佇たたずまいといい、どこか気品を感じさせる。長く艶つやのある黒くろ髪かみと、澄んだ黒くろ水ずい晶しようのような瞳ひとみ。鼻筋の通った美び貌ぼうは、改めて見ても整っていた。

　どんな人物なのだろう。言葉のくせからすると、高貴な生まれなのだろうか。

　衣服はシャロンのものだ。さすがにいつまでも裸身ではいさせられないので、寝ている間にシャロンが着せた。簡素な装よそおいでも、イリアがまとうとどこか品がある。

　危害を加えるような人物ではなさそうだが、油断はできない。セロはそれとなくイリアの様子を窺うかがった。

「イリアだね。はじめまして。私はシャロン。こっちはセロ」

「シャロンにセロか。良い名だな。よろしく頼たのむ」

　差し出された手を、シャロンとセロが交互に握る。意外なことに、イリアの手のひらは硬かたかった。武器を持ったことのある手だ。武人の家に生まれたのか、あるいは彼女自身が戦場に立った将軍なのかもしれない。

　正体を推おし量るにも、これだけではわからなかった。やはり直接問い質ただすしかないようだ。

「それで、イリアはどうしてあんな場所にいたの？」

　無用な刺し激げきを与あたえないよう、シャロンがおだやかに尋ねる。セロはイリアの顔を注視した。彼女がどんな反応を示すか。そして、どんな答えが返ってくるか。期待と不安が交こう錯さくする。

「お前たちこそ、あんな場所に何をしに来たのだ？」

　真っ向から問い返され、セロたちは返答に詰まった。イリアは澄んだ目を向けたまま、さらに続ける。

「フェニックスに関かかわることか？」

　一足飛びに核かく心しんを突つかれた。予想だにしない言葉に、セロの呼吸が止まる。シャロンも口元に手を当てて、目を丸くしていた。これでは認めたようなものだが、驚きを隠かくすこともできない。

　イリアは何かを感じ取るかのように虚こ空くうを見つめた。

「火の魔ま力りよくの高まりを感じるな……。ルナムの封ふう印いんが弱まっているのか。聞き忘れていたが、ここはアルフェンドラ王国だな。ときに、今は光こう暦れきで何年になる？」

「え？　四一一年だけど……」

「二百年経たったか。ならば、私の顔を覚えている者はいないだろうな。あの頃ころは人間でもフェニックスでも、一目で私とわかったものだが」

　会話のペースは完全にイリアにつかまれていた。謎なぞめいた言葉にセロとシャロンは翻ほん弄ろうされる。

　一つだけはっきりしているのは、イリアがセロの想像を超こえる人物であろうことだ。貴族の令れい嬢じようだとか、どこかの国の将軍だとか、そういう範はん疇ちゆうの話ではない。彼女の目にはもっと違ちがう何かが映っている。

「イリアと言ったな。……何者だ？」

　問いかける声は、無意識に低くなった。

　警けい戒かいと畏い怖ふとが、体の底から湧わき出してくる。剣はテーブルの上だ。取って、抜ぬいて、構えて、それでもシャロンを庇かばう余地があるか。剣けん士しの本能で算段を立てる。油断したわけではないが、剣を離はなしたのは迂う闊かつだった。

　いざというときはシャロンの前に飛び出してでも彼女を守らなければならない。そんな覚かく悟ごを見み透すかすように、イリアはセロをじっと見つめる。セロの動どう揺ようと警戒を受け止めて、なおもさざなみ一つ立たない水面みなものように、その瞳は澄すんでいた。

「私は……そうだな。長く生きすぎた者だ。死に場所を逃のがし、少しばかり長生きした戦士だと思ってもらえればいい。それ以上は許してくれ。心配するな。命を救ってもらった相手に恩を仇あだで返すような真似まねはせん。ここから動くなと言われれば、そのようにしよう」

　イリアの言葉に偽いつわりの響ひびきはない。表情も静かだ。シャロンが振ふり返り、小さく首しゆ肯こうした。心配はいらないと、視線で伝えてくる。

　セロはひとまず、シャロンとイリアの会話を妨さまたげないで聞き手に回ることにした。

「イリア。さっきの口ぶりだと、二百年前から生きてるみたいだけど」

「ああ。私は二百年前の戦いも経験している。フェニックスのこともよく知っているぞ。お前たちが知りたいことがあるなら教えよう。身勝手な話だが、それで信用してもらえると助かる」

　二百年前の人間とフェニックスの戦いは、歴史の講義でも教えられるできごとだ。その一方で、不ふ明めい瞭りような点も多くある。当事者を名乗るのなら、イリアはそのあたりも知っているだろう。

「じゃあ、聖戦士ルナムに会ったことはある？」

「ルナムか。懐なつかしい名だ。もちろんある。彼女の名前は伝わっているのか。救世の英えい雄ゆうなのだから無理もないが、本人は嫌いやがるだろうな。目立つことは嫌きらうヤツだったから」

　セロにとっては歴史上の人物のことを、イリアは隣りん人じんのように語った。

　フェニックスを倒し、人々を護まもった聖戦士ルナム。二百年前の戦いの英雄だ。類たぐいまれな剣と魔法の才能を持ち、フェニックスと互ご角かく以上に渡わたり合う力を有していた。そして、ルナムの編み出した封印の魔法は不死の霊れい鳥ちようすら縛しばりつけ、地の底に封ふうじ込めるほどの力を現したのだ。

　圧あつ倒とう的てきなフェニックスの力の前に滅ほろびた国は数知れず、山野は焼き尽つくされ、数え切れない人の命が犠ぎ牲せいになった。なにしろ彼らは不死だ。殺すことができない。それをルナムは撃げき退たいし、封じて回ったのである。人々がフェニックスとの戦いに奇き跡せき的てきに勝利し、世界が滅めつ亡ぼうを免まぬかれたのはルナムの存在があってこそのことだった。

　今なおフェニックスを封じている封印は、彼女の名を冠かんして〈ルナムの鍵かぎ〉と呼ばれている。

「〈ルナムの鍵〉のことも知ってるよね」

「無論だ。〈ルナムの鍵〉は、ルナムが創つくり出した独自の魔法体系による封印術だ。他ほかの者には真似ができん。ゆえに、フェニックスとはルナムが戦うしかなかった。結果としてあいつは聖戦士、英雄などと語られるようになったが、面と向かって言われるのは最後まで嫌がっていたぞ」

「ルナムとは親しかったの？」

「親友だ。……少なくとも、私にとってはな。人ひと懐なつっこいヤツだったから、あいつの周りには多くの人が集まった。フェニックスに勝利したのは、そうした人々が力を尽くした結果でもある」

　イリアは懐かしそうに目を細めた。表情は優やさしく、口ぶりにも淀よどみはない。昨日のことのように滑なめらかに、彼女は二百年前のできごとを語る。

「ルナムの功績は偉い大だいだが、決してそれだけではない。彼女自身はドジな失敗もしたし、すねたり、わがままも言ったりした普ふ通つうの少女だ。泣き虫でよく手を焼かされたが、人を惹ひきつける魅み力りよくに満ちていた」

　イリアの言葉には説得力があった。聞きかじった話をでっち上げただけでは、ここまで語れない。聖戦士ルナムは謎めいた人物で、学者ですら、その人物像はつかめていないのだ。イリアのような仲間が何人もいたことすら、セロは初めて知った。

　彼女が二百年前から生きているというのも、あながち噓うそではないかもしれない。フェニックスとの戦いで社会は消しよう耗もうし、魔ま法ほうの技術も大きく衰すい退たいしてしまった。しかし、古い時代の強力な魔法をイリアが使えるのなら、氷こおり漬づけのままでも生き続けることは可能だろう。

「それじゃ、イリアは〈ルナムの鍵〉のある場所を知ってるの？」

　シャロンが聞くと、イリアの表情が変わった。それまでのおだやかで懐かしそうなものから、やや硬いものに転じる。口調もいささか強くなった。

「フェニックスを封じた場所には火の魔力が残る。そうした土地を選んで人々は暮らし、国を建てたはずだ。ならば、だいたいの場所はわかるだろう」

「そうだけど、詳くわしい鍵の在り処かは一つも伝わってないの。偶ぐう然ぜん見つかることはあるけれど」

〈ルナムの鍵〉のある場所にはフェニックスが眠ねむり、失われた火の魔力が残っている。だが、具体的に〈ルナムの鍵〉がどこにあるのかは、ほとんどわかっていない。伝承の類いがまるでなく、国土をしらみつぶしにして探すしかないからだ。

　シャロンによれば、アルフェンドラ領内では一つだけ、〈ルナムの鍵〉が見つかっているらしい。だが、それ以外の在り処は今も魔ま導どう師し団だんが中心になって探している。

　フェニックスをよみがえらせるには、まず〈ルナムの鍵〉の在り処を明らかにする必要があった。

「〈ルナムの鍵〉はフェニックスを封じることに特化した魔法だ。あれは内側からの力には強いが、外からの力には弱い。力ある魔導師なら破は壊かいも不可能ではない。ゆえに鍵の在り処は秘せられた。たしかに私は知っているが、おいそれと教えるわけにはいかん。聞きたければ、その理由を話してもらうぞ」

　イリアの目の光が鋭するどくなった。ここからはただの昔話では済まない。そんな気き迫はくが伝わってきて、セロの手に汗あせがにじむ。

　斬きりつけるように、イリアはじっとシャロンを見み据すえた。

「シャロン。お前は何者なのだ？　その顔の紋もん様ようを見ると魔導師か。アルフェンドラはかつて魔法王国と呼ばれていた。優ゆう秀しゆうな魔導師の多い国だったと記き憶おくしているが、その伝統は生きているようだな。魔導師ならフェニックスの存在や知識を求めるのもわかる。しかし、それだけで〈ルナムの鍵〉の在り処を教えることはできん。あれは危険なものだ」

　イリアはあくまで冷静で理性的だった。シャロンの紋様を気味悪がるような様子はない。相手を貶おとしめることなく、道理をぶつけてくる。

　しばしの沈ちん黙もくの後、シャロンは大きく息をつき、居住まいを正した。

「私はアルフェンドラ王国の第四王女シャロン。セロは近この衛え騎き士しで、私付きの護衛を務めてくれてる。イリア。あなたを見つけたのは、フェニックスについて調べていた途と中ちゆうのことだよ」

　シャロンはそう言って、自分が王女であることをイリアに明かした。

「いいのか、シャロン」

「うん。イリアは話せることをきちんと話してくれた。だったら、こっちも正直に打ち明けないと不誠実だよ。それに彼女は聡さとい人だから、下手へたにごまかしても意味がない。不信感を煽あおっても仕方がないから」

　シャロンは誠意には誠意で応こたえることを選んだようだ。彼女らしいと言える。

　イリアのほうを見ると、シャロンが王女であることにはさすがに驚おどろいた様子だったが、すぐに怪け訝げんな表情になった。

「王女か。それは失礼をした。しかし、アルフェンドラの王女ならなおのこと、フェニックスなどに何の用だ？」

　魔導師なら、知ち識しき欲よくからフェニックスのことを調べようとするかもしれない。しかし、王家の人間が出てくると意味が違う。セロがイリアの立場ならこう思うだろう。

　きな臭くさい、と。

　そして、イリアの懸け念ねんは正しかった。

「私たちアルフェンドラは、封印されたフェニックスをよみがえらせようとしているの」

「フェニックスをよみがえらせるだと!?」

　シャロンの言葉に、イリアは目を剝むいて声を張り上げた。

「バカなことを言うな！　二百年前、ルナムがどんな思いをしてフェニックスを封じたと思っている！　地上があの戦いでどれほど荒あれ果てたと！　フェニックスがどれほど危険な存在か、人は忘れてしまったのか！」

　それまでとは打って変わって、激しい声だった。激げつ昂こうするイリアを前に、シャロンは目を伏ふせる。そして、イリアとは対照的に、暗く、絞しぼり出すようにして言葉を並べた。

「──今度は、人間と人間の争いが始まるから」

　その一言は、小さな部屋に重苦しくこだました。

「国同士の戦争だよ。もう始まっているところもある。アルフェンドラものうのうとしているわけにはいかないの。魔法王国と呼ばれたのは過去の話で、今のこの国にそこまで多くの魔導師はいない。魔法の技術も衰おとろえてしまった。他国の侵しん攻こうが本格化したら、それをはねのける力はないから」

「だからフェニックスに頼たよるというのか。愚おろかしい」

　吐はき捨てるイリアに、シャロンは力なくうなだれた。

　セロも反論できない。本来なら自分たち騎士が剣を取り、国を守ると言うのが正しいのだろう。けれど、最前線に立つことを想定して訓練を積んできたからこそ、セロにはわかる。シャロンの言葉が真実だと。

　ザーフレイ帝てい国こくをはじめとした近きん隣りん諸国がさまざまな策さく謀ぼうをめぐらせ、影えい響きようがアルフェンドラ王国まで及およんでいることは明らかだ。そうでなければ、近衛騎士の叙じよ任にん式に刺し客かくが紛まぎれ込み、王族に凶きよう刃じんが迫せまるなどあり得ない。アルフェンドラの国力は、そんな事態も防げないほど軋きしみ始めている。

　ただでさえ後おくれを取っているのだ。そこに他国がフェニックスをよみがえらせようとしているという話が舞まい込めば、選せん択たく肢しは一つしかない。聖戦士ルナムの亡なき今、フェニックスに対たい抗こうできるのはフェニックスだけだ。

　自分たちの下もとにもフェニックスを求めるのは、自然な成り行きだった。

「悪いことは言わん。フェニックスには手を出すな。あれらは、お前たちが思っているほど善良なものではない。どこの誰だれだ。あれらが味方につくと思い込んでいる短たん絡らく者ものは」

　イリアの表情が忌いま々いましそうに歪ゆがむ。実感のこもった言葉だ。やはり、彼女は本当にフェニックスと刃やいばを交えたことがあるのだろう。これほど真に迫る目や表情は、噓をついている者にはできない。

　だからこそ、シャロンも正直に答えなければならなかった。

「私には止める権利がないの」

「なぜだ。シャロンは王女なのだろう」

「形の上は、ね」

　たしかにシャロンはアルフェンドラの王女だ。しかし、それは名目上のことで、彼女に他の王族のような力はない。国政やその方針に口を出す権利はなく、何か言ったところで聞き入れてなどもらえない。それはシャロン自身が最も理解している。

　セロも同じだ。一いつ介かいの近衛騎士でしかなく、フェニックスの復活を進める重じゆう鎮ちんたちに意見を言うことすら許されない。それどころか、命じられればフェニックスを復活させるために奔ほん走そうする必要がある。

　二人には、アルフェンドラの行く末を止められないのだ。

　黙だまりこくってしまったセロとシャロンを、イリアはじっと見つめた。かさにかかって責め立てないのは、二人の立場を察してくれたからか。それならありがたい。

　だが、これで引き下がってくれるとは、見込みが甘すぎた。

「わかった。ならば、私が直じかに話をつけてやる」

「えっ！　ちょ、ちょっとイリア！」

「おい！」

　止める間もあればこそ、イリアは離はなれを出て王宮のほうへ向かってしまったのだ。




　　　３




　アルフェンドラ王宮は二百年前のフェニックスとの戦いにも耐たえ抜ぬき、王国の象しよう徴ちようとして鎮ちん座ざしてきた。長い間に増改築がくり返され、内部は複雑な構造になっている。
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　それゆえ、新任の騎士やメイドの中には道に迷ってしまう者も多い。そこをイリアは、ためらうことなく廊ろう下かをずんずん歩いていった。あまりに堂々としているので、誰も見み咎とがめない。まるで古くからこの王宮の住人であったかのようだ。

　あれよあれよと言う間に、彼女はセロも入ったことのない王宮の奥深くに立ち入ってしまった。そして、歩いていた人物を呼び止める。

「貴公だな。この国で最も魔法に通じているのは」

　振ふり返った顔を見て、セロは背中が凍こおりつくかと思った。

　恰かつ幅ぷくのよい体に、金糸がふんだんにあしらわれた豪ごう奢しやなローブをまとう老年の男性だ。指輪や首くび飾かざりなど、装そう飾しよく品も数多く身につけている。そのどれもが魔法の媒ばい体たいだった。

　宮きゆう廷てい魔ま導どう師しルーゴゥ。イリアの言う通り、アルフェンドラの魔導師たちの最高位に位置する人物だ。

　さらに言えば、フェニックス復活計画の最高責任者でもある。

「見ない顔だが……どなたかな？」

　潰つぶれただみ声でルーゴゥが問う。眉まゆをひそめ、いかにも迷めい惑わくそうな顔だ。イリアはその視線を正面から受け止めて胸を反らした。

「私はイリア。フェニックスのことで話がある。時間をいただこう」

　ルーゴゥの顔色が変わった。

「……何のお話ですかな」

「とぼけるな。貴公らはフェニックスをよみがえらせようとしているそうだな。あれらがどれほどの災さい厄やくを振り撒まき、人々を苦しめたか知ってのことか。即そつ刻こく、その馬ば鹿かげた話を撤てつ回かいしろ」

　あまりにも堂々とした物言いに、さしものルーゴゥも呆あつ気けに取られる。ポカンと口を開けて絶句し、続いてどす黒いほどに表情が歪んでいった。敵意すら含ふくむ形相でイリアをねめつける。だみ声がさらに低くなり、剣けん吞のんな響ひびきを帯びた。

「何なのだ、お前は」

「私は二百年前──」

「私の客人です。ルーゴゥ導師！」

　大声で言い、シャロンが二人の間に体を滑すべり込ませた。次いで、イリアのほうをひとにらみする。強い目で制され、イリアが言葉を引っ込めた。

　ルーゴゥが一層の渋じゆう面めんを浮うかべる。

「これはシャロン王女。ご機き嫌げん麗うるわしく。お客人とはめずらしいですな」

　表面こそ丁てい寧ねいだが、ルーゴゥの口調は不ふ遜そんで威い圧あつ的てきだった。目つきも険しいままで、シャロンの顔をじろりとにらむ。

　ルーゴゥはラディル一世が若い頃ころから仕えている最古参の重鎮だ。アルフェンドラ王宮を陰かげから牛ぎゆう耳じる真の実力者ともささやかれ、宰さい相しようや将軍はおろか、王子たちもルーゴゥの意向を無視することができないという。

　ただ、その評判はお世辞にも良くない。横おう柄へいで、常に周りを見下すような態度を取るからだ。さらに、興味や価値を見み出いださない相手は徹てつ底ていして無視する。セロとはほとんど接点がないが、それはセロが端はなから相手にされていないからだった。

　しかし、その姿勢が仮にも王女であるシャロンに対しても変わらないとは驚いた。

「ルーゴゥ導師こそ、ご健勝で」

（……ん？）

　返事をしたシャロンの様子がおかしい。うつむき加減で、ルーゴゥから意識的に目を逸そらしている。いかにも居い心ごこ地ちが悪そうだ。抜き身の剣けんを前にしても動じないのに、ルーゴゥに対しては明らかに腰こしが引けている。

（怯おびえている……？）

　青ざめた横顔に走った感情は、セロの目にはそう映った。

「して、そのお客人が何用ですかな？　ずいぶんと異なことを申された。シャロン王女。よもやわが国の重要な国策を軽々しく話されたのではありますまいな？」

「それは、その……」

　追つい及きゆうされたシャロンが言葉を濁にごす。フェニックスの復活はアルフェンドラを左右する大きな計画だ。それだけ機密も多く、諸外国に漏もれないよう情報にも統制が敷しかれている。少なくとも部外者に話していいことではない。

　ルーゴゥの目が鋭するどさを増した。政敵の弱みを逃のがさず、ことごとく蹴け落おとしてのし上がってきた人物だ。シャロンが隠かくしごとをしていることなど、簡単に見み抜ぬける。

「無む駄だ飯めしを食くらわせる余よ裕ゆうはわが国にはございませぬ。ましてや得体の知れぬ客人に国家の根幹に関かかわることを話すとは」

　仰ぎよう々ぎようしくため息をつくと、ルーゴゥはシャロンに顔を近づけて陰いん湿しつな笑えみを浮かべた。

「こちらの身の内の毒にまでなられては困りますなあ、王女」

　ルーゴゥの目は沼ぬまの底のように暗く、見る者を引きずり込むような言い知れぬ不気味さを伴ともなっていた。シャロンの顔から血の気が引き、華きや奢しやな肩かたが震ふるえ出す。

　それを見たセロは思わず進み出て、シャロンの手を強く引いていた。

「む」

「ご無礼」

　ルーゴゥの正面に立ち、悪意に満ちた視線を断たち切る。自然、それはルーゴゥに詰つめ寄るような恰かつ好こうとなった。視線を持ち上げたルーゴゥがわずかにたじろぐ。

　そこに大きな声が響いた。

「セロ・ハーシェス！　導師に無礼は許さんぞ」

　駆かけ寄ってきた近この衛え騎き士しが、その勢いのままセロの肩を突ついた。ヴェリウスだ。そういえば、彼はルーゴゥの子飼いだった。間の悪いときはつくづく嫌いやな相手と出くわすものだと、セロは内心、うんざりする。

「相変わらず野や蛮ばんなヤツめ。導師はお忙いそがしい。そもそも貴様が声をおかけしてよい方ではないのだ。わきまえろ」

「俺が呼び止めたわけではない」

　一方的な物言いにカチンと来て、セロは言い返した。ヴェリウスが鼻を鳴らす。そしてセロからシャロン、イリアへとなめるように視線を動かした。

「主人が主人なら、客も客だな。まったく無礼な。導師に用があるなら俺を通してもらおう。いちいちお手を煩わずらわせるな。それとも何か？　毒でも盛るつもりだったのか？」

　せせら笑うヴェリウスに、セロは血が冷たくなるのを自覚した。どいつもこいつも、わざとらしく毒などという言葉を持ち出してくる。いちいちシャロンを揶や揄ゆしないと気が済まないのか。

「黙って聞いていれば、ずいぶんと好き放題に言うものだな」

　そのとき、後ろにいたイリアが口を開いた。

「アルフェンドラの今の政情は知らんが、宮廷魔導師や近衛騎士風情ふぜいが王女に大きな口を叩たたけるほどになったのか？　お前たちこそ分をわきまえたらどうだ」

　イリアは真正面からルーゴゥとヴェリウスの尊大さを切り捨てる。よほど腹に据すえかねたのか、厳しい口調には怒いかりがにじんでいた。

「何を……」

　ヴェリウスが気色ばむ。が、踏ふみ出しかけた足は壁かべに遮さえぎられたように止まった。その頰ほおに一筋の汗あせが浮かび、滴したたる。

　イリアに気け圧おされているのだ。彼女の堂々とした佇たたずまいは気品と威い厳げんに満ち、立っているだけで反論を封ふうじ込めた。

　さながら、風格を備えた純然たる王族のように。

「私の名はイリア。シャロンに世話になっている者だ。お前たちが名乗る必要はない。耳に入れるべき名かそうでないか、それくらいの分別はつく」

　痛つう烈れつな皮肉に、ルーゴゥとヴェリウスの顔が音を立てて引きつった。今度はイリアが鼻で笑う番だ。

　ルーゴゥが顔を真っ赤にして歯ぎしりをする。

「そこな王女は国家の重要な機密を明かした！　責められるのは当然だ！」

「アルフェンドラの政情など知らんと言っただろう。私はシャロンから何も聞いていないぞ。聞かずとも、その顔を見ればろくでもないことを企たくらんでいるのは自明だ。言葉で済ませるつもりだったが、お前のような者を相手にしても不毛なだけだな」

　挑ちよう発はつめいた言動を続けるイリアの袖そでを、シャロンがあわてた様子で引っ張った。

「イリア、やめて」

「心配するな。これ以上は言わん」

　やんわりとシャロンの手をほどき、イリアはヴェリウスに向き直った。ヴェリウスが身構え、腰の剣に手を伸のばす。緊きん迫ぱく感かんに空気が張り詰つめる中、イリアは悠ゆう然ぜんとヴェリウスに指を突きつけた。

「お前も騎士なら多少、腕うでに覚えがあろう。ことの是ぜ非ひを問うにこれ以上の方法はない。決けつ闘とうを申し込む」

　ヴェリウスが呆気に取られたように固まる。数秒後、その顔が屈くつ辱じよくに歪ゆがんだ。

「……言葉の意味をわかっておられるのでしょうな、ご婦人」

「なんだ。もう怖おじ気けづいたのか」

　イリアがせせら笑う。ぎしり、とヴェリウスの奥歯が軋きしんだ。決闘は真しん剣けん勝負。怪我けがはもちろんのこと、結果として死亡することもある。それを騎士団でも指折りの実力を持つ近衛騎士が、女性に申し込まれたのだ。

　負けるとわかって決闘を仕し掛かける者などいない。イリアはヴェリウスに勝てると言っているようなものだ。ヴェリウスからすれば、侮ぶ辱じよく以外の何物でもない。

「フェニックスのことは後で聞かせてもらう。その前に性しよう根ねを叩き直さねば話にならん。それとも断るか？　そこまで捻ねじ曲がっているのなら、私にも手の施ほどこしようがないな」

「言わせておけば……！」

　イリアをにらみつける目が憤ふん怒ぬに燃え上がった。ここまで言われて黙だまっていられるわけがないだろう。

　だが、返答がある前に、セロがそこに割って入った。

「待て、ヴェリウス。その決闘は俺が代わる」

　ヴェリウスが訝いぶかしげに眉をひそめた。

「女性を相手に決闘など、お前も本意ではあるまい。俺が相手なら存分に戦えるだろう。不満か？」

　素知らぬ顔のまま続ける。セロからすれば、ヴェリウスの外聞など知ったことではない。目的は別のところにあった。

　ここでヴェリウスに勝ってはいけないのだ。

　ただでさえルーゴゥの心証を悪くしている。この上、子飼いのヴェリウスを打ち負かして面めん目もくを潰しては、どんな意い趣しゆ返がえしをされるかわからなかった。シャロンはますます肩かた身みの狭せまい思いをするだろう。それだけは避さけたい。

　ヴェリウスに上手うまく負ける必要がある。だが、イリアにそんな器用なことができるとは思えなかった。

「何を言うか、セロ。これは私が申し込んだ決闘だぞ」

「こちらとしても、女性に剣を取らせて知らぬ顔はできない。俺に相手をさせてくれ」

　もっともらしい理由でイリアを制し、セロはもう一度頼たのんだ。とりあえず、イリアの説得は後でいい。ヴェリウスに了りよう承しようさせるのが先決だ。

　ヴェリウスはセロの真意を窺うかがうように、じっと視線を向けてきた。

「そちらから決闘などと言い出して、ずいぶん勝手な言い草だな。それに、それが相手にものを頼む態度か？」

「……この通りだ」

　セロは腰を折った。下げた頭に、ヴェリウスの優ゆう越えつ感かんに浸ひたった視線を感じる。

　不本意だが、仕方がない。これで話が通るのなら安いものだ。イリアを押し止とどめながら、自分に言い聞かせる。

「導師。このように申しておりますが」

　話を振ふられたルーゴゥは、鷹おう揚ようさを見せつけるようにうなずいた。

「騎士同士の私し闘とうは認めぬ。だが、正式な決闘となれば話は別だ。相応の場を設けさせてもらうぞ。期日は三日後。ハインデル将軍にも立ち会っていただく。それでよろしいですな、シャロン王女」

　一方的に言い放ち、ルーゴゥはシャロンの返事も待たずに歩き出した。その背中をヴェリウスがいそいそと追いかける。護衛と言うより、小間使いのようだ。

　セロとイリアは、去り行く二人の背中をじっと見ていた。

　だが、シャロンはうつむいたまま、最後までルーゴゥのほうを見ようとしなかった。
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　離はなれに戻もどると、シャロンが深いため息をついた。

「もう。イリアったら」

　うなだれ、それから恨うらみがましそうにイリアを見上げる。イリアは素す直なおに頭を下げた。

「すまん。いささか感情的になってしまったな。それについては謝ろう」

　彼女なりに、少し行き過ぎたと感じるところはあるようだ。いたずらに挑発するような言動は軽けい率そつだったと、セロにも謝ってくれた。

「だが、決闘については譲ゆずらんぞ。なんだ、あやつらの態度は。シャロンは王女なのだろう？　それを差し引いても無礼ではないか。シャロンの前でなければ、そのまま殴なぐっていたところだ」

　ルーゴゥとヴェリウスの振る舞まいを思い出したのか、イリアは不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。拳こぶしを固めているところを見ると、本気で言っているようだ。理知的な一方で、激情的な一面も持っているのかもしれない。

　さすがに手まで出されたら、庇かばいきれなかったところだ。ますます止めてよかったと、セロは胸を撫なで下ろした。

「そういえば、シャロン。ルーゴゥ導師が苦手なのか？」

　なにげなく発したセロの問いは、シャロンにとって鬼き門もんだった。苦笑いが凍こおりつき、しぐさが急にぎこちなくなる。それが答えを雄ゆう弁べんに語っていた。聞いたセロのほうが、反応の大きさに驚おどろいたほどだ。

　ルーゴゥの名前を出しただけでこれとは、やはり何かある。それも、良い話ではない。セロはシャロンの顔を覗のぞき込んだ。

　揺ゆれるシャロンの目が、落ち着きなく宙をさまよう。どうごまかそうか、焦あせる心が手に取るようにわかった。が、やがて観念したように肩を落とし、シャロンは小さな声で話し始めた。

「ルーゴゥ導師は、私を引き取ってくれた方なの」

　ぽつりと、二人の関係性が語られる。しかし、それ以上の言葉はない。

「それだけか？」

「それだけって？」

「怯おびえていたように見えた」

「……目ざといなあ、もう」

　シャロンが力なく笑い、目を伏ふせた。しばしの間、膝ひざの上で指を絡からませる。そして、ゆっくりと天てん井じようを見上げた。

「それと、私が毒を持つことになった原因を作った人、かな」

「毒？　なんの話だ？」

　イリアが首を傾かしげた。シャロンはどこかさびしそうな目でイリアを見やる。

「イリアには言ってなかったね。私の体には毒があって、周りからは『毒どく姫ひめ』って呼ばれてるの。みんなが私から距きよ離りを取りたがるのはそのせい。それでね。その毒は、王族の影かげを務めるために外から入れられたものなの」

　少しの間、セロはシャロンの言っている意味がわからなかった。呆ぼう然ぜんと見つめる目に、はかなげな微笑ほほえみと、目元に刻まれた紋もん様ようが飛び込む。

　頭がようやく理解を示したとき、セロの背筋を悪お寒かんが突つき抜ぬけた。

「生まれつきじゃなかったのか……？」

「そんなわけないじゃない。私をなんだと思ってるの？　ひどいなあ」

　シャロンがおどけて頰を膨ふくらませた。けれど、笑え顔がおはぎこちない。無理に繕つくろっているのは、誰だれの目にも明らかだった。

　世界には人間以外にも、さまざまな種族が暮らしている。水の中で暮らす者や翼つばさを持つ者、フェニックスもその一例だ。魔ま法ほうに長たけていたり、不可思議な能力を有していたりする種族は数多く、人間と交流している集落もある。エルクドでは見かけないが、他国では異なる種族が共に暮らしている街もあるそうだ。

　セロはてっきり、シャロンが生まれながら毒を宿しているのだと思っていた。たとえは悪いが、蛇へびやサソリのような例もある。体に毒を持つ種族がいても不思議はない。そうした血筋なら、シャロンには避けようのない運命だ。そう思い、無理やり納なつ得とくしようとしていた。

　だが、外から入れられたというと、根本的に話が変わる。彼女は毒姫と呼ばれ、周囲から忌いみ嫌きらわれる日々を何者かに強しいられたのだ。

「なぜ、そんなことを……」

「毒殺されないように」

　シャロンの答えは端たん的てきだった。

「影かげ武む者しやは王族に代わって命を捨てなくちゃいけない。でも、簡単に死んじゃったら困るでしょ？　だから、死なないようにあらゆる対処法を身につけさせられたの。武術もそう。そして、毒殺に対するのもその一つ。食事に毒を盛られることもあるから、そのとき死なないために、あらかじめ毒を投とう与よして体が耐たえられるようにしておくの」

　目の前が暗くなり、シャロンの顔がぼやける。それに対するように、言葉ははっきりとセロの耳に届いた。

　シャロンが味わった苦痛と絶望が、静かな語り口から流れ込んでくる。

「数え切れない量の毒を飲んだよ。それが原因で死にかけたこともあるし。ひどい熱が続いたり、手足が動かなくなったり、何日も昏こん睡すいしてうなされたり……。それでも、私は運が良かったよね。こうしてなんとか生き延びていられるから。顔や体は、ちょっと汚きたなくなっちゃったけど」

　シャロンの指が顔の紋様をなぞった。

　多くの毒を服用しながらも、奇き跡せき的てきにシャロンは軽い後こう遺い症しようで済んだ。手足は元通りに動くし、目や耳、口も問題ない。ただ、全身に消えない斑まだらが浮ういてしまった。それを隠かくすために紋様を刻んだのだ。

　年とし頃ごろの少女が体の傷きず跡あとを隠すため、新たな傷を刻まれたのである。

「おかげで、今の私はどんな毒も効かないんだ。よろこんでいいのか、わかんないけどね」

　そう言うシャロンの笑みは、まるで泣いているようだった。指先でふれただけで割れてしまいそうなほどはかなく、弱々しい。ともすれば消えてしまう。そんな想像が頭をよぎる。

　震ふるえるセロの口から、どうにか言葉がこぼれ出た。

「それを主導したのが、ルーゴゥか」

「……うん。毒を調合して、持ってきたのもあの人」

　シャロンを引き取り、影武者に仕立てることを王家に進言したのがルーゴゥだった。体を毒に慣れさせるという馬ば鹿かげた計画も、ルーゴゥの発案で推おし進められた。

　それだけではない。シャロンが影となるはずだった王女は夭よう折せつした。ところが、ルーゴゥはその後も毒の投与をやめなかった。新たな調合ができたと、得意げにシャロンのもとへやってきては毒を植えつけていったという。

　ルーゴゥはシャロンを実験台にしていたのだ。

　シャロンがルーゴゥを恐おそれるのも当然だ。相手は過去の痛みを思い起こさせる張本人だが、王宮で最高の権力を持つため、責めることもできない。彼女はルーゴゥに出くわすたびに恐きよう怖ふの記き憶おくに苛さいなまれる。しかし、それを胸に秘ひめているしかないのだ。

　あまりの話に、セロは立ち尽つくすことしかできなかった。シャロンの背負うものの壮そう絶ぜつさは想像を絶する。彼女はなんというものに耐えてきたのだろうか。これほどの重みと傷と痛みを飲み込んで、孤こ独どくに生きてきたというのか。

　黙だまりこくっていたイリアが、やにわに立ち上がった。

「やはり殴ってくる」

「ダメ、イリア！」

　シャロンが飛びつくようにしてイリアを止めた。イリアはそのままシャロンを引きずっていきそうな形相で怒ど鳴なる。

「なぜ止める！　こんなこと、許してなるものか！」

「いいの！　どんな形でも、私が生きていられるのは王家が引き取ってくれたからなの！」

「関係ない！　生かしたから何をしてもいいなどという理り屈くつがあるか！　お前の痛みを少しでも思い知らさなければ気が済まん！」

「やめて！　私、あの人たちと一いつ緒しよになりたくないっ!!」

　悲痛な声が壁かべに反はん響きようした。

　イリアの足が止まる。その背中に顔を埋うずめ、シャロンは声を絞しぼり出した。

「ひどいことをされたと思うよ。恨んでないかって言われたら、ちゃんと答える自信ない……。でも、もう過ぎたことなの。私はこの体で生きていくって、どんなことがあっても生きていくって決めたから。あの人たちのように誰かを踏ふみ台にしないで生きていこうって。それが私の、せめてもの抵てい抗こうだから」

　陰かげになってシャロンの顔は見えない。だが、頰ほおを伝う雫しずくが光をはじくのはわかった。むせび泣きながら、なおもシャロンは言う。

「セロには言ったよね。私、他ほかの国が見たい。暖かい国に行ったり、海を見たり、この寒くて狭せまい国ではわからないことをたくさん知りたいの。昔のことや、あの人たちの言葉に囚とらわれるより、これからのことを考えたい。いつかこの国を出る日を夢見ていたいの。その希望だけはなくさせないで」

　切々とした懇こん願がんに、セロもイリアも何も言うことができなかった。

　怒いかりが芽生えたのはセロも同じだ。けれど、シャロンの抱いだく思いに比べれば、そんな一時の感情など取るに足らないものだった。

　怒りも悲しみも、シャロンの中にはずっと大きなものがあったはずだ。それでも彼女は乗り越こえた。乗り越えて、前を向くことを選んだのだ。

　セロの知らない、途と方ほうもない痛みと苦しみの果てに。

「ルーゴゥ導師だって、今は私に興味なんかない。何もしなければ、向こうも何もしないから。私がおとなしくしてれば、それで済むことなの」

　イリアが戸にかけた手を下ろした。そのまま横の壁を殴なぐりつける。ドンッ！　とかなりの音がして部屋が揺れた。

　シャロンはイリアの体に回した腕うでをそっとほどき、濡ぬれた目元を拭ぬぐった。

「だからセロも。決けつ闘とうに勝っちゃダメだよ。余計に話がこじれちゃう。あの人たちに口実を与あたえるだけだから」

「いや、しかし……」

「ダメだってば！」

　揺れる瞳ひとみにセロの言葉が飲み込まれた。シャロンはただじっと、セロを見つめる。それだけのことで、セロは指一本も動かせなくなった。

　当初はセロも負けるつもりだった。ことを荒あら立だてないためには、それが一番だからだ。ヴェリウスが図に乗るだろうが、そんなことは耐えればいい。

　けれど、こんな話を聞かされては黙っていられない。イリアと同じ気持ちだ。シャロンのためにも、せめて一いつ矢し報むくいてやらなければ気が済まなかった。

　だが、他ならぬシャロンがそれを望んでいない。

「私は今の暮らしで構わない。波風を立てて二人を巻き込みたくないの。だから、お願い。こらえて」

　これほどの仕打ちを受けながら、彼女はなおも耐えている。そして、自分よりセロとイリアのことを案じている。どれほど傷つき、苦しんでも、セロたちに同じ思いをさせないことを願っているのだ。

　シャロンのまっすぐな気持ちを払はらいのけることは、セロにはできなかった。

「………………………………わかった」

　返事とは裏腹に、セロは唇くちびるを強く嚙かみ締しめた。皮ひ膚ふが破れ、血の味が口の中に広がる。けれど、痛みなど感じなかった。

　自分の無力さと、それに対する腹立たしさだけが心を占しめる。それ以上、シャロンに何も言ってやることができない自分のほうこそ、イリアに思い切り殴り倒たおしてもらいたかった。
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　決闘は王宮の中庭で行われることになった。

　立会人は近この衛え騎き士し団だんを束ねる将軍ハインデル。観覧席にはルーゴゥの姿もある。そして、中央にはそれ以上の大物が座っていた。

　第一王子レナードが話を聞きつけ、突とつ然ぜんやってきたのだ。

　ルーゴゥはレナードのすぐ横に腰こしを下ろしていた。この二人は昵じつ懇こんの仲だ。次期国王の代になっても権勢を維い持じするため、ルーゴゥは着々とレナードの腹心としての立場を固めている。レナードもまた、ルーゴゥの権勢を取り込み、体ていよく利用しようとしていた。

　シャロンの立場上、セロが勝てないことはレナードにはお見通しのはずだ。それにかこつけて、またシャロンに嫌いやみの一つでも言いに来たのだろう。

　ご執しゆう心しんなことだと、セロはうんざりと肩かたを落とした。

「しかしお前も、毎度毎度忙いそがしいねぇ。今度は決闘かよ」

　控ひかえ室代わりの天幕を訪ねてきたのはマーガスだ。またおもしろい話を見つけたとでも言いたげに、にやにやと笑っている。

「せいぜいヴェリウスの鼻を明かしてやれ。いい機会だ」

「そういうわけにもいかない。事情は言えないが、俺は負ける」

「あん？　なんでだよ。お前がアレに負けるわけねぇだろ」

　マーガスは中庭の対面を顎あごでしゃくった。向こうにはヴェリウスの天幕がある。マーガスしか訪ねてこないセロに対し、あちらは人の出入りが活発だった。

「剣けんの勝負ならな」

　ため息混じりに吐はき出す。純じゆん粋すいに剣で戦えば、セロにも自信がある。ヴェリウスはたしかに腕が立つが、模も擬ぎ戦などの戦績はセロのほうが上だ。以前に対戦したときもセロが勝った。騎士団内で風当たりが強くなったのも、そのときからだ。

　セロとて、だてに剣一本、いや二本で近衛騎士まで上り詰つめたわけではない。ヴェリウスだろうがハインデルだろうが、一対一なら負けはしない。

　だが、これはそういう勝負ではないのだ。

「今日は上手うまく負けるのが俺の仕事だ」

　忸じく怩じたる思いがないとは言わない。だが、シャロンを取り巻く状じよう況きようを鑑かんがみれば、そうするのが最善だった。三日間、煩はん悶もんしたものの、結論は変わらない。

　セロはこの決闘に勝ってはならない。これは剣ではなく、政治の勝負なのだ。

「ふーん、そうかい。ま、お前が本当にそれでいいなら構わねぇけどな」

　マーガスの言い方が、セロには引っかかった。

「どういう意味だ？」

「さあな。自分の胸に聞いてみな」

　答えないまま、マーガスは出て行った。それを待っていたかのように陣じん太だい鼓この音がする。セロは立ち上がり、剣を手に取って天幕を出た。

　観覧席は思った以上に人で埋うまっている。レナードが来たのが大きかったのだろう。貴族や役人、神官などが周りを固めていた。第一王子やルーゴゥに媚こびを売る絶好の機会だ。みすみす逃のがす手はない。

　端はしにはシャロンがぽつんと腰かけていた。こちらは隣となりにイリアがいるだけで、近くの席はすべて空いている。レナードとルーゴゥの周囲がにぎやかな分、孤こ立りつしているのが余計に際きわ立だった。

　シャロンは胸の前で手を組み、祈いのるようにセロを見つめている。一方、イリアは腕うで組ぐみをして厳しい目を向けていた。

「双そう方ほう、前へ」

　ハインデルに促うながされ、セロは中央に進み出た。反対側からはヴェリウスが同じように歩いてくる。

　二人の装備は実戦用のものだ。戦場でまとう甲かつ冑ちゆうに、近衛騎士団の紋もん章しようを織り込んだ外がい套とうを羽織っている。剣も重さや形状は真剣と変わらない。ただ、事故防止のために刃はは引いてある。

　セロは両りよう腰ごし、ヴェリウスは左腰のみに剣を佩はいていた。これも実戦さながらだ。

「これより決闘を執とり行う。両者とも、己おのれの信念とアルフェンドラ王国近衛騎士の名に恥はじぬよう、存分に立ち合え」

　セロは無表情に、ヴェリウスは口の端はしを持ち上げて、それぞれ首しゆ肯こうした。ハインデルが数歩、下がって手を掲かかげる。ざわめいていた観覧席も、このときばかりはしんと静まり返った。

　静せい寂じやくの中、ハインデルの声が響ひびき渡わたる。

「始め！」

　号令とともにヴェリウスが剣を抜ぬいた。セロも片方だけを抜く。双剣を使えば、また難なん癖くせをつけられかねない。それに、正式な剣けん術じゆつの作法で倒されたほうがヴェリウスにもいくらか花を持たせられるだろう。

　正しい戦いならヴェリウスのほうが強い。以前にセロが勝ったのは、邪じや流りゆうに頼たよっただけ。そういう話になる。

「はああああっ！」

　正面からの一いち撃げきを受け止め、嚙み合った刃やいばが激しい金属音を響かせる。間かん髪はつ容いれず、ヴェリウスは攻こう撃げきをくり出してきた。上と思えば下、左と思えば右。太刀たち筋すじはさすがに速く、鋭するどい。

　騎士団でも指折りの実力というのは、決して色いろ眼鏡めがねで見た結果ではないのだ。

「いつもの威い勢せいはどうした？　セロ・ハーシェス！」

　優勢に勝負が進んでいることで気を大きくしたのか、ヴェリウスが声を張り上げた。セロは答えず、防ぼう御ぎよに徹てつする。

　これでいい。あとは適当に倒れれば終わりだ。幸いと言うべきか、ヴェリウスは強い。攻撃を凌しのいでいるだけでもセロの劣れつ勢せいに見えるだろう。わざと負けたとは、誰だれにも気づかれないはずだ。

　中庭の中央で数十合、二人の剣が火花を散らした。ヴェリウスの顔に苛いら立だちが浮うかぶ。少し長引かせすぎたかもしれない。攻撃が大おお振ぶりになってきた。

　大上段からの一撃をセロが受ける。ヴェリウスはそのまま鍔つば迫ぜり合いを挑いどんできた。その拍ひよう子しに、セロの口元に衝しよう撃げきが走る。勢いに任せて、ヴェリウスが額をぶつけたのだ。

　正式な作法にはない、荒あらっぽいやり方だった。口の端から血が流れ、至近距きよ離りに近づいたヴェリウスがにやりと笑う。

　どうやら、多少はセロを痛めつけないと気が済まないらしい。

「少しは頭が回ったか。そうだ、お前は負けるしかない。ここで勝てばどうなるか、それくらいは考えられるようだな」

　ヴェリウスの声には、歓かん喜きの響きがあった。

　この決闘にセロは勝てない。翻ひるがえせば、ヴェリウスには確実に勝てる勝負だ。しかも相手は日ひ頃ごろから反目し、見下しているセロである。レナードやルーゴゥの前で打ち負かせるとなれば、これ以上の場はない。

　つくづくこの男の望むように転がっているようで腹が立つ。しかし、こらえるしかなかった。ちらりと観覧席に目をやると、シャロンがつらそうに顔をしかめているのが見えた。

「所しよ詮せんは毒どく姫ひめ。王宮では何の力もないお荷物だ。情けをかけて生かしてもらっていることを理解しないとな。お前もあんな女に忠義を尽つくしたところで得はないぞ」

　そこで一度言葉を切り、ヴェリウスは小声でささやいた。

「それとも寝ね床どこを共にして骨ほね抜ぬきにされたか？　よく毒で死ななかったな。具合はどうだった？　顔立ちはそこそこだし、気持ちもわからんでもない。少しはいい声で啼ないたか？　後で教えてくれ」

　一いつ瞬しゆんの空白がセロを包む。あまりに下げ劣れつすぎて、頭が理解を拒きよ否ひしたのだ。ようやく言葉の意味が伝わったとき、セロの左手はすでに腰に伸のびていた。

　次の瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな抜き打ちがヴェリウスの剣をはじき飛ばした。

「悪いな、シャロン」

　血の混じった唾つばを吐き捨てる。鞘さやという拘こう束そくから解き放たれた双剣が、陽光をはじいてギラリと輝かがやいた。腹の底で何かが煮にえたぎり、ふつふつと湧わき上がってくる。逆に頭は冷え、心が恐おそろしく静かになった。

「負けられなくなった」

　呆ほうけた顔で棒立ちしているヴェリウスの頰ほおを、剣の腹で左右から張る。その痛みで我に返ったのか、ヴェリウスはあわてて距離を取った。

「き、貴様！　俺が負けたらどうなるか、わかっているのか！」

「そういう下世話なことしか頭にないから、太刀筋にも品がないんだな。今ので二度は殺したぞ」

　声を荒げるヴェリウスに、冷然と返す。

　隙すきだらけもいいところだ。戦場で剣をはじかれたからと言って、その場に突つっ立っている愚おろか者がいるだろうか。剣術の基本よりさらに前の、戦いへの根本的な気構えができていない。

　勝負に負ける屈くつ辱じよくにも、その後に続くであろう罵ば倒とうの言葉にも、セロは耐たえる覚かく悟ごでいた。

　だが、シャロンを貶おとしめるさきほどの発言だけは絶対に許せない。

「御ご託たくを並べる暇ひまがあるなら構えろ、三下。稽けい古こをつけてやる」

　言うが早いか、セロは全速力で斬きり込んだ。間合いに踏ふみ込み、がら空きの腹に横よこ薙なぎを思い切り叩たたき込む。

　ヴェリウスの体がくの字に折れる。鳩尾みぞおちにまともに入った。足が震ふるえ、口からよだれが垂れ落ちる。

「今の角度なら、肋ろつ骨こつの間から心臓を突くこともできたな。もっとも、その前に胴どうが泣き別れしたか。さあ、これで三度目だ。次はどう殺してほしい？」

　丸まった背中を見下ろしながら、セロは淡たん々たんと言う。人は怒いかりが限度を超こえると、かえって冷静になるものだ。視線は恐ろしく冷たく、表情は仮面のように硬かたい。殺気をまとうセロの変へん貌ぼうぶりに、観覧席が静まり返った。

　ヴェリウスが震えながら剣を持ち上げる。膝ひざを屈くつしないのは褒ほめてもいい。だが、くり出した剣は眉まゆ一つ動かさずにはねのけられた。

「遅おそい、軽い、荒い。素人しろうと剣術の見本か。見習いの従騎き士しでももう少しまともに振ふるぞ」

　左右の剣が円えん弧こを描えがき、風を切ってヴェリウスに襲おそいかかった。両りよう脇わきを刃が捉とらえ、さらに金属音が連続する。斬ざん撃げきの嵐あらしにさらされて、ヴェリウスの体が木の葉のように吹ふき飛んだ。

　セロは休みなくヴェリウスに斬りつける。双剣は次々に甲冑をとらえ、その表面を容よう赦しやなく削けずっていった。刃はなくとも、剣には相応の重量があり、衝撃を生む。その威い力りよくは甲冑の上からでも充じゆう分ぶんだ。

　殴なぐり続けられたヴェリウスの動きが鈍にぶり、防御が形を成さなくなる。左の剣が再び胴を薙ぎ、前のめりになったところに右の剣の柄つかを叩きつけた。

　ぐしゃっ、と鈍い音がして、ヴェリウスの体がのけぞった。派手な血ち飛沫しぶきが飛び、観覧席から悲鳴が上がる。鼻の骨が折れたのだ。大量の鼻血を噴ふき出しながら、ヴェリウスは無様によろめく。

「お、お、おのれええぇぇぇぇっ!!」

　上がった声は、雄お叫たけびよりもすでに奇き声せいに近かった。セロは乱れた太刀筋を見切り、双剣を交こう叉ささせて振り抜く。正確に剣の中心を狙ねらい、そのまま叩き斬った。

　甲かん高だかい音とともにヴェリウスの剣が真っ二つに折れる。愕がく然ぜんとした顔に頭ず突つきをお返しし、そのまま殴り飛ばした。尻しり餅もちをついたヴェリウスの横に、折れて飛んだ剣の破片が転がる。

　腹を踏みつけ、喉のどと顔面に双剣を突きつけて、セロは冷ややかに告げた。

「──首を落とすまで続けますか。将軍」

　この剣でも首は落とせる。骨を砕くだくことなら造作もない。やれと言われれば、すぐにでもこの下品な男の口を封ふうじるつもりだった。セロがそうできるほどの腕うで前まえであることは、騎士団の人間なら誰でも知っている。

「そ、そこまで！　そこまでだ！」

　ハインデルが上ずった声で終しゆう了りようを宣言した。歓かん声せいも拍はく手しゆもない。あるのは、青ざめて言葉を失った者たちのかすかなざわめきだけだ。

[image: ]

　ヴェリウスの首ががっくりと落ちる。侍じ従じゆうがすっ飛んできて、意識を失った体を運びだした。

　決けつ闘とうはセロの勝利。それも、壮そう絶ぜつなまでの圧勝だった。
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　天幕に戻もどったセロは、椅い子すに腰こしを下ろして大きく息を吐はき出した。深呼吸をくり返すうちに、昂たかぶった心と体が少しずつ静まっていく。

「やってしまったな」

　思い返し、小さく肩かたをすくめる。おとなしく負けるはずが、真逆の結果になってしまった。多少、反省しないこともない。

　だが、後こう悔かいはなかった。

「セロ」

　そこへイリアがやってきた。彼女はつかつかとセロに歩み寄ると、片手を差し出す。

「良い勝負だった。胸がすっとしたぞ」

「ああ。俺もだ」

「二人とも」

　握あく手しゆを交かわしたところに、冷たい声がぶつけられた。

　遅おくれてやってきたシャロンが、じとっとセロをにらむ。そして、深いため息をついた。

「もう。また嫌いやみを言われたんだからね。セロなら穏おん便びんに済ませてくれると思ったのに」

　決闘の後、周りからまた心ない言葉をぶつけられたようだ。だが、イリアによれば、こそこそとした陰かげ口ぐち程度で、にらみを利きかせるとそそくさと退散したらしい。

　レナードとルーゴゥは何も言わず、真っ先に立ち去った。どちらも不ふ機き嫌げんなどというどころではなく、取り巻きも声をかけられなかったそうだ。

「怒おこらせたか。まあ、当たり前だけどな」

「構うまい。お前はシャロンの誇ほこりと尊厳を守ったのだ。何を恥じることがある」

　イリアはセロの背中を叩き、不安を一いつ蹴しゆうした。

「ここでお前が負けていたら、シャロンの受けた侮ぶ辱じよくを肯こう定ていすることになる。一時の平へい穏おんは得られても、必ず禍か根こんを残しただろう。奴やつらは図に乗って、さらにシャロンを貶めたはずだ。お前はそれを防いだ。間ま違ちがいなくシャロンを守ったぞ」

　強く言い切り、胸を張れとセロを促うながす。彼女の言葉は、不思議なほどセロを力づけた。おためごかしではなく、本心からイリアはセロを肯定してくれている。それがわかった。

「シャロンの暮らしはこれから守ってやればいい。この先、いくらでもできることだ。だが、シャロンの尊厳を守ることは今このときしかできなかった。判断を誤らなかったお前を私は誇らしく思う。よくやってくれたな、セロ」

　まるで主君のような物言いだ。苦く笑しようしながらも、セロの中で一つ、自信が芽生えた。

　自分は正しかった。少なくともイリアを失望させ、ルーゴゥたちの同類に成り下がることはなかったようだ。

「もっとも、シャロンはお気に召めさなかったようだがな」

　表情を緩ゆるめ、イリアはシャロンのほうを振り返る。急に矛ほこ先さきを向けられて、シャロンは小さく飛び上がった。

　眉まゆ尻じりを下げ、困った顔になった彼女は何かを言いかけて口を開く。しかし、またそれを閉とざし、何度もくり返した末にそっぽを向いてしまった。

　かなりの時間が経たって、ようやくシャロンはぽつりと呟つぶやく。

「……私だって、うれしくなかったわけじゃないもん。セロが負けるなんてヤだったし」

　ぼそぼそとしゃべる姿は、すねた子供のようだった。唇くちびるを突き出しながら、ちらちらとセロのほうを窺うかがう。

　セロは返事に困った。負けないでほしかった、というのは彼女が初めて明かす本音だろう。それはうれしくもあり、どこかむずがゆくもあった。

　イリアがそんなシャロンの肩に、優やさしく手を置く。

「ならば素す直なおによろこべ。セロはお前のために戦ったのだ。お前が労ねぎらってやらずにどうする」

「うん……」

　うなずき、シャロンはおずおずとセロの前に進み出た。上うわ目め遣づかいに見つめられて、セロは不覚にもドキリとする。胸に手を当て、シャロンは大きく一つ深呼吸をした。

「セロ、ありがとう。勝ってくれてうれしかったよ。それとね。……かっこよかった」

　えへへ、と恥はずかしそうにはにかむシャロンを見て、セロの鼓こ動どうが激しく高まった。返事をしようと思うのに、言葉が見つからない。

　焦あせったあげく、出てきたのは間の抜ぬけた一言だった。

「そ、そうか」

「うん」

　曇くもりのない笑え顔がおがまぶしくて、セロは思わず視線を逸そらした。熱くなる頰を何度も指でかいてごまかす。シャロンが笑いかけてくれるのはいつものことだ。なのに、今は気恥ずかしくてたまらない。

「なんだ、その気の利かない言葉は。他ほかに何かないのか、セロ」

「いいの、イリア」

　詰つめ寄ろうとするイリアをシャロンが制する。セロは危険を感じて、そそくさと荷物をまとめた。

　決闘に勝った影えい響きようがどう出るか、わからない部分はある。だが、シャロンが見せてくれた笑顔の前では、そんなものは些さ細さいなことだった。

　シャロンが笑ってくれるなら、そのために戦おう。セロの胸にこの日、新たな決意が芽生えた。
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　すれ違ちがう人が会え釈しやくをして、足早に横を通り過ぎる。たまに目が合うと、すぐに顔を背そむけられる。視線を感じて振り向けば、立ち話をしていた連中が解散して立ち去っていくのが見えた。

　セロは所在なげに頭をかく。ヴェリウスとの決闘以来、どうも妙みような視線を感じることが増えていた。

　もともと王宮に親しい人はほとんどおらず、話しかけてくるのはマーガスくらいだ。それは今も変わらないが、遠巻きにされることは間違いなく増えた。様子を窺われているようで、どうも落ち着かない。

　あの日、セロは実力者であるヴェリウスを、図はからずも衆目の集まる前で叩きのめしてしまった。ヴェリウスと違って、セロはそこまで王宮で名前を知られているわけではない。すなわち、どこからか現れた無名の騎き士しが突とつ如じよ、圧あつ倒とう的てきな強さを見せつけたのだ。注目されないはずがない。

　とはいえ、急に周りの態度が変わると、それはそれで居い心ごこ地ちが悪かった。

「あ、あの、ハーシェス様！」

「ん？」

　若い女性に呼び止められ、セロは振ふり返った。王宮詰づめのメイドたちが何人か集まっている。どれも知らない顔だ。

　先頭の一人が顔を真っ赤にし、もじもじしている。そこを周りのメイドたちがしきりにひじでつついていた。

「ほら、渡わたしなさいよ」

「呼び止めちゃったんだから、もうどうしようもないでしょ」

「言っちゃえ、言っちゃえ！」

　背中を押され、少女は転がるように進み出る。セロと目が合い、さらにその顔が赤くなった。見ているこっちが心配になるほどだ。声をかけようとすると、彼女は背中に回していた両手をバッと突つき出した。

「こ、これ、よかったら召し上がってください！」

　差し出されたのは桃もも色いろの布にリボンを巻いた、かわいらしい包みだった。焼き菓が子しだろうか。甘い香かおりがほのかに漂ただよってくる。無骨な騎士の生活には縁えんのないもので、セロは目を瞬またたかせた。

　贈おくり物をされる理由などあっただろうか。よくわからないが、断る理由もない。礼を言って包みを受け取る。

「ありがとう」

「いえ！　あの、失礼致いたします！」

　ぱああっと音がしそうな笑顔を輝かがやかせ、少女はすごい勢いで腰を折った。その勢いのまま起き上がり、廊ろう下かを駆かけていく。メイドたちがそれに続き、行き先から「きゃー！」「渡しちゃった！」などとかしましい声が聞こえてきた。

　よろこんでくれたのは結構だが、それにしてもずいぶんなはしゃぎようだ。

「おーおー。うらやましいねぇ、人気者は」

　そこへ、いつもの軽い調子の声がする。どこにでも現れる親友に、セロは半ば呆あきれて声をかけた。

「マーガス。お前、暇ひまなのか？」

「ごあいさつだな。と言いたいところだが、暇だ。上のほうはなんだかんだで忙いそがしいみてぇだが、俺たち下っ端ぱには関係ねぇし、やることねぇよ。やれやれ。俺も誰だれかに決けつ闘とうでも吹ふっかけようかね」

　冗じよう談だんめかしながら、マーガスはセロの肩かたを叩たたいて先日の健けん闘とうを称たたえてくれた。

「あれ以来、お前の評判は上々だ。で、ヴェリウスの野や郎ろうは大暴落。いい気味だな」

「そんなつもりはなかったんだけどな」

「よく言うぜ。負けるつもりの顔なんてしてなかったじゃねぇか」

「そうか？」

「そうだよ。言ったろ？　お前の胸に聞いてみろって」

　たしかに、マーガスと話していたときのセロには迷いがあった。シャロンのために負けるという言い訳を、心のどこかで疑問に思っていたのかもしれない。

　目ざといマーガスのことだ。セロの内心など、お見通しだったのだろう。

「そういや、お姫ひめ様さまの陰口を叩くヤツも減ったぞ」

「本当か？」

「おう。なにしろヴェリウスよりヤバいのが護衛についてるからな。余計なこと言って、そいつを敵に回したくはねぇんだろうよ」

　マーガスの喉のどがくっくっくと、さも愉ゆ快かいそうに鳴った。

　セロがヴェリウスを圧倒したことは、想像以上に衝しよう撃げき的てきなできごとだった。シャロンの護衛であることもすぐに広まり、そこから「シャロンに関かかわるとセロが敵に回る」といううわさが生まれたそうだ。

　おかげで、今まで大っぴらにシャロンを悪く言っていた連中が、軒のき並なみおとなしくなっているという。

「ルーゴゥのクソじじいにも一発お見み舞まいしてやったし、最高だな」

　宮きゆう廷てい魔ま導どう師しを目の前で「クソじじい」呼ばわりされて、さすがにセロもあわてた。

「おい、声が大きいぞ」

「構やしねぇよ。女の子に毒を植えつけるなんざ、人間のすることじゃねぇ。少しは痛い目に遭あわさねぇと釣つり合わねぇだろ」

　マーガスの声に怒いかりがにじむ。セロは小さく息を吞のんだ。シャロンの過去は口外していない。セロとイリア、あとは張本人のルーゴゥくらいしか知らないはずだ。

「マーガス。お前……」

「お姫様が毒を持った経けい緯いなら、この前聞いた。上の連中の間じゃ、ルーゴゥの武勇伝になってるんだとよ。眉まゆ唾つばモンだったが、その顔を見ると本当か。胸むな糞くそ悪わりぃな」

　マーガスは顔を歪ゆがめて吐はき捨てる。こう見えて、正義感の強い男だ。ルーゴゥの非道に対してかなり腹を立てているのだろう。ただ、あまりこの話が広まって、シャロンが好こう奇きの目にさらされるのは困る。

「心配するな。こんなこと、言いふらしゃしねぇよ。ルーゴゥとか、その周りをおちょくるネタにするぐらいだ」

　どこか危なっかしい一言をつけ加えたものの、マーガスはいたずらに他言しないことを約束してくれた。こういうところは信しん頼らいできる。老ろう若にやく身分を問わず、マーガスは女性を傷つけたり、貶おとしめたりすることはしない。

「なんにせよ、これでお姫様にちょっかいを出すバカは減るだろ。お前はよくやったぜ」

　マーガスが片手を差し出す。握あく手しゆを求めるとは、なんだかマーガスらしくない。とはいえ、セロのことを称えてくれているのは本当だろう。応じないのも失礼だ。

　そう思って握にぎり返すと、その手をぐいっと強く引かれた。

「で、どうすんだ？」

「どうするって、何がだ？」

「さっきのメイドの子だよ。けっこうかわいかったじゃねぇか。上手うまいこと言やあ、一晩ぐらいつき合ってくれるぞ」

　話題を変えたマーガスが、にんまり笑う。少しまじめなことを話していたと思ったら、いつもの調子に戻もどったようだ。この女好きなところは、いつまで経たっても馴な染じめない。

　セロは渋しぶい顔で、マーガスの手を払はらった。

「どうもこうもない。もらったものは、ありがたくいただいておくが、それだけだ」

「相変わらず堅かた物ぶつだな。もったいねぇ。ま、お前ならそう言うだろうけどよ」

　セロとて、女性に興味がないわけではない。だが、マーガスのように右も左もなく声をかけたり、初対面からぺらぺらと親しく話したりすることはできない。そういうことはどうも苦手なのだ。シャロンのように毎日顔を合わせていれば、自然に話せるようにもなるのだが。

　なんとなくシャロンのことを思い浮うかべていると、不意に腹を小こ突づかれた。拳こぶしを打ちつけてきた親友が、片方の眉まゆを器用に吊つり上げる。

「とにかく、あんまりお姫様を泣かすんじゃねぇぞ、色男。じゃあな」

　謎なぞめいた言葉を残して、マーガスは立ち去った。ひらひらと手を振る背中を、セロは怪け訝げんな思いで見送る。

　べつにシャロンを泣かせた覚えはないし、そうするつもりもない。マーガスは何を忠告していったのだろう。

　首を傾かしげても、その真意はわからない。考えても無む駄だに思えたので、セロは歩き出した。メイドの少女にもらった包みは懐ふところにしまう。

　甘いものなら、きっとシャロンもよろこんでくれるだろう。
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　離はなれの戸を開けると、シャロンが笑え顔がおで迎むかえてくれた。

「あ、セロ。いらっしゃい」

　読んでいた本を閉じ、ぱたぱたと駆け寄ってくる。奥ではイリアが椅い子すにかけ、同じように本を開いていた。

「やっと来たか、セロ。シャロンが今か今かと待ちわびていたぞ。そわそわしてこちらが落ち着かなかった」

「余計なこと言わなくていいの、イリア！」

　からかわれたシャロンの頰ほおが赤く染まる。イリアに向かって声を上げ、続いてセロのほうにぐっと身を乗り出してきた。

「違うからねっ。セロが来たら、お茶にしようと思ってただけなんだから！」

「わかった、わかった」

　茶飲み友達を待っていただけで、そんなに必死になることはないだろう。苦く笑しようしつつ、細い肩を押し止とどめる。シャロンは赤い顔のまま、セロの背中を押した。

「ほら。いいから座って、座って」

　テーブルに追いやられると、シャロンはエプロンを手に台所に立った。ほどなく、湯を沸わかす音と鼻歌が聞こえてくる。さっきはむくれていたのに、もう機き嫌げんが直ったようだ。女心の移り変わりの早さにはついていけない。

　椅子を引きながら、セロはイリアのほうに向き直った。

「今日は何を読んでいるんだ？　イリア」

「アルフェンドラの国史だ」

　革かわ張ばりの重じゆう厚こうな表紙には、アルフェンドラ王室の紋もん章しようである双そう頭とうの荒あら鷲わしが描えがかれている。テーブルには他ほかにも書物がうず高く積まれていた。魔ま法ほう学や地学、地史、歴史などの専門書だ。どれも持ち上げるのに苦労するほど重く、分厚い。

　イリアはこれらを連日、熱心に読み込んでいる。ヴェリウスとの決闘を終えて、彼女は正式にシャロンの客人として迎えられた。今はこの離れにシャロンと二人で寝ね泊とまりしている。

　王女の私室で誰かが寝ね起おきを共にするのだが、特に異論は出なかった。そもそもシャロンに無関心なことと、わざわざ口を挟はさんで報復されるのを恐おそれてのことだろう。ここでもセロがヴェリウスを打ち負かした影えい響きようがあったようだ。

　おかげでイリアの素す性じようも詮せん索さくされずに済んでいる。

「宮廷魔導師殿どのには追い追い、フェニックスの復活について話す。誰かのおかげで、今は逃にげ回っておられるがな。いずれ首の根を押さえてでも話を聞かせてやるつもりだ。ただ、そのときにこちらが何も知らないのでは、それこそ話にならん。最低限、この国の抱かかえる事情や背景などは頭に入れておくべきだ」

　イリアには二百年の歴史の空白がある。アルフェンドラがフェニックスの復活を目もく論ろむ理由も、完全に把は握あくしているわけではない。フェニックスの復活をやめさせることは変わらないが、その説得材料にするためにも知識が必要だと、シャロンに頼たのんで書物を集めてもらったそうだ。

　座学の苦手なセロからすると、イリアの勤勉さには恐れ入る。

「説得するときにはセロにも手伝ってもらうぞ」

「え？　まさか、俺もこれを読むのか？」

「そうだ。近この衛え騎き士しならすでに目を通しているだろうから、確かく認にん程度でいい」

　ずっしりとした書物の山を前に、セロは冷や汗あせをかいた。

　たしかに近衛騎士になるためには座学も修める必要がある。だが、それは基き礎そ的てきな儀ぎ礼れいや作法、教養であって専門的な知識ではない。

　そもそも修めた内容すら、いろいろ忘れてしまったところがあるのだ。今から覚え直すのは、ヴェリウスに勝てと言われるより苦しい。

　そんな思いが伝わったのか、イリアがじろりとこちらを見る。

「あ、いけない」

　そこにシャロンの声がした。これ幸いと、セロは台所に逃げ込む。

「どうした？　シャロン」

「お茶ちや請うけを切らしちゃった。どうしよう」

　戸と棚だなを開けたシャロンが表情を曇くもらせる。いつもはシャロンの作り置きの菓か子しがあるのだが、食べ切ってしまったらしい。

　ちょうどよかった。セロは懐の焼き菓子を差し出した。

「シャロン、これ」

「？　あ、かわいい」

　リボンの包みを手に、シャロンが顔をほころばせる。やはりセロより、シャロンが持っている方が絵になった。甘い香かおりに目を細め、次いでシャロンは小首を傾げる。

「セロがお菓子持ってきてくれるなんてめずらしいね。どうしたの、これ？」

「もらいものだ」

「誰だれに？」

「そういえば、名前を聞き忘れたな」

　受け取った途と端たんにメイドの少女は走り去ってしまったので、名前を聞く間がなかった。マーガスなら知っていたかもしれない。お礼もしなければならないし、今度聞いておこう。

　そんなことを考えていたら、シャロンの顔がどこか複雑そうなものに変わっていた。

「女の人？」

「ああ」

「ふーん……」

　さきほどまでとは打って変わって、シャロンは物もの憂うげに視線を落としてしまった。まずいことを言っただろうか。セロは焦あせる。

「セロ。一ついいか」

　イリアから鋭するどい視線が投げかけられた。彼女まで気に障さわることがあったのか、早足でセロに近づいてくる。そして、しなやかな指をびしっと突つきつけられた。

「女性の贈おくり物をもらうなとは言わん。好意の証あかしだ。受け取るのが筋というものだろう。だがな。シャロンという伴はん侶りよがありながら、その浮うわついた顔はなんだ！」

　セロとシャロンはそろって大きく噴ふき出した。

「は、伴侶って！　そんなんじゃないよ！」

　シャロンが大声で否定する。すると、イリアはさも意外そうな顔をした。

「違ちがうのか？　それはどういうことだ。セロがはっきりしないということか？　バカモノ、そういうことは男の口から言わんか」

　今度は頭をはたかれる。動転して避よける間もなく、セロは無様に喰くらってしまった。

「そ、そういうことって、どういうことだ！」

「だから私の口から言わせるな。そういうことはそういうことだ。それとも何か？　まさかシャロンでは不満だと言うのではあるまいな」

　イリアの目がギラリと光る。今にも殴なぐりかかってきそうな気配を感じ、セロは大きく首を横に振ふった。

　不満などあるはずもない。シャロンは気立てもよく、素す直なおで明るい少女だ。なにより彼女は前向きで、つらくても苦しくても、決してくじけずに笑っている。だからこそセロはシャロンの力になりたいし、守ってやりたいと思うのだ。

　シャロンと一いつ緒しよになり、毎日を共に過ごせるなら、間ま違ちがいなく幸せだろう。彼女が自分だけに笑いかけ、手料理を振る舞まってくれるとしたら、こんなにうれしいことはない。

（って、何を考えているんだ、俺は！）

　頭を激しく振って馬ば鹿かげた考えを追い出す。シャロンは王女だ。セロとは身分が違いすぎる。伴侶だなんだと、考える時点でおかしい。

　そもそもシャロンの気持ちもある。彼女がセロに好意を抱いだいているかどうか、わからない。それこそ不用意なことを言って嫌きらわれたらどうするのか。

　ちらりとシャロンのほうを見る。と、なぜかばっちり目が合ってしまった。あわててたがいにそっぽを向く。頰が急激に熱くなるのがわかった。

　とにかく一いつ旦たん落ち着こう。セロは水差しに手を伸のばした。危あやうい手つきで水を注ぎ、グラスを傾かたむける。

　イリアがポンと手を打ち合わせた。

「ああ、もしかして体つきが気になるのか。言っておくが、シャロンの乳はかなり大きいぞ」

　飲み込んだ水が気管にまともに入った。

「あどけない顔つきのくせに、育つところはきちんと育っている。着やせするから、普ふ段だんはあまりわからないがな。脱ぬぐとなかなか圧巻だ。しかし、男なら仕方ないとはいえ、女性の体ばかり気にするのもどうかと思うぞ」

　堂々と何を言っているのだ、こいつは。激しく咳せき込みながら、セロは心の中で悪態をついた。

　誰もそんなことは聞いていない。これではまるで、セロがシャロンの体だけを目当てにしている不届き者のようではないか。

　セロの心情をよそに、イリアは高説を垂れ続ける。

「さわり心ごこ地ちもやわらかくてよかった。尻しりも張っているから夜はさぞ──」

「イリアはもう黙だまっててー！」

　あまりに赤せき裸ら々らな告白にたまりかねたのか、シャロンが飛びつくようにしてイリアの口をふさいだ。その顔は破は裂れつしそうなほど赤い。もがくイリアを、バカバカと言いながらポカポカ叩く。
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　セロのほうは、どうにか息ができるようになった。ぜえぜえと荒あらい呼吸をくり返す。そこへ、半泣きになったシャロンが何かを訴うつたえるように振り向いた。

　心臓がドキリと跳はねる。無意識に視線が下がって、シャロンの胸むな元もとを見てしまった。イリアの言う通り、服の上からではあまりよくわからない。だが、その下の膨ふくらみは想像以上のものだ。一度、寝ね間ま着き姿を見たことがあるので、実はセロも知っていた。

　視線に気づいたシャロンが、がばっと体をかき抱く。

「セ、セロも変なとこ見ないで！」

「み、見てない！」

　真っ赤な顔で怒ど鳴なられ、セロは両手を振り回して弁解した。が、見ないようにすればするほど、逆にイリアの言葉を意識してしまう。シャロンに知られたら本気で怒おこられそうな不ふ埒らちな想像が、頭に浮うかんだ。

　火にかけられたまま忘れられていた鍋なべが沸き、熱湯を勢いよく噴き出す。

「わわ、お湯が！　……熱ーいっ！」

「大だい丈じよう夫ぶか、シャロン!?」

　悲鳴を上げるシャロンと、あわてるセロ。部屋の中にばたばたと足音が響ひびく。手が当たった拍ひよう子しに紅茶の入った袋ふくろが落ち、中身が床ゆかにぶちまけられた。それを見て二人はさらにあわてふためく。

「まったく、騒そう々ぞうしいヤツらだ。……ふむ、美味うまいな」

　一人、散々ひっかき回したイリアだけが、吞のん気きに焼き菓子をつまんでいた。
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　アルフェンドラの王都エルクド郊こう外がいには、うっそうと茂しげる針葉樹林がいくつも広がっている。その一つに数日前、何台もの馬車が列を成して入っていった。

　普段は誰も近づかない、深い森の中。建てられた仮設の祭さい壇だんを囲むように、忙いそがしく走り回る人々がいた。

　大半がゆったりとしたローブをまとい、手に分厚い書物や杖つえを持っている。ローブの胸には双そう頭とうの荒あら鷲わしの紋もん章しようがあしらわれていた。宮きゆう廷てい魔ま導どう師しルーゴゥの率いる、アルフェンドラ王国の魔ま導どう師し団だんだ。

　彼らは今、フェニックス復活の儀ぎ式しきのため、さまざまな作業を進めていた。篝かがり火びを焚たき、魔ま法ほう文字を刻み、供く物もつや触しよく媒ばいを用意する。呪じゆ文もんを唱えたり、印を結んだりと、手を休める暇ひまもない。

　そんな中を、一人の騎士がうろうろと所在なく歩き回っていた。

「あの、導師。何かお手伝いできることは……」

「ない。目に入らぬよう、隅すみにおれ」

　ヴェリウスの申し出は、ルーゴゥにけんもほろろにあしらわれた。

　視界に入れるのも不ふ愉ゆ快かいだというように、ルーゴゥはヴェリウスを一いつ顧こだにしない。魔導書を開いてはなにごとかぶつぶつと呟つぶやき、配下の魔導師に指示を飛ばす。その声は苛いら立だちを含ふくみ、刺とげ々とげしいものだった。

　ヴェリウスとしては、肩かた身みが狭せまいなどというものではない。魔法を使えない彼がこの場でできることは何もないのだ。

　護衛といっても、ルーゴゥの周囲は他ほかの兵士たちが固めている。儀式の下準備で魔導師団が何度も訪おとずれている場所でもあり、ヴェリウスが剣けんを抜ぬくような事態など起こらない。

　なにより、ルーゴゥに見限られているような空気が耐たえられなかった。

　それもこれも、すべてセロ・ハーシェスのせいだ。庶しよ民みんが自分と同じ近この衛え騎き士しになっただけでも腹立たしいのに、あろうことか決けつ闘とうの場で打ち負かされるという醜しゆう態たいを演じさせられた。ルーゴゥの面めん目もくは丸つぶれで、その怒いかりの矛ほこ先さきがヴェリウスに向けられたのだ。

　思い返すだけでもはらわたが煮にえくり返る。セロには再三、忠告をしてやった。やはり下層階級の出身では、王宮の常識や慣習を理解できないのだ。

　おかげでヴェリウスはセロより弱いという評価を下され、ルーゴゥへの弁明の機会すら与あたえられない。これほどの屈くつ辱じよくを味わうのは初めてだった。

　ただ、そのルーゴゥも余よ裕ゆうを失っている。

　権力者は、その力の大きさに比例して敵が増えるものだ。ルーゴゥも例外ではない。表立って逆らわなくても、面従腹背の輩やからは少なくなかった。そういった連中がヴェリウスの敗北を機に、ルーゴゥに揺ゆさぶりをかけていると聞く。

　レナード王子の不興も買った。わざわざ決闘の場に呼び出して、シャロンの近衛騎士が完勝するところを見せたのだ。機き嫌げんを損そこねた王子はそれ以来、ルーゴゥの話を聞かないらしい。

　こうした苦境をまとめて逆転させるために、ルーゴゥはフェニックスの復活を急ぐことにした。

　フェニックスをよみがえらせることができれば、少々の失態など吹ふき飛ばせる。ヴェリウスもそれに期待していた。魔法のことは門外漢でよくわからないが、ルーゴゥの立場が安定して、今まで通りに取り立ててもらわなければ自分も困るのだ。

　とりあえず、ほとぼりが冷めるまではルーゴゥに近づかないほうがいい。ヴェリウスは見回りがてら、祭壇の近くを歩いてみた。

「これが〈ルナムの鍵かぎ〉か」

　雪の降り積もった中、祭壇の前だけ土が剝むき出しになっている。掘ほり起こされた大きな穴は、民家が数すう軒けん、すっぽりと収まってしまうほどだ。

　その中央に、巨きよ大だいな石の杭くいがそびえ立っていた。

　深々と大地に根を下ろした杭は、不思議な輝かがやきを帯びている。さらに、それを中心にして精せい緻ちな魔法文字と紋もん様ようが同心円状にびっしりと並んでいた。それも地面に描えがかれているのではなく、光を放ちながら宙に浮いている。見ていると、ゆっくりと回転しているのもわかった。

　不死の種族にして、火の魔ま力りよくの体現者フェニックス。それをも封ふうじる楔くさび、〈ルナムの鍵〉。アルフェンドラ王国が唯ゆい一いつ、所在をつかんでいる最強の封ふう印いんだ。

　ヴェリウスの目からしても、これが恐おそるべき魔力を蓄たくわえた魔ま法ほう陣じんであることは想像がつく。それと共に、これを創つくり上げるために凄すさまじい魔力と緻ち密みつな技術を要したであろうことも。

（本当に壊こわしていいのだろうか）

　ふと、脳のう裏りを疑問がよぎった。

　たとえるなら、完成された唯一無二の芸術品を前にした気持ちだ。あまりに緻密な細工で、ふれることすらためらわれる。そして、失われたらもう二度と戻もどらない。

〈ルナムの鍵〉も、解除は可能だが、再現することは現代の魔法技術では不可能だと聞いた。フェニックスはこの中に眠ねむっており、復活させるには〈ルナムの鍵〉を破は壊かいしなければならない。単純な理り屈くつで、ルーゴゥは当然、そうするつもりでいる。これまで慎しん重ちように進めてきた作業も、ここ数日で一気に進行させた。今日にも〈ルナムの鍵〉は解かれる予定だ。

　しかし、こうして封印の前に立つと、ヴェリウスは自分たちが何か、とんでもないことをしようとしているのではないかという気がしてきた。

「ルーゴゥ導師。万ばん事じ、調ととのいましてございます」

　魔導師の一人がルーゴゥのもとへ報告にやってきた。儀式の準備が終わったようだ。ルーゴゥは重々しくうなずき、魔導書と錫しやく杖じようを手に取った。側そば仕づかえの侍じ従じゆうが長大な法衣を羽織らせ、その裾すそを持ち上げる。

「ヴェリウス。じゃまだ。どかぬか」

　冷たく追い払はらわれ、ヴェリウスは拝礼して道を空けた。そのまま後方に控ひかえる。

　祭壇にはルーゴゥが立ち、魔導師たちは石の杭が埋うまっている穴の周囲をぐるりと取り囲んだ。火が焚かれ、強い香こうの匂においが漂ただよってくる。

　空気が重く張り詰つめた。

「恐れながら、導師。本当によろしいのでしょうか」

　いざ儀式を始める段になって、声が上がる。進み出たのは祭壇のすぐ脇わきに配された初老の魔導師だ。魔導師団のまとめ役であり、この儀式でも重要な役目を担になう。この場でルーゴゥに意見を言える唯一の人物だろう。

　ルーゴゥは魔導師をじろりとにらんだ。

「何がだ」

「フェニックスをよみがえらせる儀式は、たしかに用意を進めておりました。しかし、なにぶん拙せつ速そくかと。術式を試ためしてもおりませんし、仮にフェニックスをよみがえらせたとして、そこからどうなさるのか……」

「うぬはワシに、今受けておる恥ち辱じよくに耐えよと申すか？」

　ルーゴゥの目が激しい光を放つ。瞬まばたきもしないまま、ルーゴゥは手を伸のばして魔導師の襟えり首くびをつかみ上げた。

「ワシがどれほどの恥はじをかかされたと思っておる！　うぬにわかるか？　わかるまい！」

　老人とは思えない強い力で首が絞しめられる。ローブが破れ、周りが数人がかりでようやくルーゴゥを引き剝はがした。魔導師は地面に膝ひざをつき、激しくあえぐ。興奮冷めやらず、ルーゴゥは血走った目で声を荒らげた。

「レナード王子や王宮の馬ば鹿かどもにワシの力を今一度知らしめるに、フェニックスの復活は無二の機会。一刻の猶ゆう予よもならぬのだ！　これ以上、調子づかせてなるものか。アルフェンドラ王宮が誰だれのものか思い出させてくれる！　ワシの考えを理解できぬ者に用はない。下がれ！」

　一いつ喝かつすると、ルーゴゥはもう魔導師のほうを見向きもしなかった。止めに入った者たちが気まずい顔をしつつ、それぞれの持ち場に戻る。初老の魔導師は奥歯を嚙かみ締しめ、破れたローブを整えて祭壇の脇に戻った。

　もはやルーゴゥを諫いさめる声は、どこからも上がらない。

「始めよ」

　錫杖が、シャンと音を立てる。それを合図に呪文の詠えい唱しようが始まった。何十人もの低い声が重なり合って、不可思議な音楽を奏かなで出す。異様な雰ふん囲い気きに、ヴェリウスの背筋がぞくりと粟あわ立だった。

〈ルナムの鍵〉が震ふるえ出す。高い耳鳴りのような音が聞こえ、安定していた魔法陣の光が揺らぎ始めた。明めい滅めつをくり返し、回転も徐じよ々じよにぶれていく。

　バキッ！

　石の杭にひび割れが走った。パン、パン、と薪まきの爆はぜるような破は裂れつ音が続く。呪文の声は止まらない。ぶつかり合う魔力の余波で頭が揺さぶられ、視界が明滅する。

　魔導師たちの額に汗あせが浮かんだ。極度の集中と緊きん張ちようによるものかと思ったが、顔を拭ぬぐった自分の手にも水気を感じる。いつの間にか、ヴェリウスは汗をかいていた。

　森の中には雪が残る。けれど、周囲の気温は明らかに上がっている。焚き火の前にいるかのようだ。

　発生源は〈ルナムの鍵〉。いつしか石の杭のひび割れは全体に及および、内側から赤い光が漏もれ出していた。火のような、血のような光。神聖さと不ふ吉きつさを同時にはらむ、奇き妙みような光だった。

「よいぞ、よいぞ！　今一歩じゃ！」

　ルーゴゥが祭壇から檄げきを飛ばす。〈ルナムの鍵〉は、今にもこじ開けられようとしていた。

　地鳴りがして地面が揺れ出す。自然の地じ震しんではない。揺れは継けい続ぞくし、次し第だいに大きくなっていく。限界を迎むかえたのか、石の杭の一部が欠け落ちた。

　境界線を越えると、その先は早かった。錆さびた剣のように、杭の表面はボロボロと崩れ出す。礫れき片へんが降り注ぎ、土つち埃ぼこりが舞まい上がった。魔導師たちの詠唱がさらに高まる。

「────喝かつっ！」

　ルーゴゥの大声が炸さく裂れつした。杭の根元から頂まで、ひときわ大きな亀き裂れつが走り抜ける。強きよう烈れつな光が漏れ出し、そこに一いつ瞬しゆん、炎ほのおに包まれた鳥の姿が浮うかぶ。

　次の瞬しゆん間かん、〈ルナムの鍵〉は内側から轟ごう音おんと烈光を放って吹き飛んだ。

　爆ばく風ふうが魔ま導どう師したちを薙なぎ倒たおす。咄とつ嗟さに顔をかばったヴェリウスに猛もう烈れつな熱風が襲おそいかかった。悲鳴がかき消され、吹き上げられた雪が瞬しゆん時じに蒸発する。飛ばされてきた誰かと激げき突とつし、ヴェリウスはその場に倒れ込んだ。

　わけもわからぬまま、嵐あらしが過ぎ去るのを待つ。ほんの数秒のできごとが、いつまでも終わらない狂きよう騒そうかと思われた。

　突とつ風ぷうが収まり、森が静けさを取り戻す。恐る恐る顔を上げると、辺りの風景は一変していた。

　あれほど深く積もっていた雪が根こそぎ消えている。街の外で土の上に寝ね転ころぶなど、久しくなかったことだ。あちこちで立ち上る蒸気は、消えた雪の名残なごりだろうか。

　祭さい壇だんは跡あと形かたもない。地面の穴は二回りほど大きくなって、吹き飛ばされた土ど砂しやがそこかしこに積もっていた。爆風を受けた樹き々ぎは幹を抉えぐられ、杭のあった場所から遠ざかるように傾かしいでいる。

　ヴェリウスは這はい寄って穴の中を覗のぞいた。先ほどぶつかった人物が横に並ぶ。見てみれば、ルーゴゥだった。法衣は風に吹き飛ばされ、髪かみも乱れている。薄うす汚よごれた顔の中で、瞳ひとみだけが爛らん々らんと光を放っていた。

〈ルナムの鍵〉が突つき立っていた穴の底には、一羽わの鳥が羽ばたいていた。

　全身に炎をまとい、七色の光を放つ大きな鳥だ。均整の取れた優美な姿は赤から紫むらさきへ、絶えずその色を変えている。長く特とく徴ちよう的てきな尾お羽ばねがゆったりと風に舞い、幽ゆう玄げんな雰囲気を醸かもし出した。

　不死の霊れい鳥ちようフェニックス。初めて見ても、それだとわかる。魔導師ではないヴェリウスにも肌はだを通じてわかる圧あつ倒とう的てきな魔力。どれほどの宝石も色いろ褪あせるであろう輝き。生き物を無意識の内にかしずかせる風格。ヴェリウスもルーゴゥも他ほかの者たちも、皆みなが目を奪うばわれて離はなせない。

　幾いく度どかの羽ばたきの後、フェニックスの姿が揺らいだ。炎が高く巻き上がり、続いて地面の上に集束していく。熱気と火の粉を残して飛び散ると、そこには一人の男が立っていた。

「あれは……」

　見覚えのない青年だ。紅の髪を逆立て、荒あら々あらしい容よう貌ぼうで、上半身は裸はだかだった。筋肉質の肉体に陽炎かげろうを背負い、ときおりその姿が揺らいで見える。

　ごくりと、ヴェリウスは生なま唾つばを飲み込んだ。頰ほおを汗が流れ落ちる。気温が高くなっただけではない。今落ちたのは冷や汗だ。

　言い知れぬ緊きん張ちよう感かんが全身を包む。あれは猛もう獣じゆうか、それ以上に危険で強大な存在だ。剣けん士しとしての本能が警告している。

　戦ったら、勝ち目はないと。

「ふふ…………ははは……やった、やったぞ！」

　隣となりで歓かん喜きの声が上がった。ルーゴゥが両手をわなわなと震わせながら、穴の底にいる青年に見入っている。横顔には恍こう惚こつの色さえ見えた。

　勢いよく立ち上がり、ルーゴゥは青年に呼びかける。

「そこのお前！　お前だ！　フェニックスだな！　名は？　名は何と言う！」

　青年がじろりと視線を向けた。燃えるような髪と同じく、紅玉の色をした瞳がルーゴゥを射い貫ぬく。鋭するどいを通り過ぎて、苛か烈れつなほどの視線だった。

　青年の口がゆっくりと動く。

「リグローザ」

「リグローザか」

　それが彼の名前なのだろう。ルーゴゥが発音をたしかめ、舌なめずりをした。喜色満面といった様子のルーゴゥの心が、ヴェリウスには理解できない。
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「導師。あれがフェニックスなのですか？　我らと変わらぬ姿に見えますが……」

「たわけ、よく見よ。あの魔力の高まりがわからぬのか！　これがワシのものになるのか。くくくくく」

　不ふ穏おんに笑い、ルーゴゥは袖そでから一枚の呪じゆ符ふを取り出した。リグローザの名を記すと、素す早ばやく印を結ぶ。裂れつ帛ぱくの気合いを受け、呪符はリグローザに向かって飛んでその胸むな元もとに貼はりついた。

　呪符を中心に光の鎖くさりが広がり、リグローザの体に吸い込まれる。

「さあ、フェニックスよ！　リグローザよ！　我が命に従うがよい！」

　リグローザが呪符にふれる。よほどの力で貼りついているのか、それはびくともしない。

「それは従属の符よ。もはや剝がれぬぞ。お前はもうワシの操あやつり人形に過ぎぬ。さあ、ワシの言う通りに動くのだ」

　歓喜と恍惚を帯びたルーゴゥの声は、まるで呪のろいのようだった。ヴェリウスの背筋を悪お寒かんが走る。もはやルーゴゥの目には、リグローザしか映っていない。

　リグローザはルーゴゥを見て、ゆっくりと穴を上ってきた。

「よしよし、良い子だ。そうだな。手始めにその辺りを焼き尽つくせ」

　穴の対面をルーゴゥが指し示す。わずかな沈ちん黙もくの後、リグローザはゆっくりと手を掲かかげた。様子を見ていた魔導師たちが悲鳴を上げて逃にげ出す。そこにリグローザの手が振ふり下ろされた。

　ドオオオオオォォォォォォォンッ!!

　落らく雷らいを数十本も束ねたような、すさまじい大だい音おん響きようが耳をつんざく。森の大樹が一瞬にして炎に包まれ、燃え上がった。熱風がヴェリウスの髪を振り乱し、駆かけ抜けていく。

　腕うでの一ひと振ふり。それだけで大地が深々と抉られていた。歴戦の魔導師団が腰こしを抜かし、炎の前でへたり込んでいる。

　ルーゴゥが哄こう笑しようを上げた。

「すばらしい！　すばらしいぞ！　これほどの力とは思わなんだ。これでフェニックスはワシのもの。誰もワシには逆らえぬ！　あの老いた王も生意気な王子もまとめて片づけてくれるわ。アルフェンドラもザーフレイも残らずワシのものにしてくれる！　わははははははっ!!」

　ほとんどの者が恐おそれおののく中、ルーゴゥは一人、満面の笑えみを浮かべていた。その口からはあらぬ不敬の言葉が漏れ出している。だが、誰もそのことを指し摘てきできない。

　フェニックスの圧倒的な力。そして、それがルーゴゥの手中にあること。少しでも目をつけられれば、次の瞬間にはリグローザに焼き尽くされる。恐きよう怖ふがその場を支配し、全員を縛しばりつけていた。

「次だ、リグローザ！　次はあちらを狙ねらえ！」

　別の方角をルーゴゥが指す。同じくそこにいた魔導師や騎き士したちが、転がるように逃げ出した。直後、森の一角がまた火の手に包まれる。

　ルーゴゥは笑いながらあちらだ、こちらだとリグローザを動かした。そのたびに轟音が響ひびき、大地が揺ゆれる。

　冬の森にあるまじき熱気が辺りを包み、火の粉が降り注いだ。

「ど、導師！　お戯たわむれはそのくらいに」

「くくく。そうだな。うぬらもワシの力がわかったであろう？」

「それはもう、骨身に沁しみてございます！」

　ヴェリウスは地面に額をこすりつけた。魔導師たちも次々にそれに倣ならい、ルーゴゥに許しを請こう。止やめてくれるならなんでもいい。そんな思いが共通する。

　ルーゴゥは満足そうに何度もうなずき、リグローザに命じた。

「止まれ。リグローザ」

　リグローザが動きを止める。一同の間に、安あん堵どの空気が流れた。

　これで破は壊かいの嵐は止む。エルクドに戻もどり、また明日を迎えられるはずだ。ヴェリウスもそう思った。

　再びリグローザが右みぎ腕うでを振り抜くまでは。

「ぎゃ─────────」

　悲鳴すら最後まで聞こえなかった。かわりに届いたのは新たな爆音だ。十人以上の魔導師が炎の中に飲み込まれ、影かげになり、灰になる。爆風が顔を撫なで、髪の先を焼いてすえた臭においを漂ただよわせた。

　呆ぼう然ぜんと、ヴェリウスたちは燃える亡なき骸がらを眺ながめる。

「……っ！　か、構えよ！」

　号令が飛び、魔導師団がリグローザを取り囲んだ。すぐさま臨戦態勢に入ったのは称しよう賛さんに値あたいする。だが、同時に愚おろかなことでもあった。リグローザの口元が凶きよう暴ぼうに歪ゆがみ、笑う。獲え物ものを狙う狩かりゆ人うどの笑みを、ヴェリウスは見み逃のがさなかった。

　攻こう撃げき魔ま法ほうの詠えい唱しようが始まるや否いなや、リグローザの炎が牙きばを剝むく。

「な、何をしておるか、リグローザ！」

　うろたえるルーゴゥを尻しり目めに、リグローザは一帯を蹂じゆう躙りんした。獣けもののように飛びかかり、かと思えば、手の先から紅ぐ蓮れんの炎を放つ。片や首を切られ、片や降り注ぐ炎の柱に吞のまれ、死体ばかりが増えていく。

　ヴェリウスの目にも動きが追えない。それは戦いでもなく、一方的な殺さつ戮りくだった。

「導師、導師！　お助けください！」

「熱い！　あああ、体が燃えるっ!!」

「うわ…………うわあああああああああああああああああああっっ!!」

　魔導師たちが恐きよう慌こうをきたす。騎士が、兵士が、雑用に駆り出された使用人が、我先に逃げ出した。そこに轟ごう音おんと共に炎ほのおが襲う。一人が火だるまになり、一人が炎に体を両断され、共に果てた。

　絶ぜつ叫きようと悲鳴をかき消して、炎はすべてを飲み込んでいく。肉の焼ける異い臭しゆうが充じゆう満まんし、火球が直ちよく撃げきした大樹は爆ばく音おんと共に砕くだけ散った。荷馬車は横よこ倒だおしになって炎えん上じようし、馬が散り散りに逃げていく。

　断だん末まつ魔まの叫さけびが立て続けに上がり、やがてその数が減っていく。業ごう火かに包まれた森は、もはやこの世の光景とは思えなかった。すべてが燃え、灰かい燼じんに帰していく中、リグローザが悠ゆう然ぜんと佇たたずむ。

「この程度か」

　自らの手を見つめ、彼はさも不満そうに吐はき捨てた。

「き、貴様！　なぜ、なぜ動ける!?」

　ルーゴゥが再び印を結んだ。リグローザの胸の呪符に向け、怒ど鳴なりつけるように呪じゆ文もんを唱える。

「ワシの命に従え！　リグローザ！」

　燃え盛る森を背に、リグローザは小さく鼻を鳴らした。そして、無造作に呪符を引き千切る。ルーゴゥが渾こん身しんの魔ま力りよくを込めた魔法は、あえなく灰になった。

「従属の法だと言ったな。子供の遊びかと思ったぞ」

　口の端はしを持ち上げ、リグローザが歩き出した。一歩、一歩、雪の消えた地面を踏ふみしめて近づいてくる。ルーゴゥが裏返った声で何度も呪文をくり返した。

「よ、よせっ！　来るなっ!!」

　リグローザの足は止まらない。ついにルーゴゥの精神が限界を迎むかえた。わずかに後ずさり、身を翻ひるがえす。

　リグローザが一つ、指を鳴らした。

「ひぎゃああああああああああああっっ!!」

　炎に包まれたルーゴゥがけたたましい悲鳴を上げる。土の上を前後なく転げ回り、必死に火を消そうとした。が、炎はむしろ勢いを増し、脂あぶらにまみれた体を消し炭に変えていく。耳を破らんばかりの悲鳴が奇き妙みような音になり、弱まり、しぼむように消えていく。

　後には鼻の曲がるような臭いと、黒くろ焦こげの塊かたまりだけが残された。

「お前で最後だな」

　リグローザが振り返る。目が合い、反射的にヴェリウスは腰に手を伸のばした。しかし、指が震ふるえて剣けんをつかめない。それどころか、尻しり餅もちをついたまま立つこともままならなかった。

　近この衛え騎士の剣など、この化け物の前では飾かざりにもならない。勝てない。殺される。絶望的な思いが渦うず巻まいた。顎あごががくがくと震え、嚙かみ合わない歯がカチカチと音を立てる。

　リグローザは品定めでもするかのように、ヴェリウスの顔を覗のぞき込んだ。

「一応、剣は使えるな。……我が慢まんしておくか」

　言うなり、ヴェリウスは襟えり首くびをつかまれて体ごと持ち上げられた。

　声にならない悲鳴を上げる。至近距きよ離りだ。剣を一ひと突つきすれば倒たおせる。なのに、手が動かない。戦おうという考えすら湧わかない。

　真しん紅くの瞳ひとみが、血の気を失ったヴェリウスの顔を映し込む。

「お前、負けたな」

　心の奥底をわしづかみにされた気がして、ヴェリウスは息を吞んだ。吸い寄せられるように、リグローザから目が離はなせなくなる。リグローザの視線は、ヴェリウスの内面をさらに深く抉えぐり出した。

「近い過去だ。誰だれかに負けた。よほどの屈くつ辱じよくだったと見えるな。復ふく讐しゆうの念が燃えたぎっている」

　記き憶おくの中からセロの姿が引きずり出される。リグローザの凶きよう悪あくさ、フェニックスという途と方ほうもない存在、そして心の内側をさらけ出される感覚。種類の異なる恐怖が次々に襲おそい、ヴェリウスの頭を混乱させる。

「力を貸してやろうか？」

「な、なに……？」

「我がお前に力を貸してやろうか、と言った。復讐の手助けをしてやろう。少しお前の体を使わせてもらうがな」

　圧あつ倒とう的てきな恐怖と屈辱。二つに支配されたヴェリウスの思考は、もはやまともに働かなかった。

　リグローザの言葉の意味は半分も理解できない。震える口からは、ただ上ずった声がこぼれ出た。

「そうすれば、俺を殺さないのか……？」

「力を貸す相手を殺してどうする」

「ヤツにも勝てるのか……？」

「誰にでも勝てるさ」

　リグローザの言葉は、甘い麻ま薬やくのようにヴェリウスの頭を痺しびれさせた。一刻も早くこの恐怖から逃のがれたい。その一心で、壊こわれた人形のようにヴェリウスは何度もうなずく。

「契けい約やく成立だな」

　それは、死ぬことのない死神の笑みだった。

　リグローザがヴェリウスの顔をわしづかみにする。空いた手は自分の左胸に当てた。次の瞬しゆん間かん、リグローザの体は炎と化し、顔面からヴェリウスの中へと吸い込まれた。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああっっっっ!!」

　絶叫が樹き々ぎの間に響き渡わたった。

　胸と喉のどをかきむしり、ヴェリウスは地面の上をのたうち回る。心臓を直じかに炙あぶられているような激痛が絶え間なく続き、ほどなく彼は白目を剝いた。それでも痛みは消えない。

　舌が飛び出し、涙なみだと唾だ液えきがこぼれ落ち、全身が激しく痙けい攣れんする。頭の中が真っ白になり、続いて真っ暗になり、再び白く染まって──そこで、ヴェリウスの意識は途と絶だえた。

「────ん？　なんだ、死んだか」

　むくりと起き上がったヴェリウスは、なにごともなかったかのように呟つぶやいた。体をはたき、土を落とす。直前までとは違ちがう、自然で無理のない動作だ。あれほど苦しんでいたのが噓うそのようだった。

　いや、実際に噓かもしれない。ヴェリウスが受けた痛みは、リグローザには伝わってこないからだ。今、こうして体を動かしても不調は感じない。

　そう──リグローザにとって、ヴェリウスは健常な肉体でしかなかった。

　ヴェリウスの意思も意識も、すでにない。完全に消しよう滅めつし、体はリグローザのものになっている。

　ヴェリウスの体の持ち主は、リグローザに替かわったのだ。

「〈共命覚かく醒せい〉に耐たえられる器うつわではなかったか。まあいい。これはこれで使える」

　拳こぶしを握にぎっては開き、感覚をたしかめる。数百年ぶりの人間の体は、悪くなかった。リグローザの前では恐きよう怖ふで何もできなかった情けない男だが、戦士としては人並みに鍛きたえていたようだ。

　剣を抜ぬき、手近な死体に突つき立てる。切っ先から炎が上がって、醜しゆう悪あくな魔ま導どう師しだった炭の塊を灰に変えた。灰は風に流れ、痕こん跡せきすらも消え失うせる。魔力も問題なく解放できた。

　器は手に入った。あとはリグローザ自身を万ばん全ぜんの状態に戻すだけだ。忌いま々いましい封ふう印いんのおかげで、まだ力が戻り切っていない。

　この程度の数の人間の生命力では、まだまだ足りなかった。

「さて……」

　リグローザは額に指を当て、意識を集中させた。火と生命の化け身しんであり、不死の体を持つフェニックスは、あらゆる命の存在に敏びん感かんだ。どこにどんな生き物がいるか、直感的に知ることができる。

　小動物や植物に用はない。リグローザが力を取り戻もどすには、人間を見つけるのが最も確実だ。そのほうが気分も晴れる。

　崇すう高こうなるフェニックスに刃やいばを向け、長く封ふうじた人間たちに、再び世界の支配者の存在を思い知らせてやらなければならない。

「ん……？　ほう。おもしろい連中がいるじゃないか」

　お目当てを見つけて、リグローザの口元が緩ゆるんだ。少し行ったところに、数百人もの人間が一堂に会している。充じゆう分ぶんすぎる獲物だ。

「おあつらえ向きだな」

　歯を剝き出し、舌なめずりをすると、リグローザは背中に力を込めた。噴ふき出した炎が翼つばさとなって広がり、リグローザを天に導く。

　黒こく煙えんたなびく灰色の空へ。二百年のときを経てよみがえった不死鳥は、再び高く舞まい上がった。
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　雪原の向こうには飛ひ竜りゆうの軍旗がはためいている。ザーフレイ帝てい国こくの紋もん章しようだ。アルフェンドラの将軍バルゼーはそれを苦々しげににらんでいた。

　戦局は芳かんばしくない。ザーフレイの進軍は想定した以上に激しく、素す早ばやかった。増ぞう援えんの要よう請せいはしているが、もたもたしていると国境を突とつ破ぱされかねない。

　今はまだ小こ競ぜり合いで済んでいる。しかし、全面衝しよう突とつになったらどうなるか。王都エルクドから離れたこんな場所で死ぬのは、バルゼーとしては御ご免めんだった。

「後任を寄よ越こせと何度も言っているだろうに」

　口くち癖ぐせになった愚ぐ痴ちがこぼれ出る。宰さい相しようや大臣にも再三にわたってかけ合っているが、色いろ好よい返事はない。日々、焦あせりと苛いら立だちが募つのるばかりだ。誰でもいいから、このじりじりとした状じよう況きようを打破してもらいたかった。

　兵士たちにも疲ひ労ろうと不満が蓄ちく積せきされつつある。小さな砦とりでに押し込められて、日夜、神経を尖とがらせているのだ。いつ爆ばく発はつするかもしれない。

　いっそのこと、こちらから攻せめかけてやろうか。待機中の軍勢を見ながら、バルゼーはそんなことを思った。もちろん、そのつもりはないのだが、やけになりたくもなる。今日も酒をあおって眠ねむることになりそうだ。

「将軍閣下！」

「なんだ。騒さわがしい」

　伝令の兵士に不ふ機き嫌げんな顔を向ける。どうせたいした報告ではないのだ。聞かされるほうの身にもなってもらいたい。

　兵士は律りち儀ぎに敬礼し、職務を果たす。

「王都エルクドより使者が到とう着ちやくするとのことです」

「なに！　馬ば鹿か者もの、それを早く言わんか！」

　一転、バルゼーは上じよう機き嫌げんになって兵士の肩かたを叩たたいた。てっきり見張りからの「敵に動きはない」というお決まりの文句かと思ったが、そういうことなら話は別だ。エルクドからの使者ということは、バルゼーの要請に返事があるのだろう。

　今度こそ後任を寄越すに違いない。いや、そうだと言うまで帰さない。年とし甲斐がいもなく軽い足取りで、バルゼーは中庭に出た。

「待たせおってからに」

　砦を揺ゆるがす轟ごう音おんが響ひびき渡ったのは、まさにそのときだった。

　城門で爆ばく炎えんが上がり、兵士たちが吹ふき飛ばされる。呆あつ気けに取られたバルゼーを熱風が襲った。夏にも吹かない熱い風が、外がい套とうを大きくはためかせる。黒煙が立ち上り、兵士たちが騒そう然ぜんとなって集まってきた。

「なにごとだ！」

　さすがに目の前でこんなことが起きて、放ほうっておくわけにもいかない。城門に向かうと、要領を得ない言葉が次々と飛んできた。

「将軍閣下！　人が、空から！」

「飛んできたのです！　そして爆発が」

「背に炎ほのおの翼がありました！」

　よほど動どう揺ようしているのか、兵士たちは口々に勝手なことをわめき立てる。埒らちが明かず、バルゼーは人ひと垣がきを押しのけた。

　砦の城門は上のやぐらごと破は壊かいされている。黒煙の下には雪と瓦が礫れきが吹き飛ばされた大きな跡あとがあった。

　そこに一人の男が立っている。

「……？　近衛騎き士し？」

　眉まゆをひそめたバルゼーが見たのは、アルフェンドラの近衛騎士だった。顔は陰かげになってよくわからないが、甲かつ冑ちゆうに見覚えがある。しかも、それが返り血で汚よごれていた。

　まさか、これが本国からの使者なのだろうか。バルゼーは困こん惑わくしながら問いかけた。

「アルフェンドラの騎士か？　名は？」

　誰すい何かの声に、近この衛え騎士はじろりと視線を返した。言い知れぬ迫はく力りよくに、兵士たちの間からざわめきが起こる。バルゼーも背中が寒くなるのを感じた。

　普ふ段だんなら無礼を咎とがめるところだが、そんな気にならない。心臓をつかまれたような、冷たい感覚が言葉を詰つまらせる。

　騎士は低い声で答えた。

「我が名はリグローザ。貴様らの命をもらいに来た。感謝しろ」

　聞こえると同時に、バルゼーの横にいた兵士の体がなんの前まえ触ぶれもなく炎に包まれた。

　一いつ瞬しゆん後、凄すさまじい絶ぜつ叫きようが上がって全員が我に返る。

「ぎゃあああああああっ!!」

「う、うわ！」

「なんだ！　魔ま法ほうか!?」

　あわてふためきながら、兵士たちが剣けんや槍やりを手に取った。バルゼーも剣を抜く。

「き、貴様！　何者だ！」

「さっき言っただろう。いつの世も人間というのは愚おろかな連中だな」

　リグローザと名乗った騎士は堂々と歩き出した。近衛騎士の姿をしているが、少なくとも味方ではない。確信し、バルゼーは叫さけぶ。

「かかれっ！」

　雄お叫たけびを上げて兵士が突とつ撃げきする。突き出された槍をリグローザの剣がはじいた。続いて斬きりかかった兵士はすれ違いざまに首を刎はねられる。鮮せん血けつが噴き上がり、倒たおれた体と飛んだ首が炎に包まれた。

　凄せい惨さんな光景に兵士たちがたじろぐ。

「馬鹿者！　数で攻めろ！　囲め！」

　バルゼーは大声で指示を出した。さすがに近衛騎士と言うべきか、リグローザの動きは洗練されていて速い。一対一では、並の兵士では太刀たち打うちできない。

　だが、いくらなんでも多勢に無勢だ。取り囲んでしまえば何もできないだろう。相手の得物は剣。槍を並べれば間合いもこちらが勝まさる。

「突け！」

　号令と共に槍やり衾ぶすまがリグローザを襲おそう。数本ははじかれ、あるいはかわされたが、無む駄だなあがきだ。休みなくくり出される穂ほ先さきは、ほどなくリグローザを捉とらえた。脇わき腹ばらを抉えぐり、肩に突き刺ささり、動きが鈍にぶったところを兵士たちが一気に攻め立てる。

　全身に槍を突き立てられ、リグローザは雪の上に倒れ伏ふした。

「なんなのだ、こやつは」

　バルゼーは気味の悪さに身み震ぶるいした。

　近衛騎士でありながら、怪あやしげな魔法を使う。そうかと思えば大人数に策もなく戦いを挑いどみ、あっさりと死んだ。空から飛来したというが、その方法もわからなければ、不ふ遜そんな口ぶりの理由もわからない。

　いったい何だったのだろうか。

「念のためだ。死体を回収しろ」

　魔導師団にでも調べてもらえば、何かわかるかもしれない。バルゼーにできることはそれくらいだった。奇き妙みような騒そう動どうだったが、これで終わりだろう。

　剣を納めかけたとき、バルゼーの耳に聞き覚えのある声が届く。

「ふう。久しぶりに傷を負ったな。まあ、悪くない感覚だ」

　途と端たん、リグローザの周りにいた十人ほどの体が燃え上がった。異い臭しゆうが鼻を突き、断だん末まつ魔まの叫びが耳を突き抜ける。火だるまになった兵士が次々に倒れ、そのまま動かなくなった。

　それとは逆に、炎に包まれながら立ち上がる影かげがある。

「馬鹿な！　生きているのか!?」

　驚きよう愕がくしながら、バルゼーは再び剣を取った。浮うき足立った兵士たちを叱しつ咤たし、隊列を組ませる。しかし、バルゼーを含ふくめ、全員の顔が青ざめていた。

　燃え盛る炎の中心からリグローザが姿を現す。つい先ほど、全身を貫つらぬかれたはずだ。地面に流れた血はどう考えても死に至る量で、誰だれが見てもリグローザは死んでいた。

　それなのに彼は歩いている。

「貴様らごときに我は殺せん」

　リグローザは不敵に笑い、はっきりとしゃべった。いまだに胴どうを包むようにして燃えていた炎が風に吹かれて消える。バルゼーは目を剝むいた。炎の下から現れたリグローザの体は、傷がきれいに消えていたのだ。

「な、治った!?」

「そんな馬鹿な！」

　同じ光景を目にした兵士たちの間から悲鳴じみた声が上がる。そのうちの数人が、またもや炎の中に没ぼつした。混乱の中、リグローザだけが笑い声を上げる。

「どうした？　そのまま焼かれて死ぬか？」

「重装歩兵、前へ出ろ！」

　リグローザを無視して、バルゼーは声を張り上げた。全身を武装で固めた重装備の兵を集める。

　彼らが持つのは金属製の棍こん棒ぼうや鎖くさりのついた鉄球だ。斬ってダメなら叩き潰つぶす。どんな魔法か知らないが、全身を潰されても使えることはない。

「全員でかかれ！　とどめを刺すまで手を緩めるな！」

　多少は焼き殺され、斬り倒されたが、数ではまだこちらが圧あつ倒とう的てきに勝るのだ。抵てい抗こうの余地は与あたえない。

　鎖につながれた鉄球が唸うなりを上げ、リグローザの側頭部を直ちよく撃げきした。ごぎゅんっ、と鈍い音がして首が折れ曲がる。反対側に棍棒が叩きつけられ、頭の半分が肉にく片へんとなって飛び散った。

　兵士たちは手を止めない。自らを奮い立たせるためか、大声を上げながらリグローザに殺さつ到とうした。剣が、槍が、立て続けにその体に突つき刺さる。血が噴ふき出し、肉が飛び散り、手足がもげてリグローザは血だまりに沈しずんだ。

　兵士たちの荒あらい呼吸が聞こえる。目を背そむけたくなるような惨さん劇げきだった。もはや死体と言うのもはばかられるような有り様でリグローザは転がっている。体の半分以上が潰れ、首から上はなくなっていた。

　バルゼーは長い息を吐はき出す。

「今度こそ殺したな」

「はい。これで生きていれば、ただの化け物か──」

　どさっ。

　言葉の途と中ちゆうで重い音がした。隣となりにいたはずの参さん謀ぼうが雪に突っ伏ぷし、動かない。と思う間もなく、その体は炎に包まれた。時を同じくして、轟音とともに無数の火柱が上がる。熱風が大気を焦こがし、砦とりではあっという間に業ごう火かに包まれた。

　アルフェンドラ軍は恐きよう慌こう状態に陥おちいった。消火を試みて水を撒まく者がいたが、炎は一向に消えない。一つ、また一つと炭になった兵士が倒れていく。燃えたまま転げ回る者や、新たに燃え上がる者が後を絶たず、狂きよう乱らんは砦全体に広がった。

　バルゼーは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。その前で、血だまりの中から人の形をした炎が立ち上がる。腕うでは千切れ、脚あしはあらぬ方向に曲がり、胸からはおびただしい出血をしていた。だが、その体は少しずつ均整を取り戻もどし、あるべき姿に戻っていく。

　血が止まり、失った四し肢しはよみがえり、砕くだけたはずの顔が歪ゆがんだ笑えみを浮かべてバルゼーを見た。

「──終しまいか？」

　獣けもののようなけたたましい叫びが肌はだを震ふるわせた。それが自分の喉のどから発せられた声だとは、バルゼー自身も気がつかなかった。

「ふれるな！　燃やされるぞ！」

「助けて、助けてくれ！」

「弓兵！　火矢を用意しろ！」

「馬を持ってこい！　轢ひき殺せ！」

「じゃまだ！　どけえっ!!」

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中に怒ど号ごうと悲鳴が飛び交かう。果か敢かんにも斬りかかった兵士が返り討うちにされ、逃にげようとした兵士は火だるまになって転がる。飛来した矢を受けても、馬の引く丸太に轢かれても、そのたびにリグローザは立ち上がった。

「死なない！　こいつは死なないんだっ!!」

　誰かの叫びが真実を言い当てていた。リグローザは死なない。どんなことをしても殺すことができない。何度でもよみがえり、そのたびに人々は炎に襲われて燃え尽きる。

　まるで彼らの命を代だい償しように、リグローザの傷を癒いやしているかのようだった。

　業火は大地を焼き、もうもうたる煙けむりを立ち上らせる。アルフェンドラ軍は壊かい滅めつした。砦の中は戦場よりも凄惨だ。建物は残らず焼け落ち、地面の至るところが真っ黒に焦げている。焼け跡なのか死体なのか、もはや判別できないほどに。

「ようやく力が戻ったな。少しは感謝してやろう」

　バルゼーの首をリグローザがつかむ。その背中から炎が噴き出し、翼つばさのように広がった。

　すでにバルゼーには抵抗する気力すらない。指揮官である将軍の危機に駆かけつける者も、もはや誰もいなかった。

「お、お前はいったい……！」

「我はフェニックス。万ばん物ぶつの命を喰くらい、その上に立つ不死なる者。人間ごときに殺すことは能あたわぬ」

　バルゼーの中でさまざまな話が一気につながった。宮きゆう廷てい魔ま導どう師しルーゴゥが中心に進めていたという計画。フェニックスの復活は成功したのだ。

　だが、それがそのまま仇あだになった。フェニックスは人間の敵だ。二百年前、世界を滅ほろぼしかけた悲劇をくり返す形で、聖戦士ルナムの鍵かぎは開かれた。

　彼らの前に、人間など無力だった。たかだか数百の軍勢など、その体を再生させる血肉にしかならない。バルゼーが思い知らされたのは残ざん酷こくな現実だった。

「我が身の一部となることを光栄に思え。では、さらばだ」

　リグローザがにたりと笑う。再び世界を破は滅めつに導くであろう存在の姿と、自分の体の燃える感覚が、バルゼーの最さい期ごの記き憶おくとなった。
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　騎き士し団だん隊舎の前には、すでに人だかりができていた。

「さすがに物々しいな」

　ひりつくような空気を感じ、セロは顔を引き締しめる。集まった騎士たちは、全員が武装していた。国境に詰つめる守備隊から増ぞう援えん要よう請せいがあり、招集されたためだ。

　アルフェンドラの国境線は、ここのところ不ふ穏おんな動きが続いていた。隣りん国ごくザーフレイの軍旗がたびたび目もく撃げきされ、緊きん張ちようが高まっている。

　近年、新たな皇こう帝ていを迎むかえたザーフレイは急速にその勢力を拡大した。アルフェンドラはその矢や面おもてに立たされ、大規模な戦火を交えるには至らないものの、牽けん制せいのし合いが続いている。

　そして、とうとう増ぞう援えんが派は遣けんされることになったのだ。

　増援部隊の指揮はセロが執とることになっている。名目上は指揮官という大任だ。

「どうせ厄やつ介かい払ばらいだろうがな」

　王宮のほうを振ふり返り、セロは小さく毒づいた。

　通常、近この衛え騎士が国境警備の任務に就つくことはない。王宮に詰め、王族の警護に努めるのが本来の役目だからだ。

　それにもかかわらず、セロが指揮官に任命されたのは、理由をつけて王宮から引き離はなすためだろう。どこぞの王子に、誰かが要いらない入れ知ぢ恵えでもしたのかもしれない。セロはもう気にしないことにした。

　シャロンのことはイリアに頼たのんである。武術の心得があると言うので、何度か手を合わせてみたが、彼女もかなりの腕うで前まえだった。騎士団に入っても遜そん色しよくない働きができるくらいだ。

　シャロン自身も充じゆう分ぶんに強い。セロがいなくても、めったなことはないはずだ。

　とはいえ、あまり長く留守にするわけにもいかない。シャロンにも「早く帰ってきてね」と言われてしまった。国境の様子にもよるが、さっさと片づけてしまいたいのが本音だ。

　そろそろハインデルからの訓示がある。セロは騎士たちの先頭に向かった。と、そこで見覚えのある顔を見かける。

「ヴェリウス？」

　フェニックスに関する調査とやらでルーゴゥや魔ま導どう師し団だんに同行したはずのヴェリウスが戻ってきていた。増援部隊を眺ながめながら歩き回っている。

　ヴェリウスこそ、こんな任務に参加して王宮を離れることはない。セロは彼が部隊に加わるとも、ルーゴゥたちが戻ってきたとも聞いていなかった。

「ヴェリウス。こんなところで何をしている。ルーゴゥ導師や魔導師団はどうした」

「ああ、それがな」

　声をかけると、ヴェリウスは自然な調子で応じた。そこにセロは違い和わ感かんを覚える。

　あの決けつ闘とう以来、ヴェリウスはあからさまにセロを無視していた。そうでなくても日ひ頃ごろから険悪で、世間話をするような仲でもない。それが騎士団の他ほかの同どう僚りようと同じように話しかけてくる。

「なんだ。どうかしたか？」

　訝いぶかしげな顔をしていると、ヴェリウスのほうから尋たずねてきた。ますます妙みようだ。こんな親しげな話し方をされたことなど一度もない。

　問い質ただそうとしたとき、王宮内に警けい鐘しようの音が鳴り響ひびいた。

「急報！」

　ざわりと緊張が走る。この鐘かねはエルクドが有事に見み舞まわれた際に鳴らされるものだ。セロの知る限り、訓練以外で使われたことはない。もちろん、これが訓練だという報しらせもなかった。

　鐘の音にかぶせて緊きん迫ぱくした声が飛んでくる。

「王都に軍勢が迫せまっている！　飛ひ竜りゆうの軍旗！　ザーフレイだ！」

　広場の空気が凍こおりついた。

　想定外の事態だ。ザーフレイ軍が見える位置まで来たということは、国境はすでに突とつ破ぱされたことになる。

「なんだ。早かったな」

「え？」

「っ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、セロは身をかがめてその一いち撃げきをかわした。憐あわれにも隣にいた騎士の首が飛び、噴き出した血が石いし畳だたみを染める。力を失った体が倒たおれ、地面に打ちつけられた甲かつ冑ちゆうが大きな音を立てた。

　返り血に染まった顔で、ヴェリウスが大きく舌なめずりをする。

「次に死ぬのはどいつだ？」

「何のつもりだ、ヴェリウス！」

　セロは剣けんを抜ぬき放った。周りの騎士たちが呼応し、すぐさまヴェリウスを取り囲む。血に濡ぬれた剣を担かつぎ、ヴェリウスは左右を見た。

　仲間を斬きったことへの罪悪感は微み塵じんも感じられない。

「報告します！　国境守備隊は壊滅！　ヴェリウス卿きようが乱心し、バルゼー将軍以下を斬ざん殺さつした後、砦に火を放ったとのことです！」

　後方からの伝令に騎士たちがざわめいた。視線がヴェリウスに集中する。それでもヴェリウスは動じない。

　セロの目が、自然に険しくなった。

「どういうことだ？」

「さあな。聞いた通りではないか？　しかし、あの場から逃げ延のびたヤツがいたか。殺し損そこねるとは、我も甘い」

　言うなり、ヴェリウスの剣が唸うなりを上げた。正面にいたセロが受け止める。その隙すきを突ついて仲間たちが斬りかかった。

　事情はつかめない。だが、まずは敵を仕留めることが先だ。こういう場面でも体が動くように騎士団は訓練を積んでいる。

　いくらヴェリウスでも、この人数を一度に相手にするのは愚ぐ策さくに過ぎた。いくらかの抵てい抗こうをするものの、すぐに一人の剣が足を捉とらえる。膝ひざをついたところに切っ先が集中し、ヴェリウスの動きは封ふうじられた。

「捕ほ縛ばくしろ」

　セロの指示を受け、縄なわが用意される。何のつもりだろうか。セロはヴェリウスの意図を量りかねた。こんなところで剣を抜いても、すぐに捕つかまることぐらいわかるはずだ。

　そもそも、なぜ騎士団に刃やいばを向けたのか。仲間を手にかけた以上、厳しい処しよ罰ばつは免まぬかれない。これほど多くの目撃者がいてはもみ消すことも不可能だ。

　ヴェリウスはうつむいたまま呟つぶやいた。

「多少慣れたが、まだ体の勝手がよくわからんな」

「……？　う、うわあああっ!!」

　突とつ然ぜん、悲鳴が上がった。ヴェリウスに斬りつけた騎士の体がひとりでに燃え上がったのだ。咄とつ嗟さに仲間たちが外がい套とうをかぶせ、地面に転がす。しかし、火の勢いは衰おとろえず、絶ぜつ叫きようはそのまま断だん末まつ魔まの叫さけびに変わった。

　肉の焦こげる異い臭しゆうが立ち込め、一同に動どう揺ようが走る。

「な、何だ!?」

「何だ、はなかろう」

「！　動くな！」

　警告を無視してヴェリウスは立ち上がった。平然と剣を構え、足を持ち上げる。痛みを感じないのか、斬りつけられたはずの足で地面を踏ふみしめ、具合をたしかめていた。

「斬れ！」

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよの後、騎士たちが表情を硬かたくして剣を振りかざした。もはや穏おん便びんに取り押さえる必要はない。それほど危険な敵だと全員が判断し、即そく座ざに行動に移す。

　ヴェリウスが迎え撃うつ。その動きは俊しゆん敏びんで、足さばきも無む駄だがない。負傷しているようには見えず、何人かが返り討うちに遭あった。

「やあああああああっ!!」

　一人が決死の覚かく悟ごで突とつ進しんし、ヴェリウスの脇わき腹ばらを深々と貫つらぬいた。血ち飛沫しぶきが舞まい、刃は胴どうを突き抜ける。

　いくらなんでも、これで生きていられるはずがない。だが、ヴェリウスは苦く悶もんの表情を浮うかべることもなく、勇ゆう敢かんな騎士の顔面をわしづかみにした。

　次の瞬しゆん間かん、騎士の体が激しく燃え上がる。

「っ!?　ぐああああああああああっっ!!」

　悲鳴と哄こう笑しようがこだまする。片手に騎士をつかんだまま、ヴェリウスは突き立てられた剣を引き抜いた。傷口から血とともに炎ほのおがあふれ出す。体の一部を燃やしながら、ヴェリウスは声一つ上げない。

　無造作に投げ捨てられた騎士が燃え尽つき、物言わぬ消し炭と化す。異臭と煙けむりが漂ただよい、戦せん慄りつが場を駆かけ抜けた。ヴェリウスの体についた火も消えている。その下の傷口は、跡あと形かたもなくふさがっていた。

「貴様らが再生の火、浄じよう化かの炎などと形容するものだ。光栄に思え。我の傷を癒いやす糧かてとなることをな」

　セロの背筋がぞくりと粟あわ立だった。

　何かが根本的におかしい。姿はヴェリウスだが、まるで別人だ。すでに何度も重傷を負わせているのに、なぜヴェリウスは立ち上がり、平然と動くことができるのか。こんな得体の知れない魔ま法ほうを操あやつるなど、聞いたこともない。

「よせ、戦うな！」

　そこに鋭するどい声が響き渡わたった。

　向かいの建物からイリアが身を乗り出す。言葉でセロたちを制すると、彼女は窓から身を躍おどらせた。三階の高さから危なげなく着地し、こちらに駆けてくる。

「そいつはフェニックスだ！　傷つけるだけ不利になる。剣を引け！」

　騎士たちの顔に疑ぎ問もん符ふが並ぶ。イリアはその間を抜けてセロの横に立った。奥歯を嚙かみ締め、射い貫ぬくような視線でヴェリウスを見み据すえる。

「貴様……その魔ま力りよくの波動、リグローザか！」

「イリア……！　久しいな」

　ヴェリウスの顔に歪ゆがんだ笑えみが浮かぶ。気配が変わり、空気が震ふるえた。それまでなかった強きよう烈れつな敵意と殺意があふれ出す。

　陽炎かげろうが立ち上り、ヴェリウスの姿が一いつ瞬しゆん揺ゆらいだ。直後、その体から炎が噴ふき出す。それは中空で人の形を取ってまとまり、若い男の姿に転じてヴェリウスの横に降り立った。

「誰だれだ……？」

　見覚えのない人物だ。逆立つ髪かみも、眇すがめられた眼まな差ざしも火のように赤い。顔立ちは野性的で、どこか粗そ暴ぼうな印象を与あたえる。こんな男は、今までどこにもいなかった。セロの目がたしかなら、ヴェリウスの中から現れたことになる。

「知り合いか、イリア」

「ああ。腹立たしいことにな。奴やつの名はリグローザ。フェニックスだ」

　端たん的てきに言って、イリアは騎き士したちを遠ざけた。

「下がれ！　お前たちが敵かなう相手ではない」

　事情が吞のみ込めずに困こん惑わくしていた騎士団だったが、イリアの声が切せつ迫ぱくしていることには気づいたようだ。じりじりと後ずさり、セロたちを遠巻きにする。その間も、イリアはリグローザから目を離はなさない。

「何をしに来た、リグローザ。いや、その前になぜよみがえった。お前の力で〈ルナムの鍵かぎ〉を開くことはできないはずだ」

「どこぞの魔導師が、わざわざその鍵を開けてくれたのさ。すでに死し骸がいになって消えたがな。人間のわりには役に立ったぞ」

　リグローザは顎あごで郊こう外がいを示した。そちらには深い森が広がっている。数日前、ルーゴゥ率いる魔ま導どう師し団だんとヴェリウスが向かった方角だ。

「リグローザと言ったな。本当にお前がフェニックスなのか」

「これだけ我が力を見せてやって、なお疑うか。それとも無知なだけか？」

　リグローザが嘲ちよう笑しようを浮かべる。セロの頰ほおを汗あせが伝った。察するに、ルーゴゥがリグローザを復活させたのだろう。フェニックス復活という大目標は達せられたのだ。

　その後の想像もつく。リグローザは敵となり、ルーゴゥたちに襲おそいかかった。魔導師団は全ぜん滅めつ。国境の守備隊も同じだ。フェニックスを相手に、彼らが敵うはずもない。

　そんな中で、なぜかヴェリウスだけが、リグローザと共に戻もどってきた。

「お前が皆みなを手にかけたのか、ヴェリウス。なぜリグローザに従う！　答えろ！」

　セロはリグローザの横に立つヴェリウスに向かって声を張り上げた。返事はない。ヴェリウスは口を半開きにし、虚うつろな目をしたまま立ち尽くしている。

「ヴェリウスとはこの男のことだな。べつに意味はないが、名めい誉よのために言っておいてやろう。こいつは何もしていない。いや、できなかったと言うほうが正しいか」

　リグローザの手がヴェリウスの頰を張った。パン、と乾かわいた音が響く。プライドの高いヴェリウスがこんな扱あつかいを受けて黙だまっているはずがない。なのに、その体はぴくりとも動かなかった。

「これはすでに我が器うつわに過ぎん。あきらめろ。こいつはもう死んだ。我が抜ければ、ただの死体だ」

　冷れい酷こくな宣告が下される。たしかに、ヴェリウスからはまるで生気が感じられない。人形が立っているようだ。

　リグローザの言葉を借りれば、死体か。セロは戦慄した。

「死体を器とする、だと……」

「それもフェニックスの力の一いつ端たんだ。セロ。気の毒だが、奴の言っていることは事実。ヴェリウスはすでに死んでいる」

　うめくセロに、イリアが答えた。淡たん々たんとした口ぶりがずしりと重い。

　ヴェリウスとは良好な関係とは言い難がたかった。それでも死んだとなれば、憐れん憫びんの情は湧わく。死してなお、その体をいいように使われているなら、なおのことだ。

　戦士の誇ほこりを踏みにじる行こう為いに、セロはリグローザを強くにらみつけた。だが、向こうはセロなど眼中になかった。

「しかし、こんなところで再会するとはな。裏切りの女王イリアよ」

　リグローザがイリアに指を突きつける。イリアは厳しい表情を崩くずさない。

　二人の間に見えない火花が飛び散った。

「人間などに加担した愚おろか者よ。あげく、貴様だけがのうのうと生き延びた。イリア。同どう胞ほうの恥はじさらしめ。今なお、人間どもと馴なれ合うか。弁解の一つでもしてみるがいい」

「何もないな。お前などに理解してもらう必要もない」

　怨えん嗟さの声を、イリアはにべもなくはねつける。リグローザが声を殺して笑った。その目は少しも笑っていない。宿る光が怒いかりから憤ふん怒ぬ、そして殺意へと変わる。

「ならば積年の恨うらみ、晴らさせてもらおうか！」

　リグローザの姿が炎に戻り、ヴェリウスの体に吸い込まれた。本能的に危険を察知し、セロは双そう剣けんを抜ぬき放つ。イリアが落ちていた剣を拾い上げ、リグローザに斬きりかかった。

　金属音がこだまする。イリアの剣は、刃が届く寸前で壁かべにぶつかったようにはね返された。再び動き出したヴェリウス──いや、リグローザのかざした手に魔力が凝ぎよう縮しゆくされ、イリアの一いち撃げきを押し戻したのだ。

　リグローザの背中から炎が噴き出し、翼つばさとなった。体が宙に浮き、突き出された手には新たな炎が生じる。

「死ね！」

「セロ！　避よけろ！」

　叫さけび声が交こう錯さくし、セロは反射的に身を投げ出した。直後、一帯を紅ぐ蓮れんの炎が蹂じゆう躙りんし、熱波と轟ごう音おんが頭上を駆け抜ける。放射状に放たれた火か炎えんの渦うずは騎士たちをなぎ倒たおし、隊舎や周囲の建物を直ちよく撃げきして大だい爆ばく発はつを起こした。

　轟音が王宮を揺ゆるがす。半はん壊かいした隊舎から火の手が上がり、瞬またたく間に燃え広がった。焦げた臭においが鼻をつき、煙で視界が霞かすむ。振ふり返れば、立っている騎士は半分もいなかった。

　辺りには負傷者が山を成し、うめき声を上げている。難を逃のがれた者たちも、残らず腰こしが引けていた。立ち尽くす者、へたり込む者、頭を抱かかえてうずくまる者。皆、フェニックスの力を目まの当たりにして心をへし折られている。

「増ぞう援えんを呼べ！　動ける者は負傷者を救助しろ！」

　セロは大声で怒ど鳴なった。

　フェニックス襲しゆう来らいという未み曾ぞ有うの危機を前にして、呆ほうけている場合ではない。全員が全力を尽くさなければ死を待つだけだ。

「敵は一人だ！　恐おそれるな！　嘆なげく暇ひまがあるなら立て！　走れっ!!」

　セロの言葉に、とりあえずやるべきことを思い出したらしい。騎士たちはそれぞれに走り出した。彼らを背に、セロはリグローザに向き直る。

「いかん！　お前も逃にげろ、セロ！」

「そうはいかないだろ！」

　誰かがリグローザを止めない限り、暴ぼう虐ぎやくはいつまでも続く。イリア一人を置いていくわけにもいかない。セロは双剣を抜き放ち、リグローザの間合いに飛び込んだ。

　刃やいばがぶつかり、激しい火花を散らす。

「貴様はなかなか腕うでが立つようだな！」

　殺気を感じ、その場を飛び退のく。すぐ目の前に火柱が噴き上がり、前まえ髪がみを焦こがした。その間かん隙げきを縫ぬってリグローザの剣が振り抜かれる。

　斬ざん撃げきをはじきながらセロは思考をめぐらせる。剣と炎、二つを相手にするのは無理だ。セロに勝機があるとすれば、剣の勝負しかない。

　これほどの騒さわぎだ。近この衛え騎士団や王宮に残る魔導師団もすぐに動き出す。増援が来るまで足止めすればいい。腹を決め、セロは再び前に出た。

　双剣が閃ひらめく。右を受けられれば左から、左をかわされれば右から、休みなく刃をくり出した。いつかの決けつ闘とうのときのような遠えん慮りよはない。最速の動きでリグローザに迫せまる。

　一筋の斬撃が体をかすめた。リグローザの顔から余よ裕ゆうが消える。そのまま一気に攻せめ立て、渾こん身しんの一撃を相手の剣に叩たたきつけた。衝しよう撃げきをさらに押し込み、なおも攻める。体勢が崩れ、リグローザがたたらを踏ふんだ。

「もらった！」

　隙を逃さず、セロは大きく踏み込んだ。上段から斜ななめに二撃、刃を振り下ろす。肩かたから胸にかけてを斬り裂さく、たしかな手て応ごたえがあった。

（まだだ！）

　単なる致ち命めい傷しようではリグローザは止められない。フェニックスは不死の種族だ。全身を切り刻むぐらいでなければ、またすぐに動き出す。ならば、動けなくなるまで斬りつけるしかない。

　必殺の間合いに踏み込む。そこへ急激な眩暈めまいが襲い、視界が暗転した。

「──うっ!?」

「セロ！」

　イリアに突つき飛ばされ、セロは受け身も取れずに地面を転がった。すぐ脇わきをリグローザの炎ほのおが駆かけ抜ける。背後でまた建物が爆ばく砕さいし、悲鳴が上がった。

　立ち上がろうとしてふらつき、セロは膝ひざをついた。脱だつ力りよく感かんがひどく、足に力が入らない。普ふ段だんは意識もしない鎧よろいの重みが全身にのしかかる。

「運が良かったな」

　リグローザが不敵な笑みを浮うかべた。胸に刻んだ傷に炎が灯ともり、ふさがっていく。それに合わせて、セロの体からさらに力が抜けた。倒れかかったところを、イリアが支えてくれる。

「しっかりしろ、セロ」

「イリア……どうなっているんだ……？」

「奴はお前の生命力を吸収しているのだ。他ほかの生き物の命を喰くらい、己おのれの傷を癒いやすのが、フェニックスが不死たる所以ゆえん。奴を傷つければ傷つけるほど、お前のほうが消しよう耗もうする」

「なんだ、それは……」

　セロは愕がく然ぜんとした。

　無む茶ちや苦く茶ちやな話だ。リグローザの傷が癒えるのは、すでに何度も見ている。治ち癒ゆの魔ま法ほうか、それに類する力だと思っていたが、他者の生命力を吸収しているとは思わなかった。

　セロの体から抜けた力が、敵であるリグローザの傷をふさいでいる。それではどうあがいても、セロのほうが先に倒れてしまう。

「もう少し深手を負っていれば、貴様も燃え尽つきたところだ。咄とつ嗟さに避けた我に感謝しろ。死ぬのは変わらんがな」

　言いながら、リグローザはイリアを見下ろす。

「イリア。貴様も本気ではかかってこられんか。そうだな。我を傷つければ、この男が我に喰われて死ぬ。だから他の連中も遠ざけたのだろう？　この男も、とっとと逃げてくれればよかったのにな」

「口を閉じろ、下げ郎ろう」

　イリアの声に怒りがにじむ。だが、セロのほうを見た視線には迷いがあった。それがリグローザの言葉を肯こう定ていしている。

　リグローザは傷を負った分だけ、セロの生命力を奪うばう気だ。そうなると、セロもイリアもリグローザを傷つけられない。

「どう戦えというんだ……」

　かつて聖戦士ルナムがフェニックスを封ふうじるという方法を選んだのも当然だった。フェニックスは不死。傷を負わせたところで、彼らはその相手の生命力を吸収して再生する。剣で殺すことはできないのだ。

　絶望しかけたセロの心を、イリアが叱しつ咤たする。

「あきらめるな、セロ！　フェニックスは無敵ではない。倒す方法はある！」

　まなざしがまっすぐにセロを見み据すえ、気力を奮い立たせる。肩をつかむ手に力がこめられ、強く揺さぶられた。

「こやつらの再生能力には限りがある！　それは……っ！」

「余計なことを言わないでもらおうか！」

　振り下ろされた剣がイリアの言葉を阻はばむ。リグローザはイリアを標的に定めたようだ。苛か烈れつな斬撃と炎をくり出し、彼女を追い込んでいく。

　セロは大きく息を吐はき出した。深呼吸を重ね、心を落ち着かせる。

　ここでリグローザを倒すことはできないかもしれない。けれど、足止めは可能だ。この場を切り抜け、反はん撃げきに転じるためにも今は戦うしかない。

　わかっていたことだ。セロは剣だけで生きてきた。この先も剣を取り続けるしかない。誰だれが相手であろうと、戦うしかないのだ。

「はああああああああっ!!」

　大声で自らを奮い立たせ、セロは走り出した。刃が空を裂き、リグローザを下がらせる。

　リグローザの顔が苛いら立だちに歪ゆがんだ。

「まだ来るか。無む駄だなことを！」

　怒ど声せいと爆ばく音おんを轟とどろかせ、炎の翼が広がる。熱風から顔を庇かばい、セロはすぐさま斬り返した。剣はリグローザの足の下を通過する。

　上空に飛んだリグローザが、剣を大きく振りかざした。

「人間ごときが我らフェニックスに刃を向けるなど、身の程ほどを知れっ!!」

　叩き下ろされた剣の軌き道どうに沿って炎が迸ほとばしる。すんでのところで地面を転がり、どうにか身をかわした。直撃を受けた地面は吹ふき飛び、外がい套とうが熱の余波で燃え上がる。脱ぬぎ捨て、見上げれば、リグローザがまるで天上の住人であるかのようにこちらを見下ろしていた。

「セロ、退ひけ！」

　相手が飛んでいるのでは近づくことすらできない。焦あせるセロの耳にイリアの声が飛び込んだ。そこに炎が襲おそいかかり、彼女もまた地面を転がる。

　リグローザの剣は止まらない。振り抜かれるたびに豪ごう炎えんが走り、辺りを焼き尽くした。熱と煙けむりが視界を遮さえぎり、止やまない爆音に耳鳴りもしてくる。

　噴ふき出す汗あせと疲ひ労ろうに集中力を奪われ、それがセロの反応を鈍にぶらせた。

「いかん！　セロ！」

　急降下するリグローザの剣に気づくのが遅おくれる。斬撃をかわした先に炎が舌を伸のばした。

　避けられない。

　そこに、横合いから何かがぶつかった。

「イリア！」

　抱だき止めるようにセロを庇ったイリアの足が炎の中に飲み込まれる。もつれ合うように倒れ、セロは目を剝むいた。

　イリアの両りよう脚あしは無残に焼け落ち、吹き飛ばされてなくなっていた。

「逃げろ、セロ……！　逃げてくれ…………」

　かすれた声が途と切ぎれ、消える。セロの目の前が真っ白になった。動かなければ。そう思うのに、体が反応しない。

　すっと、頭上に影かげが差す。リグローザの掲かかげる剣けんの先に巨きよ大だいな火球が生じていた。空を焦がす小さな太陽が、怒ど号ごうと共に降ってくる。

「燃え尽きろ！　矮わい小しような生き物どもがっ!!」

　灼しやく熱ねつの光が炸さく裂れつし、爆ばく風ふうと衝撃が全身を打ちのめす。軽々とはじき飛ばされ、セロは背中からどこかに突っ込んだ。激痛が脳のう髄ずいを突き抜ぬけ、体が何かに押し潰つぶされる。

　大爆発が生じ、その音はエルクド全土に響ひびき渡わたった。建物が瓦が礫れきと化し、雨のように降り注ぐ。

　破は壊かいと狂きよう乱らんの中、セロの意識は何もわからないまま、ぷっつりと途と絶だえた。
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　壁かべから吹き込む熱風が髪かみを揺ゆらす。王宮の本ほん殿でんの廊ろう下かに煙が立ち込め、火の粉が飛び交かう光景は異常と言う他ない。火の手が上がれば最優先で消し止められるべき場所だ。しかし、今はその余裕すらなかった。

「急げ、急げ！」

「荷物はまとめた？　ああ、あれも用意しないと」

「馬車はどうだ!?　いいからかき集めろ！」

　騎き士しが、侍じ従じゆうが、メイドが、廊下を我先にと走り回る。不ふ穏おんな揺れと爆音は断続的にくり返し、そのたびに悲鳴が上がった。中には泣き叫さけぶ者もいる。アルフェンドラの中ちゆう枢すうたる王宮は今、混こん迷めいを極きわめていた。

　フェニックス襲しゆう来らいとの伝令はすでにもたらされた。リグローザという名のフェニックスは、今も敷しき地ち内にいる。轟ごう音おんや揺れが大きくなっているのは、徐じよ々じよに近づいてきているからだろう。騎士団に魔ま導どう師し団だん、歩兵に弓兵に衛兵まで、武器を取れる者は総動員された。少しでもリグローザの接近を阻み、時間を稼かせぐために。

「よいか！　我が王家は逃にげるのではないぞ！　一度は退くが、それは凱がい旋せんまでの布石に過ぎん。この場に残る王族がいるのが、その証あかしだ。よいな！」

　口角から泡あわを飛ばすレナードを、シャロンは静かに見つめていた。不思議なほど心は落ち着いている。これから下されるであろう理り不ふ尽じんな命令も、受け入れる準備ができていた。

「勇ゆう敢かんなる王女は王宮に残り、臣民の士気を高めて最後まで戦った。後世、歴史に語られる名めい誉よをくれてやる。ありがたく思え！」

　飾かざり立てられたレナードの言葉から、真意を見み出いだすのは簡単だ。この場に残り、リグローザと戦え。シャロンはそう言われている。

　王宮が襲しゆう撃げきされるという緊きん急きゆう事態に、王族が避ひ難なんするのは当然だ。しかし、兵や国民を置いて真っ先に逃げ出したとなっては体面が悪い。

　それなら一人でもここに残り、戦ったという事実を作ればいい。後でいくらでも美談に仕立て上げられる。問題は、その危険すぎる役目を誰が担になうのか。普ふ通つうなら紛ふん糾きゆうするところだが、アルフェンドラ王家に限ってそれはなかった。

「聞いているのか！　お前は戦うことしか能がないだろう！　私たちが逃げおおせるまで戦え！　よいな！」

　激げつ昂こうする長ちよう兄けいに、シャロンは頭こうべを垂れた。

「かしこまりました。兄上」

「お前に兄などと呼ばれる筋合いはないわ！」

　怒ど鳴なり声が響き、床ゆかに叩たたきつけられた花か瓶びんが派手な音を立てて割れた。目を血走らせたレナードをそれ以上刺し激げきしないよう、シャロンは押し黙だまる。この期ごに及およんでも、レナードはシャロンに兄と呼ばれることを拒こばんでいた。

　レナードの命令に背そむくつもりはない。シャロンはこのために王家に引き取られたのだ。王族の身代わりとなって戦い、その命を使うために。

「兄様！　早く、早く逃げましょう！」

　フローリアが真っ青な顔で走ってきた。髪を振ふり乱し、化け粧しようも満足にしていない。常に見み栄ばえを気にする彼女にはめずらしいことだった。

　レナードを急せかしながら、フローリアはちらりとシャロンに目をやる。

「せいぜい役に立つのね。今まで飼ってやった恩を返しなさいよ！」

　ヒステリックな叫びがシャロンの耳を打った。荒あらい呼吸の音が聞こえる。静かなシャロンとは正反対に、フローリアは激しく肩かたを上下させていた。

　無言のシャロンの態度が気に障さわったのか、フローリアが手を振り上げる。

「このっ！　……っ！」

　頰ほおの一つも張られるかと思ったが、フローリアはそのまま手を下ろした。顔を引きつらせ、憎にく々にくしげにシャロンをにらみつける。まるで、自分たちを脅おびやかす敵はここにいるとでも言いたげだった。

　フローリアは勢いよく身を翻ひるがえし、シャロンに背を向ける。

「兄様、早く！」

「今行く！　では、よいな。最後ぐらい役に立ってみせろ！」

　侍従長や近この衛え騎士に追い立てられるようにして、レナードたちは足早に去っていった。一度も振り返ることなく、アルフェンドラの王族は王宮の裏口へと消えていく。

　無人になった廊下を見つめ、シャロンは小さく息をついた。そして、ゆっくりと後ろを振り返る。

　そこには十人ほどの騎士が控ひかえていた。

　シャロンに同行することを命じられた者たちだ。その表情は一様に暗く、硬かたい。無理もないことだと、シャロンは思った。

（決死隊、だよね）

　嫌いやな言葉が脳のう裏りをよぎる。シャロンと騎士たちは王族が逃げる時間を作るための壁だ。勝利も生せい還かんも期待されていない。死地に赴おもむき、死神の足を止めることだけを求められている。

　彼らを連れて行くべきか、シャロンは迷った。だが、一人でリグローザと戦うことはできない。シャロンの体術はあくまで個人的な技術であって、総合的な戦せん闘とう訓練を積んだ騎士や兵士には敵かなわないのだ。セロにも以前、簡単に組み伏ふせられてしまった。

　無論、騎士団を一いつ蹴しゆうするフェニックスにも同じだろう。一対一では、シャロンの体術など通用しない。

　残された騎士たちの士気が高いとはとても言えない。それでも、シャロンは彼らの力を借りなければならなかった。

「……あの」

「シャロン王女」

　話しかけようとしたシャロンの前に、一人が進み出た。膝ひざをつき、丁てい寧ねいな礼の姿勢でシャロンを見上げる。

　セロよりいくらか年上だろうか。低く渋しぶい声と、きれいに整えられた顎あごひげが印象的だった。

「あなたは？」

「マーガス・オルフェインと申します。セロ・ハーシェスより王女のことは聞いております」

「セロのお友達？」

「そんなようなものです。あいつの言っていた通り、かわいらしい方だ。セロは果報者ですな。道理で最近、王女の話ばかりするわけです」

　臆おく面めんもなく褒ほめられて、シャロンは思わず顔を赤らめた。そんな場合ではないのに、セロがどんなことを話しているのか気になってしまう。うつむくシャロンに、マーガスはふっと笑いかけた。

「我らアルフェンドラ騎士団、シャロン王女をお守りする大命を仰おおせつかりました。なんなりとお申しつけください。か弱い女性を置いて、尻しつ尾ぽを巻いて逃げるわけには参りません。なあ、みんな？」

　マーガスに言われ、顔を見合わせて曖あい昧まいにうなずいた者が半数といったところだった。残りは気まずそうに目を逸そらしている。騎士としての名誉や使命感と、理不尽な状じよう況きようへの憤いきどおりや絶望感とがせめぎ合っているのだろう。

「あんな化け物、どうしろって言うんだよ」

　吐はき捨てられた一言をきっかけに、負の感情が高まった。不安と恐きよう怖ふと怒いかりがない交ぜになり、波は紋もんのように広がっていく。

「聞いたところじゃ、ヤツは傷を受けても再生するらしい。しかも、下手へたに傷を負わせると炎ほのおで焼き尽つくされるんだとよ」

「ふざけるなよ。斬きれない相手をどうやって殺すんだ」

「王家はいいよな。真っ先に逃げられる」

　暗い視線がシャロンを捉とらえた。

　彼らからすれば、シャロンも王家の一員だ。ラディル一世やレナードへの怒りの矛ほこ先さきがすり替かわっても不思議はない。向けられる目には不信と不満が色いろ濃こく渦うず巻まいている。

　これでも彼らを説得することができるのだろうか。シャロンの中に疑問が芽生えた。やはり、ここで解放してあげるべきかもしれない。

　すると、マーガスが大きく肩をすくめた。

「おいおい。何を暗い顔をしていやがる。俺たちは他ほかの連中が逃げる時間を稼ぎゃいいんだぜ。それならいくらでもやりようはあるだろ。フェニックスを殺せだなんて、誰だれか言ったか？」

　一いつ瞬しゆん、騎士たちの間に浮うかんだ苛いら立だちが、すっと消えた。思考の視点が変わり、場に空白が生じる。

　たしかに、リグローザを討うてとは誰にも言われていない。王族が逃げるまでの間、時間を稼ぐように命じられただけだ。それは、正面から戦うこととは違ちがう。

「足止めするだけなら俺たちが生き残る目は充じゆう分ぶんにある。ただし、そいつは全員が協力したらの話だ。一人で逃げたところで、フェニックスは見み逃のがしちゃくれねぇ。それぐらいわかってんだろ？」

　マーガスの話術が巧たくみに騎士たちを取り込んだ。反論は出ない。リグローザの暴ぼう虐ぎやくぶりは伝わっている。マーガスの言う通り、一人で逃げても、見つかれば火だるまになるだけだ。

「俺たちは一いち蓮れん托たく生しよう。生き残るなら全員でどうにかするしかねぇってことだ。そうでしょう？　王女」

　マーガスがシャロンに向けて片目をつぶる。シャロンは彼の意図に気がついた。

　リグローザの足止めも充分に困難だ。だが、討とう伐ばつすることに比べれば、まだしも可能性を感じられる。そして、それはここにいる全員でかからなければ成功し得ない。

　マーガスは現実的な希望を示し、仲間たちの団結を強め、士気も鼓こ舞ぶしようとしているのだ。

「うん。そうだね」

　シャロンは強くうなずいた。かすかでも希望があるなら、それは戦う力になる。悲ひ嘆たんに暮れて自じ暴ぼう自じ棄きになるよりずっと良い。

　彼らに生きる意志を与あたえ、奮い立たせるのはシャロンの役目だ。

　そして、生きるという思いにかけては、シャロンは誰にも負けない。

（セロ。私は生きる。だから、お願い。あなたも無事でいて）

　小さく祈いのり、シャロンはまっすぐに顔を上げた。

「皆みんな。どんな理由であれ、ここに残ってくれてありがとう。私たちはこれから、苦しいけれど戦わなければなりません。でも、死ぬために戦うわけじゃないし、死ぬと決まったわけでもないの。生き延びる道はある。あきらめないで、それを探そう」

　どう反応したらいいのかわからない。騎き士したちは複雑な顔をしていた。

　彼らはアルフェンドラ王家と国のため、命を懸かけて戦うことを叩き込まれている。しかし、その忠誠は大いに揺ゆらいでいた。

　そんな中、現れたのは冷れい酷こくで得体の知れない姫ひめ君ぎみとして忌いみ嫌きらわれてきた毒どく姫ひめだ。恨うらみ言の一つもぶつけようと思っただろう。その口から、自分たちを気き遣づかう言葉を投げかけられたのだ。とまどいもする。

　けれど、シャロンはそんなことは露つゆほどにも気にかけなかった。

「私も共に戦います。だから、約束しよう。私たちは必ず生き延びると。大切な人や、待っている人、そして、何よりも私たち自身のために。ね」

　ふわりと笑うシャロンの顔に、騎士たちは目を奪うばわれた。同時に、彼らの心の中にあった迷いが、風に流されるようにして消えていく。何度か目を瞬またたかせた後、騎士団は一人、また一人と姿勢を正し、床に膝をついた。恭うやうやしく頭を垂れ、臣下の礼を取る。

　共に生き延びる。それはシャロンの本心であり、飾かざった言葉ではなかった。そうであるからこそ、騎士たちは心を動かされた。心ない命令ではなく、心からの願いであったからだ。

　それまで毒姫と恐おそれていた少女を、彼らは仕えるべき主君として認めた。

　寄せ集めの騎士団はこのとき、守るべき姫を戴いただいて一つになったのだ。

「皆──」

　ガシャアアァァァンッ!!

　シャロンの言葉をかき消して、窓が激しい音を立てて砕くだけ散った。飛び込んできた何かが壁かべにぶつかり、絨じゆう毯たんの上に転がる。それは壮そう麗れいな甲かつ冑ちゆうに身を包んだ一人の近衛騎士だった。

　首は捻ねじれ、膝から下は失われ、全身からぶすぶすと煙けむりを噴ふいている。身の丈たけに迫せまる長さの愛あい剣けんは根元で折れ、柄つかだけが手に握にぎられていた。

「！　ハインデル将軍！」

　一同がさっと青ざめる。壮そう絶ぜつな死に様を見せつけたのは、近衛騎士団を束ねる歴戦の武人だ。その亡なき骸がらを追って、窓まど枠わくに何者かが足をかける。

「裏からこそこそ逃にげた連中がいるな」

　炎の翼つばさを広げたリグローザが、ゆっくりと王宮に足を踏ふみ入れた。翼にふれたカーテンが一息のうちに焼け落ちる。

　伝令にあった通りだ。姿はヴェリウス。しかし、中身はフェニックスのリグローザ。聞いただけでは実感が湧わかなかったが、こうして目の前にすると言われた意味がわかる。

　これはヴェリウスではない。もっと危険で、底知れない存在だ。

　気温が急激に上がった。なのに、背筋は凍こおりつくように冷たい。猛もう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんがシャロンたちを縛しばりつける。

　対たい峙じしただけで身を焼かれるようだ。

（これが、フェニックス……）

　シャロンはからからに渇かわいた喉のどを、どうにか湿しめらせようと息を飲み込んだ。

「お前たちが捨て駒ごまか？　自分たちを見捨てた主君に義理立てするとは酔すい狂きような連中だ」

「生憎あいにく、俺たちのお姫様はここにいるんだよ」

　マーガスがシャロンを庇かばうように前に出る。剣を掲かかげ、両足を広げ、彼は割れんばかりの大声を張り上げた。

「何を呆ほうけていやがる、アルフェンドラ騎士団！　今こそ我らが姫をお守りするときだろうが！　剣を取れ！」

　強い言葉が金縛りを解いた。騎士たちが一いつ斉せいに抜ばつ剣けんし、戦闘態勢に入る。

　どんな強敵だろうと、目の前に現れたからには覚かく悟ごを決めるしかない。戦うのだ。生き延びるために。

「行くぞ！　傷つけるな！　足を止めればいい！」

『おうっ!!』

　マーガスの号令を受け、騎士団は散開した。リグローザが剣を振ふる。軌き道どう上に炎が走り、壁が一撃で吹き飛んだ。

　燃え盛る炎が攻せめ手を阻はばむ。いや、いたずらに攻め込んだところで無む駄だなのだ。リグローザの傷は再生し、こちらは燃やされる。無策で挑いどんでも希望はない。

　シャロンは短たん剣けんを構え、目を眇すがめた。

　不死の存在。傷つけられない相手。そんなものと戦うことなど考えたこともなかった。短剣は役に立たないだろう。それでも相手の動きを止めるにはどうするか。

　やれることは限られている。

「援えん護ごを！」

　叫さけび、シャロンは走り出した。騎士たちが素す早ばやく反応し、リグローザを牽けん制せいして進路を空けてくれる。

　甲冑を着ていない分、シャロンの身は軽い。一足飛びに間合いに入る。そこへリグローザの拳こぶしが飛んできた。頰ほおに走る衝しよう撃げきを、歯を食いしばって耐たえる。

　手が届くところまで来た。この機を逃のがさない。殴なぐられた反動を利用して、シャロンは足を高く跳はね上げた。そのままリグローザの手首をつかみ、首に足を引っかけ、抱かかえた腕うでに全体重をかけて捻ひねる。

　急激な力をかけられ、リグローザが腹はら這ばいに床ゆかに倒たおれ込んだ。

（極きまった！）

　ひじの関節をがっちりと固定する手て応ごたえがあった。斬れない、傷つけられないなら関節技わざだ。これなら相手を無傷のまま制圧できる。

「取り押さえろ！」

　すぐさまマーガスが動き、騎士たちが続く。リグローザには炎を操あやつる力がある。片かた腕うでを制しただけでは意味がない。

　両足に一人ずつが飛びついた。マーガスは背中にのしかかる。リグローザが自由なほうの腕を動かし、剣を振り上げた。

　無駄だ。この状態で逃れる術すべはない。シャロンも、仲間たちもそう確信していた。

「ぐわあああああっ!!」

　だが、期待はもろくも打ち砕かれた。足を押さえていた二人の体が一斉に燃え上がり、崩くずれ落ちたのだ。

「……!?」

　急激な眩暈めまいに襲おそわれ、シャロンの体から力が抜ぬける。マーガスを押しのけて起き上がったリグローザが腕を振り回し、シャロンを強ごう引いんに引き剝はがした。

　背中から床に叩たたきつけられ、呼吸が詰つまる。体が動かず、受け身を取れなかった。咳せき込み、痛みをこらえながら、シャロンはどうにか視線を持ち上げた。

　リグローザの脇わき腹ばらに剣が突つき刺ささっている。リグローザ自身の剣だ。それを引き抜くと、今度は自ら喉を切り裂さく。さらに胸、腹と、致ち命めい傷しようになりかねない傷を、リグローザは自分でつけた。

「ぎゃあああっ!!」

「うわ、うわあああああっっ!!」

　さらに二人の騎士が炎ほのおに包まれ、絶命した。脱だつ力りよく感かんと吐はき気に襲われ、シャロンはうずくまる。絶望的な事実に、目の前が暗くなった。

　フェニックスは自分の傷を再生する。それは、自分で自分を傷つけても可能なのだ。しかも、それで相手を燃やすだけでなく、体力まで奪っている。そうでなければ、こんな急激な消しよう耗もうは考えられない。

　傷口を炎に包まれながら、リグローザは笑った。

「少しは頭を使ったようだが、残念だったな」

「そんな…………」

　これでは手の打ちようがない。こちらが傷つけなくても、リグローザが自傷すれば結果は同じだ。それだけでシャロンたちは戦う力を奪われ、動けなくなる。そして、最後には火の手の餌え食じきとなってしまう。

　誰だれかの腕が燃え上がった。足に火がついた者もいる。しかし、消し止める力が残っていない。仲間たちが燃えていく姿を、シャロンは見ているしかなかった。

　無力さが押し寄せ、申し訳なさに視界がにじむ。嚙かみ締しめた唇くちびるが破れ、血が流れた。あまりにもくやしくて、言葉が出ない。

　共に生きようと誓ちかったばかりなのに、みすみす死なせてしまった。彼らが本物の騎士であったばかりに。

「王女！」

　マーガスの切せつ迫ぱくした声が響ひびく。気づけば、リグローザが目の前に立っていた。かざされた手のひらに火球が宿る。

　反射的に振りかざした短剣は、リグローザの甲冑に当たってあっけなく折れた。紅ぐ蓮れんの火球は無む慈じ悲ひにも、動けない彼女に向かって放たれる。

　シャロンの視界に、爆ばく音おんとともに真っ赤な花が咲さいた。

「ぐああっ!!」

「！　マーガス!?」

　背中で火球を受け止めたマーガスが、シャロンに覆おおいかぶさるようにして倒れ込んだ。外がい套とうが吹き飛び、その下の甲冑も砕けて飛び散る。

「マーガス！　しっかりして！」

「くそったれ……！」

　蒼そう白はくな顔でマーガスがうめく。シャロン同様、体力を消耗したところに直ちよく撃げきを受けたのだ。額に脂あぶら汗あせが浮うかび、口から血を吐いている。一目で重傷だとわかった。

　リグローザが近づきながら、再び剣を持ち上げる。

「体が内から腐くさりでもせん限り、我が身は不死。貴様ら人間が殺すことなどできん」

「────え」

　唐とう突とつに、シャロンの頭の中に光が走った。

　不死の肉体を持つフェニックス。どれほど傷ついても再生し、倒れることのない種族。だが、それは本当なのか。彼らはすべての死因を否定できる存在なのか。

　剣けん術じゆつは通用しない。格かく闘とう術もダメだった。魔ま法ほうも使えない。それでも残された最後の手段が一つだけ、シャロンにはある。シャロンだけが持つ切り札。

　暗殺術。

（毒…………）

　鼓こ動どうが一つ、大きく打った。リグローザに通用するのか、それは全くわからない。だが、もし不死身の肉体を内側から壊こわすことができるのなら。

（フェニックスでも、死ぬの……？）

　かすかな光。しかし、その光明をたしかめる時間はシャロンにはなかった。炎がリグローザの剣にまとわりつき、牙きばを剝むく瞬しゆん間かんを迎むかえる。

「王女！　つかまれ！」

「きゃ────」

　王宮本ほん殿でんの外がい壁へきが無残に吹き飛ぶ。爆ばく風ふうに押し出され、マーガスとシャロンの体は中空に投げ出された。
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　灰色の空から雪が舞まい降りてくる。

　たなびく黒こく煙えんは白い結けつ晶しようの姿をくっきりと浮かび上がらせた。辺りは静まり返って物音一つしない。あるいは、それはセロの耳が、すでに機能しなくなっているからかもしれなかった。

　寝ねそべったまま、セロは空を見上げ続ける。手足の感覚はない。起き上がるどころか、身じろぎ一つもできなかった。

　右半身が水をかぶったように、ぐっしょりと濡ぬれている。雪は降り始めたばかりで、まだ解けるには早いはずだ。ならば何に濡れているのか。想像はたやすい。

　血だまりだ。セロの半身は瓦が礫れきに押し潰つぶされ、血の海に沈しずんでいることだろう。

　騎き士しを志したときから死の覚悟は決めていた。剣けんを取って戦えば、その剣に倒れることもある。それは剣けん士しの宿命だ。己おのれの死を目前にしても取り乱すことはない。

　ただ、心残りはある。

（シャロン…………）

　健けな気げな少女の顔が目に浮かんだ。

　王宮が襲われてから、セロはシャロンと会えないままだ。無事に逃にげおおせただろうか。ひどく気にかかる。

　もう一度、顔を見たい。声を聞きたい。名前を呼んでほしい。自分がそんな思いを抱いだくことに、セロは驚おどろきながらもどこか納なつ得とくしていた。

　この期ごに及およんで自覚する。いつの間にか、シャロンに心を惹ひかれていたのだ、と。

「シャ……ロン…………」

　生きてくれ。届くはずもない声は、かすれて出てこなかった。目が霞かすみ、視界が徐じよ々じよに暗くなっていく。

　限界か。眠ねむりに就つくようにセロの瞼まぶたは閉とざされていく。

「────きろ────セロ────」

　刹せつ那な、混こん濁だくする意識が引き止められた。誰かに呼ばれているような気がする。頭はぼんやりとして働かない。けれど、浮き沈みをくり返す意識は確実に覚かく醒せいに向かっていく。

「────起きろ────起きろ、セロ」

　声がはっきりと聞こえ、意識がすっと鮮せん明めいになった。視界が晴れ、体の感覚が戻もどってくる。

　いまだ続く爆音。建物が崩れる震しん動どう。焦こげ臭くさい匂におい。そして、空気の冷たさとそれを押しのけるぬくもり。それらを再び感じ取る。

　かたわらに首を向けて、セロは思わず目を見開いた。

　降りしきる雪を背に、まばゆい光と炎をまとう一羽わの鳥が、自分の顔を覗のぞき込んでいたのだ。

「気がついたか。よかった」

　鳥の口からイリアの声が聞こえた。涼すずやかで理知的な目元も、彼女のものと重なる。

「イリア……なのか？」

「そうだ。この姿を見せるのは初めてだな。今、羽を通じてお前に私の生命力を流している。応急処置で一人にしかできないのだが、なんとか間に合ったようだ」

　イリアはほっと息をつく。見ると、長い尾お羽ばねがセロの胸にふれており、そこから熱を感じた。体が芯しんから温まり、活力が湧わき上がる。彼女が死の間ま際ぎわからセロを救ってくれたらしい。

　もはや疑いようはない。この神秘の霊れい鳥ちようがイリアのもう一つの姿、いや本来の姿なのだ。彼女は人間ではない。

「お前もフェニックスだったのか」

「ああ。隠かくしていてすまない」

　イリアの体が炎に包まれた。鳥の姿がその中に埋うもれ、続いて人の形にまとまっていく。風に炎が流れると、そこにはいつものイリアがいた。膝ひざをつき、セロの胸に片手を添そえている。リグローザに吹ふき飛ばされた下半身は、きれいに再生されていた。

「私はフェニックスの女王。ルナムと共に同どう胞ほうを封ふうじ、二百年前の戦いで最後に残ったフェニックスだ」

　イリアの告白を、セロは動じずに受け止めた。驚きよりも、納得のほうが強い。彼女がルナムやフェニックスについて詳くわしいのは当たり前だ。自分が二百年前の戦いの当事者であり、フェニックスを束ねるという立場にあったのだから。

　最初に氷の中から救い出したときもそうだった。エルクドに戻ったセロはひどく消耗し、逆にイリアは驚異的な回復力を見せつけた。セロの生命力を吸収し、自分の体を回復させたのだろう。

　リグローザは彼女のことを同胞、裏切りの女王と呼んだ。そこからも背景が想像できる。フェニックスでありながら人間に与くみし、自分たちと刃やいばを交えたイリアを、リグローザは裏切り者と罵ののしったのだ。

　思えば、イリアの言動にはどこか風格が漂ただよっていた。フェニックスという超ちよう常じようの種族を統すべる長おさであったのなら、それもうなずける。

「俺たちが敵対するかもしれないから、素す性じようを明かさなかったのか？」

「信用していないようで、すまなかった。だが、その通りだ。私の正体を知られれば、余計な憶おく測そくや騒そう動どうを生むと思った。必要がなければ明かしたくなかったのだ」

「そうか」

　申し訳なさそうなイリアを、セロは責めなかった。人間とフェニックスが戦い、世界が半はん壊かいした歴史を直じかに知る彼女のことだ。自分の正体が動どう揺ようを誘さそうと考えたのだろう。

　その予想はおそらく正しい。もしイリアの正体を知っていたら、ルーゴゥやレナードが黙だまっているはずがない。ヴェリウスとの決けつ闘とうどころではない騒さわぎになっていたはずだ。

　混乱を避さけようとしてくれた末の秘密に、文句を言う筋合いなどなかった。

「動くな。私の力では傷は癒いやせん。あくまでお前の命をつないでいるだけだ。この手を離はなせば、お前は死ぬ」

　身を起こそうとしたセロに、簡潔な死の宣告がなされる。

　自分が重傷を負い、死に瀕ひんしているのはわかっていた。今も手足は動かないし、脈みやく拍はくもどこか曖あい昧まいだ。些さ細さいなことでセロはまた死へ向かう。今度はイリアも引き戻せないかもしれない。

　だからこそ、セロはイリアに尋たずねるべきことがあった。

「俺に何ができる？」

　イリアが小さく目をみはる。彼女の顔を見上げたまま、セロは静かに続けた。

「わざわざ俺を生かしたということは、まだできることがあるんだろう？　あのフェニックス──リグローザと戦う方法が。教えてくれ、イリア。シャロンを守る方法が、まだあるんだな？」

　イリアはセロの傷を癒せないと言った。それでもセロに呼びかけたのは、ただ話をするためではあるまい。伝えたところで、セロはそのまま死んでしまうのだ。

　では、なぜか。イリアにはできるのだ。セロを再び戦場に立たせ、リグローザと剣を交えさせることが。

　そして、その必要があるからこそ、彼女はセロを死の淵ふちから呼び戻したのだ。

　戦いの気配はまだ続いている。取りも直さず、それはシャロンが危険にさらされているということだ。

　どんな方法でも、セロはためらうつもりはなかった。リグローザと戦い、シャロンを守る。それができるのなら選せん択たくの余地はない。

　このまま死を待つより遥はるかに意義のあることだ。

「────お前にフェニックスの力を与あたえる」

　長い沈ちん黙もくの後、イリアはおごそかに告げた。

「今からお前と私の命を共有する契けい約やくを結ぶ。〈共命覚醒〉というフェニックスの力だ。これにより、お前はフェニックスの力と不死の体を得ることができる。同時に、私の魔ま力りよくも本来のものへと高められる。かつて、ルナムにも施ほどこした」

「聖戦士ルナムに？」

「ああ。〈共命覚醒〉の結果、ルナムはすべてのフェニックスを封じるだけの力を得た。人間とフェニックス、二つの命を一つにすることで秘ひめた力を引き出す究極の法だ。今のお前を救い、リグローザと戦うためにはそれしかない」

　二百年前、イリアとルナムがフェニックスとの戦いに勝利したのは、この〈共命覚醒〉によるところが大きかった。もともと優ゆう秀しゆうな戦士であり、魔ま導どう師しでもあったルナムに、イリアの不死の力と絶大な魔力が加わったのだ。

　人間とフェニックスの双そう方ほうの力を高める究極の手段。だが、それはイリアだけにできるわけではない。

「リグローザもヴェリウスと〈共命覚醒〉を行っている。だから、今の私では歯が立たん。ただ、奴やつの〈共命覚醒〉は失敗だ。ヴェリウスの意識はリグローザに喰くわれ、すでに消えた。それでもフェニックスの力は一時的に高まるがな」

〈共命覚醒〉は強力だが、代だい償しようもつきまとう。フェニックスの魔力によって命を強ごう引いんに左右するのだ。均きん衡こうが崩くずれれば、人間などひとたまりもない。

　ヴェリウスがそうだった。彼の意識はすでに消しよう滅めつし、リグローザに体だけ明け渡わたしている。死体とリグローザは形容したが、あながち間ま違ちがっていない。

「早晩、ヴェリウスの命は尽つき果て、リグローザの〈共命覚醒〉は解除される。だが、それを待つ暇ひまはない。セロ。お前も私との契約が最さい期ごの瞬しゆん間かんになるやもしれん。まずは、それが一つ」

　セロはうなずいた。それだけならなんとも思わない。どうせ、イリアが手を離せば死んでしまうのだ。一いち縷るの望みを懸かけられるなら、むしろ僥ぎよう倖こうと言える。

　だが、当然ながら、それだけで終わる話ではなかった。

「もう一つ。お前は深い業ごうを背負う。私たちの再生能力の仕組みは理解したな？」

「周りの者の生命力を奪うばうということか」

「そうだ。この先、お前は傷を負うたびに周りの者の命を削けずる。家族も、友人も、知人も、見知らぬ者も、老人も、子供も、お前の意思とは関係なく。シャロンもそうだ」

　初めてセロの心が揺ゆれた。イリアの面おも持もちが沈ちん痛つうなものに変わる。ゆっくりと、彼女は視線を遠くにやった。

「ここにも生き残ったお前の仲間がいたかもしれん。だが、彼らは私が殺した。私の傷を癒すためにな。同じことがお前とシャロンの間にも起こる。誰だれの生命力を奪うか、私たちには選択できないし、それを止めることもできない。再生能力を得たら、お前ははずみでシャロンを殺しかねん。もう彼女のそばにはいられない」

　淡たん々たんと、イリアは残ざん酷こくな事実を告げた。

　崩れ去った瓦が礫れきの下には、まだ生きている者がいたかもしれない。重傷を負いながらも、助かる見込みのあった者がいたかもしれない。だが、イリアはそんな彼らの生命力も無差別に奪ってしまった。

　傷を癒し、生きるために。本能に基もとづくその行こう為いを、イリアが止めることはできなかったのだ。

「私たちは、他ほかの者の命を踏ふみ台にして不死となっているのだ」

　冷たい風が二人の間を吹き抜ぬけた。

　セロは理解した。〈共命覚醒〉を結んだ上でシャロンのそばにいれば、セロはイリアと同じようにシャロンの生命力を奪う。

　剣を取る以上、セロが傷を受けないということは考えられない。そのとき、セロはシャロンを殺してしまうのだ。

　シャロンを守るために〈共命覚醒〉を結ぶ。そうなれば、セロはシャロンと一いつ緒しよにいることはできない。

「再生能力を持てば、誰もがお前を恐おそれ、遠ざけるだろう。忌いみ嫌きらうだろう。親しい者の命すら、お前は奪う。お前はもう誰のそばにもいられない。その孤こ独どくも私は与えねばならない。それでも良いか」

「構わない。頼たのむ」

　セロは即そく答とうした。瞳ひとみを逸そらさず、まっすぐにイリアを見つめ返す。

　イリアの言いたいことは伝わった。すべてを理解して、その上で出した結論だ。軽々しく決めたことではないと、視線に意志を込める。

「誰からも恐れられ、遠ざけられ、忌み嫌われ、それでも笑って生きてきたヤツを俺は知っている。そんなことでためらっていたら、そいつに顔向けできない。イリア。お前もわかるはずだ」

　イリアの瞳が大きく揺れた。

　たった一人の味方どころか、まともに話をできる相手もいない。そんな孤独の中に放ほうり出されながら、シャロンは生きてきた。毒を植えつけられ、毒どく姫ひめと呼ばれ、好こう奇きと嫌けん悪おの視線にさらされ、住む場所も離されながら、彼女はたくましく前を向いていた。

　一人としてシャロンを思いやる者はいない。けれど、シャロンは人を思いやる心を決して忘れなかった。その気高い生き方に比べれば、セロの背負うものなどたかが知れている。

　孤独を恐れてなどいられない。シャロンを失うことのほうが、セロにはずっと恐ろしい。彼女の死が、セロにとって最も忌むべきことなのだ。

「たとえそばにいられなくても、俺はシャロンを守る。そのための力をくれ。イリア」

　遠い異国が見たいと言ったシャロン。過去に囚とらわれず、前を向いて生きていたいと語ったシャロン。つらい日々の中に彼女が見つけたはかない望みだ。せめてそれくらい、叶かなえてほしい。

　セロが隣となりにいなくても、叶えてほしいのだ。

「シャロンのために、俺を戦わせてくれ」

「…………わかった」

　イリアは一度伏ふせた目を、かっと見開いた。

「お前の命をもらうぞ、セロ。恨うらむなら、私を恨め。二百年を経ても同じ過あやまちを犯おかす、愚おろかな私を恨むがいい！」

　燃え上がったイリアの手が、セロの胸に叩たたきつけられた。衝しよう撃げきと熱と、目に見えない力とが心臓をわしづかみにする。呼吸が詰つまり、セロの体は大きく跳はね上がった。

「────ッ!!」

　経験のない感覚が体の中で暴れ回り、セロは声にならない悲鳴を上げた。骨が疼うずき、肉が蠢うごめき、血が逆流する。

　心臓が焼き切れるように痛んだ。目の前が暗くなり、そうかと思えば真っ赤に染まり、視界が異常に鮮せん明めいになってはすぐさまぼやける。のけぞった喉のどから何かが飛び出しそうになった。なのに、呼気すらも出ていかない。

　右みぎ腕うでと右みぎ脚あしからバキバキと乾かわいた音がした。傷口が火に炙あぶられるように熱い。込み上げる吐はき気を必死にこらえ、奥歯を砕くだきそうなほどに嚙かみ締しめた。

　頭の奥で火花がはじけ、全身が炎ほのおに包まれたところで、とうとうセロは限界を迎むかえた。

「うあああああああああああああああああああああああっ!!」

　絶ぜつ叫きようとともに体から光があふれ出した。炎と輝かがやきが混ざり合い、天に向かって駆かけ上がる。

　それが消えると同時に、セロは飛び上がるようにして身を起こした。

　荒あらい呼吸のまま胸むな元もとをつかむ。炎に包まれたのは幻げん覚かくだったのか。火傷やけどの一つもない。それどころか、瓦礫に潰つぶされたはずの手足がきれいに元に戻もどっていた。

　呆ぼう然ぜんと右手を見つめ、セロは呟つぶやく。

「再生している……？」

「そうだ。これでお前は私の〈共きよう命めい者しや〉となった」

　どこからかイリアの声がした。肩かた口ぐちから炎が噴ふき出す。それは空中でイリアの姿に転じ、セロのかたわらに降り立った。

　ヴェリウスとリグローザが見せたものと同じ光景だ。〈共命覚かく醒せい〉の結果、セロはイリアと融ゆう合ごうした。二つの命は一つになり、肉体もまた共有するものとなったのだ。

「分ぶん離りもできるな。体は動くか？」

「ああ」

　セロは立ち上がり、足を踏み出してみた。今までと全く遜そん色しよくなく動く。剣けんを振ふると、風を切る音が鋭するどく響ひびいた。万ばん全ぜんの体調のときと変わらない。拳こぶしも固く、力強く握にぎることができた。

　イリアが安あん堵どの息をつく。

「成功だ。よく耐たえてくれた、セロ。私の力も戻っている」

　セロは唇くちびるを引き結んだ。

　力は得た。だが、これだけではリグローザに勝てない。不死の体をどうにかしない限り、仕留めることは不可能だ。

「イリア。フェニックスは無敵ではないと言ったな。何か弱みがあるのか」

　イリアはセロを見つめ、はっきりとうなずいた。

「ある。再生能力の限界だ。私たちの再生能力は、ある範はん囲いを超こえては届かない。その中にいる生物が死し滅めつしたら、それ以上の再生はできないのだ」

　フェニックスの再生能力は、他の生物の生命力を奪うことで発揮される。だが、それには限度があった。遠く離はなれた相手から生命力を奪うことはできない。

「リグローザを殺すには、まずこの街を離れることだ。無人の雪原に誘さそい出せ。そうすれば、奴の傷は癒いえない。私たちにも言えることだがな。そこでなら、フェニックスといえども殺せる」

　エルクドにいる限り、セロもリグローザも生命力を奪う相手には困らない。人々は意味もわからないまま生命力を奪われ、倒たおれるだろう。

　裏返せば、誰もいない場所ではフェニックスも不死ではないということだ。その場で一対一の戦いに持ち込めば、セロにも勝機はある。

　孤独な戦いの向こうに、リグローザを仕留めることは可能なのだ。

「わかった。やろう」

　セロは決然と顔を上げた。リグローザはどこか、気配を探さぐったところへ爆ばく音おんが響く。

　王宮の本ほん殿でんから炎と煙けむりが上がった。壁かべが崩れ、穿うがたれた大穴から中の様子が見える。そこにいるのは燃え盛る炎の翼つばさを背負う男、リグローザだ。

　そして、崩れた建物から落ちた騎き士しと、その腕うでに抱だきかかえられた少女。

「シャロン！」

「いくぞ、セロ！」

　言うや否いなや、イリアの体が炎に包まれた。空中に舞まい上がり、そのままセロの体へと飛び込んでくる。背中に熱が生じ、炎の翼が噴き出した。

　飛べる、とセロは直感する。歩くのと同じ感覚で、今のセロは空を翔かけることができた。足を踏み出すように翼を羽ばたかせ、体を持ち上げる。

「飛べ！」

　イリアの声を受け、大地を蹴ける。雪と黒こく煙えんを裂さいて、セロはシャロンのもとへと風のように舞い上がった。
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　アルフェンドラの歴史と栄えい華がを共にしてきた王宮は、見るも無残な有り様だった。

　落ちた天てん井じよう。打ち砕かれた壁。壺つぼや絵画など、調度品はことごとく床ゆかに散乱し、毛足の長い絨じゆう毯たんはボロボロに引き裂かれている。目につく場所はどこも焼け焦こげて煤すすにまみれ、煙が充じゆう満まんしていた。

　そして、至るところにかすかな残り火を燃やす騎士や兵士の亡なき骸がらが転がっている。

「……っ」

　込み上げる怒いかりを嚙み殺し、セロは瓦礫の上に降り立った。受け止めたマーガスとシャロンを、そっと地面に下ろす。

「…………セロ？　セロなの？」

「遅おそくなった。すまない」

　シャロンの目から涙なみだが一筋、こぼれ落ちた。

　髪かみはほつれ、顔は煤で黒く汚よごれている。殴なぐられたのか、頰ほおが腫はれ、口の端はしから血が流れていた。服もボロボロで、普ふ段だんは隠かくれている体の紋もん様ようが覗のぞいている。か細い腕は、マーガスの体をしっかりと抱き締めていた。

　マーガスはもっとひどい状態だ。甲かつ冑ちゆうは砕け、焼け焦げた背中には石やガラスの破は片へんが無数に突つき刺ささっている。支えた腕は、血でべっとりと濡ぬれた。気を失っているのか、セロのほうを見ることもない。

　身を挺ていしてシャロンを守ってくれたのだ。

「のこのこと殺されに来たか？　見み逃のがしてやってもよかったものを」

「お前ごときに背を向けては、恥はずかしくて夜も眠ねむれんのでな」

　上空から降り立ったリグローザに答えたのはイリアだった。セロの体から炎が上がり、イリアの姿に転じる。

　それを見たリグローザは、醜しゆう悪あくな笑えみを浮うかべた。

「〈共命覚醒〉か。次はそいつか？　ルナムとかいう女より長持ちすればいいな」

「お前に言われる筋合いはない。軽々しくルナムの名を口にするな」

　イリアの声は低く、ありありとした怒ど気きをはらんでいた。セロも同じ気持ちだ。リグローザをにらみ据すえたまま、双剣を抜ぬき放つ。

「シャロン。少しだけ待っていろ」

　イリアが融合する。翼を広げ、セロは疾しつ風ぷうのごとく斬きりかかった。嚙み合った刃やいばが激しい音と火花を散らす。

「おおおおおおおっ!!」

　雄お叫たけびを上げ、セロは力任せにリグローザをはじき飛ばした。空いた間合いを一息で詰め、さらに攻せめ込む。

　体が軽い。〈共命覚醒〉によるものか、それとも単純な怒りからか。研とぎ澄すまされた感覚がリグローザの動きをはっきりと捉とらえた。

　リグローザが炎を放つ。そこにセロも炎を叩きつけた。爆炎を斬り裂いて、セロはリグローザに肉にく薄はくする。

「おのれ！」

「遅い！」

　リグローザの剣が首をかすめる。委細構わず、セロは正中線に突きを放った。刀身がリグローザの背中へ突き抜け、柄つかが胸に当たるほどめり込む。

　右腕が赤熱し、爆ばく発はつしそうに疼いた。高まる魔ま力りよくをセロは全力で剣に叩き込む。

「そこで寝ねていろっ!!」

　激しい音と衝撃を残し、リグローザの体が吹ふき飛んだ。放たれた矢のような勢いで建物に突っ込み、石の壁を突き破る。そこへセロの炎が襲おそいかかった。

　爆発が連れん鎖さし、大だい音おん響きようと共に建物が崩ほう落らくする。大量の瓦が礫れきがリグローザの上に容よう赦しやなく降り注いだ。地じ震しんのように地面が揺ゆれ、土つち煙けむりがもうもうと立ち込める。うず高く積もった破は壊かいの痕こん跡せきに、リグローザの姿は埋うもれて消えた。

　静せい寂じやくが訪おとずれる。立ち上がってくる気配も今はない。呼吸を整え、セロはシャロンのもとへと駆け寄った。

「大だい丈じよう夫ぶか、シャロン」

「うん、私は。でも……」

　呼びかけられたシャロンは、泣きそうな顔で視線を落とした。

　イリアとの融合を解き、セロは膝ひざをつく。マーガスの肩かたを、傷に障さわらないよう慎しん重ちように揺らした。

「マーガス、しっかりしろ！」

「……………………遅おせぇじゃねぇか、バカヤロー……」

　かすれた声でうめき、マーガスが身をよじる。シャロンがその体を抱かかえ直した。仰あお向むけになったマーガスの顔は血にまみれ、土気色に染まっていた。

「あー、痛いってぇ…………王女。シャロン王女。いるかい？」

「ここにいるよ。大丈夫！」

　涙声で答え、シャロンはマーガスの手を取った。マーガスは満足そうに口元を緩ゆるめる。目の焦しよう点てんが定まっていない。頰に浮かぶ濃こい影かげは、不ふ吉きつな想像を呼ぶ。

　だが、一つ息をついてから出された声は、はっきりとして力強いものだった。

「この国を出ろ、王女」

　マーガスの表情は真しん剣けんだ。軽口を叩たたくいつもの面おも影かげはない。言葉を失うシャロンに向けて、諭さとすように続ける。

「アルフェンドラはもうお終しまいだ。フェニックスに襲われ、ザーフレイの侵しん攻こうも受けている。王宮はこのざまで王は高こう齢れい、王子も器量に欠ける。この混乱の中でも、自分たちが逃にげるための時間稼かせぎしか命じられねぇ。……あいつらには国を守ることも、立て直すこともできねぇ。アルフェンドラは滅ほろぶ」

　王国に仕える騎士としてあるまじき発言だ。けれど、それを咎とがめることは誰だれにもできなかった。セロもシャロンもイリアも、他ほかに誰がいたとしてもそうだろう。マーガスの言葉は核かく心しんを突いていて、否定できない。

「なにより、アンタはもうこんな国に義理立てする必要はねぇ」

　言い切られ、シャロンが息を吞のんだ。

　マーガスは小さく笑い、シャロンの顔をなぞる。痛々しく刻まれた紋様を、震ふるえる手がそっと撫なでた。

「ったく、ひでぇことしやがるよな……。女の子の顔に傷をつけるなんざ、許されることじゃねぇぞ……。よく我が慢まんしたよ。だからこそ生き残れ、シャロン王女。アンタには幸せになる義務がある。長い時間を耐えてきた、過去のアンタ自身のために」

　咳せき込むマーガスの口から大量の血が吐はき出された。悲痛な声でシャロンが名を呼ぶ。マーガスはまた笑い、シャロンの髪を優やさしく撫でた。

　セロは何も言えなかった。

　マーガスの言葉は、セロの心の代弁だ。シャロンの境きよう遇ぐうや生き方に、どこか納なつ得とくできずにいたことをマーガスが形にしてくれた。具体的にどうするべきか、その方法も含ふくめて。

　くやしさに唇くちびるを嚙かむ。なぜ、今まで言えなかったのだろう。この国を離れるという選せん択たく肢しを、セロは無意識のうちに排はい除じよしていた。

　騎士や王女という身分と常識に囚とらわれて、シャロンのことを考え抜いてあげられなかったのだ。

　自由奔ほん放ぽうで見識に富み、何度も助けてくれた親友に、セロは頭が下がる思いでいっぱいだった。

「セロ。もう一度だけ、言っとくぞ。あんまりお姫ひめ様さまを泣かせるんじゃねぇ。こんないい子を不幸にしたら黙だまっちゃいねぇからな……わかったか」

「ああ。シャロンは俺が守る。必ず」

「…………よし。ほら、行きな」

　最さい期ごにもう一度笑って、マーガスはシャロンの涙を拭ぬぐった。瞼まぶたを伏ふせ、そのまま眠るように動かなくなる。

　散り際ぎわは静かで、おだやかだった。

「マーガス……ありがとう」

　シャロンが嗚お咽えつを漏もらす。血に汚れることもいとわず、彼女はマーガスの遺体を抱だいて死を悼いたんだ。

　セロは瞑めい目もくし、感謝と祈いのりを捧ささげる。イリアもそれに倣ならってくれた。どれほど彼に力を貸してもらったか、感謝してもしきれない。

　できることなら、このままマーガスの言葉に従いたかった。王宮は静かだ。セロとシャロンが逃げ出したところで見咎める者はいない。

　だが、それはできなかった。いつの間にか、首に負った傷が癒いえている。シャロンの命を削けずったのか、それともマーガスだったのか。セロにもわからない。

　いずれにせよ、セロはもうシャロンのそばにはいられないのだ。亡なき友の言葉に早々と背そむくとしても、セロは行かなければならない。

「シャロン。行け」

　突き放すような一言に、シャロンが顔を上げる。決心が揺らぐ前に、セロは彼女に背を向けて立ち上がった。

「俺たちはリグローザを殺す。まだ終わっていない」

「あれしきで死んでくれるなら、楽なものだからな」

　イリアが横に並んだ。

　リグローザは死んでいない。二人には確信がある。人のいる場所でフェニックスを倒たおすことは不可能だ。ここから離はなれて、戦いに臨のぞまなければならない。

　だが、そこにシャロンを連れて行くわけにはいかなかった。

「私は？　私は一いつ緒しよじゃダメなの？」

　何かを察したのか、か細い声でシャロンが問う。今にも泣き出しそうな震ふるえた声だった。心細くセロの背中を見つめるシャロンの姿が、はっきりと思い浮かぶ。

　一人にしないで。

　置いていかないで。

　声なき声が、そう訴うつたえかけるのが聞こえた。

「セロ」

　再度、名前を呼ばれたとき、セロは彼女の華きや奢しやな体を抱だきしめていた。

「セロ…………？」

　とまどいと、かすかなよろこびがシャロンの表情ににじむ。セロは腕うでにぎゅっと力を込めた。ん、とシャロンが小さくうめく。

　やわらかなぬくもり。規則正しく打つ鼓こ動どう。甘い香かおりとかすかな息いき遣づかい。そのどれもがシャロンの生きている証あかしだ。できることならずっとシャロンのそばにいて、それを感じていたい。

　シャロンが好きだ。このままいつまでもそばにいたい。

　たどり着いた想おもいを、しかし、セロは口に出せなかった。

「生きろ、シャロン。生きてくれ」

　ささやき、腕を解く。シャロンは呆ぼう然ぜんとセロの顔を見つめていた。流れ落ちた涙なみだの跡あとがセロの胸を締しめつける。

　ふれてしまいそうになる手を握にぎり締め、爆発しそうな感情を抑おさえつけ、万ばん感かんの想いを込めてセロは微笑ほほえんだ。

「────さよなら」

　ドオオオオオオオオオオオオオオオオオオンンンンッッ!!

　轟ごう音おんを上げて瓦礫の山が吹き飛ぶ。火柱が煌こう々こうと周囲を照らし、舞まい散る雪を消し飛ばした。

　業ごう火かの真っ只ただ中なかでリグローザが吼ほえる。

「イリアアアアアアアアアアァァァァァァァァッッ!!」

「こっちだ！　来い、リグローザ！」

　イリアと一体化し、セロは地面を蹴ける。悪あつ鬼きのような形相をしたリグローザが、同じく空へ飛び立った。炎ほのおの翼つばさが交こう錯さくし、火の粉が舞い散る。

　怒いかりに我を忘れたのか、リグローザは執しつ拗ようにセロに追いすがった。これでいい。セロを追わせれば、そのまま街から引き離せる。

　セロは遠方に目をやった。城じよう壁へきの向こうには雪と氷に覆おおわれた雪原が広がっている。そこには誰もいない。孤こ独どくで寒々しい決戦の場だ。

　もはや戻もどることのない王宮を、一度だけ振り返る。

「セロ！　待って！　セロ────ッ!!」

　悲痛な叫さけびと必死に伸のばされた手を振ふり切って、セロはその場を飛び去った。
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　灰色の空は昼なお暗く、日の光を届かせない。激しさを増した雪はいつしか吹雪ふぶきとなり、セロの、ひいてはイリアの視界を遮さえぎった。唸うなる風が冷え切った空気を震わせる。

　ひとたび街を離れれば、そこは白く染め上げられた雪原だ。王宮の喧けん騒そうが噓うそのように静まり返り、動く者の影はない。あるのは無人の森ばかり。寂さびしく、寒々しい光景が彼方かなたまで続いている。

　その上空で、燃え盛る火か炎えんの花が咲さいた。

　断続的な轟音と、鋭するどい金属音。飛び交かう二つの影が入り乱れ、ぶつかるたびに炎が散っては消える。雪原の静せい寂じやくは、似つかわしくない戦いの音と熱気に破られた。

「わざわざ誰もいない場所に移したか。貴様のそういうところが腹立たしい！」

　憎にくしみを剝むき出しにして、リグローザはセロをにらみつけた。その目が本当に見み据すえているのはイリアのほうだろう。

　足の下で何か、大きな物が倒れる音がした。森の大樹が数本、炎に包まれて燃えている。その一本が焼け落ちたのだ。

　セロとリグローザの再生能力の範はん囲いには、眼下の森しかない。戦いが続くうちに、やがて焦しよう土どと化すだろう。だが、この場を離れない限り、他の命を、人を巻き込むことはない。

　イリアのその考えが、人間を憎み嫌きらうリグローザの神経を逆さか撫なでしていた。

「お望み通り、この場で決着をつけてやる。その後、人間どもが我を癒いやす餌えさになるのをあの世で見ていろ！　イリア！」

　喰らいつくような叫び声と斬ざん撃げきが襲おそい来る。迸ほとばしる炎が森の一角を薙なぎ払はらった。どこかセロを侮あなどっていたこれまでとは勢いが違ちがう。明白な怒りと気き迫はくが、リグローザの剣けんに鋭さを与あたえていた。

「セロ！　フェニックス同士で再生能力は効かん！　〈共命者〉も同じだ。奴やつの受けた傷は、じきにここでは治らなくなる！　攻せめ切れ！」

「おう！」

　振りかざされた剣が激げき突とつし、再び炎が大気を焼く。

　フェニックスは他ほかのフェニックスや、自分以外の〈共命者〉から生命力を奪うばうことはできない。この戦いで受けた傷は森の木々や動物で癒し、それもできなくなれば自分が〈共命覚かく醒せい〉を結んだ〈共命者〉の命を削ることになる。

　あの森が燃え尽つきた後、ヴェリウスの生命力も尽きれば、リグローザはそれ以上再生できない。この場から逃がさなければ、仕留めることはできる。

（どう足を縛しばるか）

　戦いの趨すう勢せいを見定めつつ、イリアは思案した。

　かつての〈共命者〉ルナムは類たぐいまれな魔ま導どう師しでもあった。彼女ほどの魔ま力りよくと魔ま法ほうの腕の持ち主なら、リグローザの足を強ごう引いんに止めることもできる。

　だが、セロは生きつ粋すいの剣けん士しだ。その期待はできない。リグローザが退たい却きやくを視野に入れたら台無しになる。それを妨さまたげる一手をイリアは探した。

「恐おそろしいか、イリア」

　ふと、かけられた言葉にイリアは眉まゆをひそめた。

　生死をかけた戦いだ。恐きよう怖ふがないとは言わない。だが、ことさらにリグローザを恐れることもない。手ごわいとはいえ、渡わたり合える相手だ。

　沈ちん黙もくをどう取ったのか、リグローザは暗い笑えみを浮うかべた。

「二百年前、貴様は我を最後に封ふうじた。人間どもとつるんで逃にげ回り、最後まで戦わなかったからだ。貴様は我との勝負を避さけ続けた！　因果だな。真っ先に殺してやりたかった我が、今度は最初に貴様にまみえ、引導を渡すとは！」

　炎の色が影かげを増す。リグローザの抱いだくどす黒い感情が漏れ出しているかのようだ。よほどイリアを恨うらんでいるのだろう。瞬まばたきを忘れた目は憎しみに淀よどんでいる。

　イリアは小さく嘆たん息そくした。

「誰だれにそんなことを吹ふき込まれた、愚おろか者」

　冷れい淡たんな声で告げる。セロと融ゆう合ごうしているため、イリアの表情はリグローザには見えない。だが、氷のように冷たいことは伝わるはずだ。

「お前が自分をどう評しているかは知らんが、逆だ。お前など放置しておいても構わなかった。あの戦いでは他に封じるべき者を優先し、結果としてお前が最後になっただけだ。恐ろしいだと？　お前などに手を煩わずらわされることは、たしかに恐ろしかったな」

　淡たん々たんと、イリアはリグローザのプライドを引き裂さいた。リグローザの顔が強こわ張ばる。頰ほおが大きく震ふるえ、目が見る見るうちに血走っていった。

　──ああ、そうだ。こういう男だった。

「イリア」

「安い挑ちよう発はつだ。だが、こう言っておけば街には戻れまい」

　セロに答えながら、イリアはかすかな感傷が胸をかすめるのを感じた。

　まだイリアが玉座にあって、フェニックスを束ねていた頃ころ。フェニックスという種族の誇りを最も高く、強く抱いていたのがリグローザだった。直情径行で熱くなりやすく、いさかいを起こしたことも少なくない。挑発に乗りやすい気き性しようは昔のままだ。

『我らが力を合わせれば、永えい劫ごうの王国を築くことが叶かなうのです。誰にもじゃまはさせませぬ。同どう胞ほうの輝かがやかしき未来のため、いくらでも働いてご覧に入れましょう！』

　だが、リグローザのプライドの高さはそのまま強い仲間意識につながっていた。イリアを女王として立て、フェニックスの国の発展を熱心に語った姿は本心からのものだろう。その熱意を好ましく、頼たのもしく思った記き憶おくはイリアの中にも残っている。

　だからこそ、リグローザはイリアが敵対したことを許さない。

『なぜ！　なぜ我らに刃やいばを向けるのですか！　王よ！』

　同胞を思うがゆえに、リグローザは袂たもとを分かったイリアを許さない。王でありながら、イリアはフェニックスを捨てたのだ。

　イリアもまた、人間を見下し、殺さつ戮りくしたリグローザを許容することはできない。

　破局したおたがいの関係は、もう戻ることはなかった。

「イリアァァァァァッッ!!」

　怒ど号ごうがこだまし、リグローザの剣が炎を吐はいた。荒あれ狂くるう熱が雪を蒸発させ、風を焦こがす。矢や継つぎ早にくり出された火炎の帯が、森の大樹を激しく燃え上がらせた。

　セロの剣がリグローザの胸を裂く。だが、動きを止めるには至らない。それどころか、傷をものともせずに斬きり込んできた。叩たたき落とされた重い一いち撃げきに、受け止めたセロの手首が折れる。

「ぐあっ！」

「あああああっ！」

　壮そう絶ぜつな斬り合いで血ち飛沫しぶきが舞い、たがいの体を赤く染めた。どちらの傷もすぐに癒いえる。そのたびに森の中でまた樹木の倒たおれる音がした。

　火の手は広がる一方だ。吹雪の中、燃える森を眼下に二人は剣を振るい続ける。血と火の粉が舞い、刃の嚙かみ合う音が響ひびき渡った。

　剣の腕うではセロが勝まさる。しかし、リグローザのほうが押し込みつつあった。

（経験が違うか……！）

　イリアは歯は嚙がみした。

　フェニックスや〈共命者〉は傷の心配をしなくていい。極きよく端たんな話をすれば、防ぼう御ぎよなど考えなくてもいいのだ。リグローザはそれをわかっていて、セロの反はん撃げきを半ば無視して攻め込んでくる。

　空中戦であることもセロに不利だった。〈共命覚醒〉で感覚が強化され、飛ぶこと自体にはセロの違い和わ感かんもないはずだ。

　しかし、戦せん闘とうとなれば違う。上下左右、自在に飛び回るリグローザに徐じよ々じよに翻ほん弄ろうされている。〈共命者〉になって再生能力を得たのも、翼を得たのもついさきほどのことだ。地上で攻こう防ぼう一体の戦い方をしてきた経験とくせは抜ぬけない。

「セロ、守りに入るな！」

「わかっている。だが……」

　セロがもどかしそうにうめく。こればかりは慣れだ。いくら頭で理解していても、斬られることを承知の上で斬り込むのは難しい。力量があり、防御の技わざにも優すぐれる剣士であればなおさらだ。

「！　しまった！」

　急降下から急きゆう上じよう昇しように転じたリグローザの剣が唸りを上げる。真下からの強きよう烈れつな一撃にセロの反応が遅おくれた。はじかれた腕が持ち上がり、脇わきががら空きになる。

「死ねっ!!」

　強烈な突つきに、セロはすんでのところで身を捻ひねった。串くし刺ざしは免まぬかれたものの、脇わき腹ばらを深く裂かれる。肺が破れ、中空に大きな血潮の花が開いた。

　命を脅おびやかす深手だ。その傷を癒すため、イリアの中にセロの生命力が流れ込んでくる。

　それを自覚した瞬しゆん間かん、イリアの全身から血の気が引いた。

〈共命者〉はフェニックスと同じ再生能力を持つ。ゆえに、フェニックスの生命力を奪うことはできない。

　だが、逆は違う。フェニックスは、自分の〈共命者〉ならば、その生命力で傷を癒すことができるのだ。なぜなら〈共命者〉は、フェニックスが生き残るために最後の生命力を保っておくための器うつわだからである。

　森はいつしか大火に包まれていた。すでに燃え尽きた部分も少なくない。イリアが生き延びるには、セロの命に手をかけなければならなかった。

『────イリア────』

　どこからか〝彼女〟が呼ぶ声がした。冷たい感覚がよみがえり、冷や汗あせが噴ふき出す。幻げん聴ちようだ。わかっているのに背筋が凍こおりついた。

〝彼女〟がここにいるはずがない。死に様はイリアの目にはっきりと焼きついている。二百年前、他ならぬイリアがその命を奪い去ったのだから。

　いや、だからこそ──忘れていないからこそ、声が聞こえたのだろうか。

　炎ほのおの中に燃え尽きた〝彼女〟の姿にセロが重なる。あのときのように〈共命者〉を殺す予感。その恐怖にイリアの思考が麻ま痺ひした。

　一いつ瞬しゆんのことだ。だが、融合したイリアの硬こう直ちよくは、そのままセロの動きを止めてしまう。どんな傷よりも致ち命めい的てきな隙すきがそこに生じた。

「──っ！」

　どんっ、と重い衝しよう撃げきが胸を打つ。燃える刃がセロの心臓を貫つらぬき、そのまま背中へ突き抜けた。生なま温ぬるい感かん触しよくが喉のどを駆かけ上がり、おびただしい量の吐と血けつとなってあふれ出す。

「く、あ……っ！」

「ぐっ！」

　セロが剣を突き返した。リグローザの脇を抉えぐるが、傷はセロのほうが明らかに深い。

　赤く濡ぬれた剣がリグローザによって引き抜かれる。支えを失ったセロの体が傾かたむき、落下を始めた。

　合わせてイリアの意識が急速に薄うすれていく。

「セロ…………ッ！」

　伸のばした手は、墜おち行くセロに届かなかった。
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　白く染まった世界を意識が漂ただよう。

　音もなく、景色もない。水の中をたゆたうように、イリアはゆらゆらと落ちていく。

　これは夢だ。生死の境で呼び起こされた記憶。イリアの心に刻み込まれた罪と罰ばつ。

「ルナム…………」

『なに？　イリア』

　涼すず風かぜのような澄すんだ声がした。きれいで心ここ地ちよく、凛りんとして温かい。ともすれば、あまやかなその声におぼれてしまいたくなる。

　背中を預け合った戦友であり、心を分かち合った親友であり、命を共にした盟友であった少女。懐なつかしい姿は今でも目に浮かび、そのたびに目め頭がしらが熱くなる。

『聞いてよ、イリア。────ったらひどいのよ。もう知らない！』

　スミレの花が咲さき誇ほこる春。

　父のように慕したった人の些さ細さいな意地悪に、ルナムは口をとがらせた。へそを曲げて閉じこもり、なだめるのにたっぷり一昼夜を費ついやした。

『あのね、イリア。────のとこ、今度子供が生まれるんだって！　いいなあ』

　日差しが強くなった夏。

　友の手にした幸せを、ルナムはうらやましそうに教えてくれた。まだ見ぬ未来に目を輝かせ、幼子を抱だくしぐさを何度も試ためしていた。

『見て見て、イリア。────からもらったの。きれいでしょ』

　紅葉もみじに包まれた秋。

　愛する人からもらった花束を抱いて、ルナムははにかみながら頰を染めた。心からよろこび、祝福の声に最高の笑顔で応こたえてくれた。

　救世の英えい雄ゆう。聖戦士。フェニックスを封ふう印いんし、人々を救った偉い大だいな存在。さまざまな呼び名を与あたえられた少女。

　だが、イリアにとって彼女は豊かな感情を示す、ごく普ふ通つうの少女でもあった。

　うれしければ笑い、悲しければ泣く。仲間のために怒いかり、友のために泣き、人々のために彼女は戦った。この子は戦いの果てに必ず幸せをつかむのだと、イリアは信じて疑わなかった。

　けれど、それは孤こ独どくな戦いでもあった。

『ねえ、イリア。私はフェニックスを封ふうじられるけど、殺せない。なのに、人なら誰だれでも殺せてしまうんだね』

　いつかの冬。雪と氷に閉とざされた、さびしい季節。

　凍こごえるような氷ひ雨さめに打たれながら、ルナムはぽつりと呟つぶやいた。血に染まった手を虚うつろに見つめる彼女に、イリアがかけられる言葉はなかった。

　イリアの〈共命者〉となった彼女は、そばにいる人たちの命を削けずって戦いの傷を癒いやしたからだ。

　ルナムが家族のように慕った人。友情を誓ちかい合った人。そして、心から愛した人。皆みな、ルナムの前から消えてしまった。皮肉なことに、ルナムのそばを離はなれなかった人ほど早く、ルナムのために犠ぎ牲せいとなった。

　彼女は愛する人々の屍しかばねの上に立ち、剣けんを振ふるった。呪じゆ文もんを唱え、鍵かぎをかけ続けた。優やさしく誠実な人ひと柄がらに、その枷かせは重すぎた。

『私は英雄？　それとも死神？　どっちなの？　…………教えてよ』

　雨に混じって幾いく筋すじも涙なみだが落ちる。見知らぬ人々を救うために、愛する人々の命を奪うばう苦く悩のう。傷つき、泣き明かした日々の末に、ルナムの心は壊こわれた。

　肉体は不死でも、心は不死にはなり得なかったのだ。

　長い戦いが終わったとき、ルナムのそばに残ったのはイリアだけだった。そして、ルナムは選んだ。イリアを刺さし、その傷を自らの命で癒させることを。

　それは、ルナムに許された唯ゆい一いつの自殺の手段だった。

『────あなたに私を殺させてしまって、ごめんね────』

　炎の中に没するルナムが向けてくれた優しい笑え顔がお。ルナムの命を奪った感触は、今も生々しく思い出される。かけがえのない人の命を自ら奪ったのだ。忘れるはずがない。

　だが、イリアはその感触を、苦しみを、ルナムにずっと強しい続けてきたのだった。

「私は愚おろかだ！　なぜ同じ過あやまちをくり返す！　あれほど悔くやんだというのに！」

　イリアの手はルナムに届かなかった。そして今、セロにも届かない。ルナムの悲劇をくり返すまいと心に誓った。それなのに。

　セロの命を奪う感覚がルナムの最さい期ごを呼び起こし、その恐きよう怖ふと絶望にイリアは屈くつしてしまった。

　ためらわないと決めたはずなのに、ためらった。

　過去の記き憶おくと現実の感覚が重なる。ルナムの姿が薄れ、イリアの夢が覚めていく。

　絶えない後こう悔かいと共に覚めていく────




　　　５




　降りしきる雪が強さを増した。大おお粒つぶの結けつ晶しようは風に舞まい、焼けた森に舞い落ちる。

　地表にはいまだ残り火が燻くすぶり、そこかしこで煙けむりを立てていた。雪は積もることなく、はかなく解けて消えていく。しかし、着実に黒く焦こげた大地を冷ましていく。

　やがてこの地も白く染まるだろう。その下に、セロの体を包み隠かくして。

「……ここまでのようだな」

　荒あらい息を吐はき出しながらリグローザが降り立った。炎の翼つばさがかすかな残ざん滓しを残して消える。魔ま力りよくの限界だ。左ひだり腕うでをだらりと垂らし、脇腹からは血が流れ落ちていた。セロのつけた傷を癒すことすらできなくなっている。

　それでもリグローザは立っていた。セロはその姿を、地に伏ふせたまま見上げる。

「ぐっ、う……！」

　身をよじると、全身が激しく痛む。胸の刺し傷は最後に燃え尽つきた樹木のおかげで、どうにか致ち命めい傷しようにはならなかった。しかし、ふさがるまでには至っておらず、今も血を流し続ける。

　翼は消えた。セロのほうも限界だったのだ。墜つい落らくの勢いを殺しきれず、打ちつけた肩かたは砕くだけている。

「くそっ……！」

　剣を支えに、セロはどうにか上体を起こした。膝ひざをついたまま、リグローザをにらみ上げる。

「すまない、セロ。私の失態だ……！　この期ごに及およんで、私は……！」

　頭の中にイリアの慟どう哭こくが響ひびく。血を吐くような声だった。何があったのか、彼女の心情はセロにはわからない。

　けれど、責めるつもりもなかった。

「ここまで来たのはイリアのおかげだ。もう少しだけ、つき合ってくれ」

〈共命覚かく醒せい〉によって、彼女はセロにあるはずのない機会をくれた。そのおかげで、セロにはまだシャロンを守る手段が残されている。

「せめてもの慈じ悲ひだ。楽にしてやろう、イリア」

　リグローザがゆっくりと近づいてくる。足取りは重く、片かた腕うでは上がらない。向こうもかろうじて立っているに過ぎないのだ。

　炎が消え、舞い戻もどった寒さは体力を奪う。再生能力の利きかない体では、そう長くはもたないだろう。それはリグローザも同じだ。

　そして、セロに止とどめを刺す以上、リグローザは必ず目の前に来る。

（……刺し違ちがえるしかない）

　セロは覚かく悟ごを決めた。もう一度だけでいい。剣を突つき出すための力を腕うでに蓄たくわえる。

　逃にがすわけにはいかないのだ。少し移動すれば、リグローザは再びエルクドを再生能力の範はん囲いに収めてしまう。

　王宮で一度セロが負かし、イリアがプライドを刺し激げきしたことで、リグローザはセロを仕留めることを優先している。今のこの状じよう況きようは薄はく氷ひようの上にあるものだ。リグローザがほんの少し冷静ならば、エルクドに戻っていただろう。

　再生能力が届けば、それだけでエルクドの人々は生命力を奪われ、燃え尽きる。そこにはシャロンも含ふくまれるのだ。そんなことは絶対にさせられない。

　死んでもシャロンを守ると、セロは誓った。あと一度、相あい討うちならまだ狙ねらえる。殺すか、それができなくても動けなくさせる。

　これを逃のがしたら、すべてお終しまいだ。

　顔を伏せ、セロは呼吸を静めた。焼けた土を踏ふみしめる音が近づいてくる。目はすでに霞かすんできた。頼たよれるのは耳と気配。そこに全神経を集中させる。

「セロ────────────ッ!!」

　出し抜ぬけに飛び込んできた声に、セロの頭が真っ白になった。

　はじかれたように振り返る。遠く、吹雪ふぶきの向こうから小こ柄がらな影かげが駆かけ寄ってきた。視力が回復し、体力がわずかに戻る。同時に、彼女は足をもつれさせて倒たおれ込んだ。

　真っ黒な灰にまみれ、それでもすぐに顔を上げる。刻まれた紋もん様ようの奥から、泣き腫はらした目がセロを射い貫ぬいた。

「来るな、シャロン!!」

　セロは大声でシャロンを制した。すでに再生能力の範囲に入っている。セロの体も、リグローザの体も再生を始めていた。それはすなわち、シャロンの生命力を奪い始めているということだ。

　まさか追ってくるとは思わなかった。このままではシャロンが死んでしまう。一刻も早く、ここから遠ざけなければならない。

「逃げろ！　こいつは俺が倒す！　命に代えてもお前を守る！　だから」

「私は生きていくのに、どうしてセロは死のうとするのっ!!」

　全身を振り絞しぼった叫び声が、セロの言葉をかき消した。

　シャロンが柳りゆう眉びを逆立てる。そこにあるのは純じゆん粋すいな怒りだ。大きな目に涙を浮うかべ、彼女はセロを強く詰なじった。

「あのとき顔を見てわかった！　セロは帰ってくるつもりがないって！　どうして『さよなら』なんて言うの!?　『帰ってくる』って、どうして言ってくれなかったの!?」

　まっすぐな言葉がセロの胸に突き刺さる。こぼれ落ちる大粒の涙を、シャロンは拭ぬぐいもしない。ぼろぼろと泣きながら、なおもセロへと歩み寄る。

「セロまで私を一人にするの……？　どうして？　どうしてよっ!?」

　セロは声もなく、その場に立ち尽くした。

　真っ赤に腫れたシャロンの目が痛々しくてたまらない。胸がひどく締しめつけられて息ができない。ただ、シャロンの姿が見える。その声が聞こえる。

　今にも泣き崩くずれそうなのに、それでも必死に前を向き、シャロンはセロに手を伸のばした。足を取られ、再び地面に倒れる。泥どろに汚よごれながらもセロを見た顔は、なによりも気高く、美しかった。

　歯を食いしばり、身を切るようにしてシャロンは叫さけぶ。

「私を守るのなら生きて守って！　セロ自身も含めてすべてを守ってよ！　私だけが生き残っても、セロがいなきゃ、なんの意味もないの！　だから、お願い！」

　その一言が、セロの世界を一変させた。

「死なないで！　セロ！」

　どくんっ、と鼓こ動どうが大きく脈打った。体の奥底に、これまでにない熱が生じる。それは力強くも温かく、セロの魂たましいを包み込んで揺ゆさぶった。

　シャロンが地面に倒れ込む。感情の糸が切れてしまったのだろう。怒りは消え、彼女は孤独に打ちひしがれて泣き出した。しゃくり上げる声が、とめどなく流れる涙が、セロの心をかき立てる。

　背後で剣を構える音がした。

「小うるさいハエだが、ちょうどいい。我が身の一部となる栄えい誉よをくれてやろう」

「！　やめろ、リグローザ！」

　イリアが叫ぶ。リグローザが剣を振り上げた。刀身に炎ほのおの帯が絡からみつき、シャロンに向かって放たれようとする。

　その腕を、セロの剣けんが一いつ閃せんした。

「っ!?　ぐ、ああああああああああッッ!!」

　鮮せん血けつが噴ふき出し、リグローザが苦く悶もんの声を上げてうずくまる。腕は剣を握にぎったまま、その場に転がった。双剣をリグローザに向け、セロは告げる。

「シャロンに手を出すな」

　頭が冴さえ、リグローザの一挙一動が正確に見て取れる。体は力を取り戻した。傷の痛みも感じない。

　リグローザが拾った腕を傷口に押しつけた。だが、それはつながることなく地面に落ちる。再生能力が働かない。シャロンがすぐそこにいるのに、だ。

「貴様、何をした！　イリアッ!!」

　リグローザが歯を剝むき出して怒ど鳴なる。焦しよう燥そうと苛いら立だちをあらわに、再びシャロンに向けて炎が放たれた。セロは一ひと薙なぎでそれを斬きり払はらう。背中に庇かばうシャロンには火の粉一つも届かない。

「無む駄だだ。シャロンには指一本、毛の先一つもふれさせない！」

　セロの背中に炎の翼がよみがえった。それはこれまでになく強く、明るく燃え盛り、雄お々おしく広がる。大気が陽炎かげろうを立てて揺れ、シャロンを包み込んだ。

　さながら、シャロンを抱だき締めるかのように。

「これは……まさか、再生能力を制せい御ぎよしているのか!?」

　イリアが驚きよう愕がくの声を上げる。セロもリグローザも、傷の再生が止まっていた。本来なら二人とも、シャロンの生命力を無意識に奪うばっているはずだ。

　けれど、それがない。リグローザの再生能力はシャロンに届く前に打ち消されていた。さらに、セロの力も届かない。シャロンを包む陽炎は、セロ自身からも彼女を守っている。

「すまない、シャロン」

「セロ……？」

「やっとわかった。お前を守るという、本当の意味が」

　セロはシャロンの泣き顔に笑いかけた。憑つきものが落ちたような、すっきりとした気分だ。見けん当とう違ちがいの覚悟を決めていた自分が恥はずかしく、情けない。

「俺はお前を守る。お前の大切なものも、すべて。俺やイリアが傷つけば、お前は心を痛めてくれたな。ならば、それも含めて守ってやる」

　優やさしく、思いやりを失わないシャロンのことだ。大切な人が傷つけば、我が身のように苦しむ。怒いかり、嘆なげき、涙なみだを流す。たとえ一人で生き残っても、その孤こ独どくはいつまでも彼女を苛さいなむだろう。

　シャロンの命を守ることが最善だと、セロは思っていた。だが、それは自己満足でしかない。それだけで彼女を守ったなど、おこがましい考えだ。

　誰だれかを守るとは、そんな浅はかなことではなかった。

「シャロン。お前の心も、俺は守り通してみせる！」

　決意を口にし、セロは剣を強く握り締めた。よみがえった気力に呼応して、炎の翼つばさがひときわ激しく燃え上がる。本当に守るべきもの、守らなければならないものを、セロはようやく見つけた。

　命を守るだけではない。その心まで、傷つかないように守るのだ。セロはシャロンのためにも生きなければならない。

　二度とシャロンを悲しませないために。

　彼女のすべてを守るために。

「俺は生きる。生きて、お前を守る！　絶対に!!」

「うん……！　うん、セロ……！」

　シャロンの顔に、ようやく笑え顔がおが戻った。胸に手を押し当て、ぎゅっと自分を抱き締める。涙の色が悲しみと絶望から、よろこびのそれへと変わった。

「そうか。これがフェニックスの本当の力」

　イリアの感かん嘆たんの声が聞こえる。生きようとする意志こそ、生命の根源。命を司つかさどる不死鳥フェニックスの、真の力を引き出す鍵かぎなのだ。

　無差別に命を喰くらう再生能力すら、今のセロは抑おさえつけている。聖戦士ルナムにもできなかった奇き跡せきを、セロは自らの意志で引き起こした。

　かつてルナムが手放してしまった、生きる意志。自ら命を絶った彼女には残されていなかった力をセロは、全身全ぜん霊れいでつかみ取っていた。

「小こ癪しやくな真似まねを！　ならば直接、貴様らごと喰らい尽つくしてくれる！」

　怒ど声せいが空気を引き裂さいた。怒りに燃えるリグローザが咆ほう哮こうと共に襲おそい来る。腕の傷から炎を噴き出し、それを剣として振ふり下ろした。

　セロは真っ向から受け止めた。そのまま、ものともせずに斬り返す。双剣の冴えは、それまでとは格段に違った。刀身が明るく燃え、リグローザの暗い炎を打ち破る。

　リグローザの顔に焦燥が浮かび、わずかに怯ひるむのがわかった。

「逃がすか！」

　イリアの声と共に、剣から炎の鎖くさりが飛び出した。リグローザの体が搦からめ捕とられ、動きを封ふうじられる。

「ここで決着をつけろ、セロ！　奴やつは私が逃にがさん！」

「任せろ！」

　双剣が閃ひらめき、リグローザを斬り裂いた。苦し紛まぎれの反はん撃げきをさばき、さらに踏み込む。

「我は死なぬ！　下げ賤せんな人間風情ふぜいが！」

　炎が爆ばく発はつし、リグローザが間合いを取った。鎖に負ふ荷かがかかり、激しく軋きしむ。リグローザは鎖を振り切ろうともがいた。退たい却きやくすることを考え始めたのだ。

「セロ、避よけて！」

　視界の端はしを光がかすめた。反射的に半歩、セロは横にずれる。そこを一本の短たん剣けんが飛び、糸を引くようにしてリグローザの脇わき腹ばらに突つき刺ささった。

「がっ！」

　苦悶の声が上がり、リグローザが身を引く。すぐさま短剣を引き抜くと、憤ふん怒ぬに燃える目でシャロンをにらみつけた。

「小こ娘むすめ──」

　言いかけたそのとき、リグローザの様子が一変した。

「ウグッ!?　ぐ、ああああああああああああああああああああああっっッッ!?」

　全身をのけぞらせ、リグローザが絶ぜつ叫きようする。白目を剝き、口から泡あわを吹ふいてのたうち回った。爪つめを立てて喉のどをかきむしり、血があふれ出しても痙けい攣れんは収まらない。ただ痛みを受けただけではない、異常な苦しみ方だ。

「効いた……？」

　シャロンが呟つぶやく。リグローザの急変ぶりに警けい戒かいを強めながら、セロは尋たずねた。

「シャロン。何をした？」

「短剣に血を塗ぬったの。私の血を」

　答えるシャロンの腕うでには、一筋の切り傷がついていた。

「私の血は猛もう毒どくなの。体に入れば、どんな生き物でも死んでしまう。フェニックスに効くかどうか、わからなかったけど……」

「毒だと!?　ふざけるな！　我らに毒など効かん！　すぐに解げ毒どくし、無力化するはずだ！」

　ひゅうひゅうと喉を鳴らしながら、リグローザはシャロンをねめつける。シャロンは強いまなざしでそれを見返した。

「私の血は解毒できないわ。何十、何百もの毒が合わさってできた、他に存在しない唯ゆい一いつの毒だから」

　血液はシャロンの切り札だった。ルーゴゥにさまざまな毒を投与された結果、それらは彼女の血の中で一体となったのだ。

　通常なら、フェニックスに毒は効かない。一時的に体を破壊されても、再生能力で癒いやせるからだ。そのうちに抗体ができ、解毒されてしまう。

　だが、シャロンの血には無数の異なる毒が含まれていた。一つの毒を解毒する間に、他の毒が体を蝕むしばむ。のみならず、ある毒の抗体を別の毒が破壊してしまう。完全な解毒は不可能なのだ。

　いくら再生能力があろうと、毒は残る限り、内側から体を蝕み続ける。複雑怪奇に絡からみ合い、奇跡的な均きん衡こうの上に生まれた唯一無二の猛毒。

　シャロンの血は、不死なるフェニックスですら殺すのだ。

「あ、ぐあ……っ、がはあっ!!　お、おのれぇっ！　貴様らああああああああっっ!!」

　限界まで舌を伸のばし、リグローザが激しくえずく。吐はき出そうにも、シャロンの血は傷口から血管に入った。飲み込んだのとは違い、いくら悶もだえても排はい出しゆつすることはできない。

　シャロンはリグローザが投げ捨てた短剣を拾い上げた。

「マーガス。一いつ矢しは報むくいたよ」

　使い込まれたそれは、リグローザの前に倒たおれたセロの親友の形見だった。

「下がっていろ、シャロン」

　細い肩かたに手をかけ、セロはシャロンの前に出た。リグローザがセロに気づき、体を起こす。片かた腕うでを失い、上半身をぐらぐらと揺らしながらも、なんとか立ち上がった。

　足は震ふるえ、顔面は蒼そう白はくだ。わずかな間にひどくやつれた印象を受ける。こけた頰ほおとは対照的に、目だけがギラギラと異様な殺気を放っていた。

「殺す……殺してやる……殺おおおおォォォォすっ!!」

　半はん狂きよう乱らんでリグローザは炎ほのおを巻き起こす。しかし、技わざのキレは全くない。炎は無む軌き道どうに荒あれ狂くるい、見当違いの方向へ飛んでいく。

　リグローザはよろめき、倒れかけてはまた襲いかかってきた。まるで野や獣じゆうのような、知性を感じない動きだ。構えるまでもなく、セロは伸ばされた腕を払いのける。

「がっ、ぶあっ!!」

　しわがれた声と共に、リグローザの鼻と口から大量の血が噴き出した。気管が詰つまったのか、ごぼごぼと不気味な音が聞こえる。見開かれた目と、耳からも鮮血が流れ落ちた。呼吸は浅く、足はもう目に見えて震えている。

　不死の体を誇ほこるフェニックスとは思えない姿だった。

「そこまでだ、リグローザ」

　セロが近づく。と、リグローザの目が大きく見開かれた。

「我を殺したところで、貴様の罪は変わらぬぞ、イリア！　裏切りの女王！　我が同どう胞ほうは必ずやよみがえり、貴様を殺す！　首を洗って待て！」

　吐と血けつに乗って呪じゆ詛そが飛び出した。血と涙で濁にごった目が、狂きよう気きをはらんでセロを見る。死相の中にも消えない呪のろいが、言葉となって降りかかる。

「貴様もだ、毒の娘！」

　矛ほこ先さきを向けられ、シャロンが体を強こわ張ばらせた。剝むき出しの悪意と怨えん嗟さが絡からみつき、彼女の心を圧あつ迫ぱくする。

「貴様だけは生かしておかぬ！　我らを殺し得る毒め！　貴様さえおらねば、我らが不死は揺ゆらがぬのだ。我らを脅おびやかす毒！　同胞が知れば、貴様の命もない。心しておけ！」

「繰くり言は終わりだ」

　聞くに堪たえない。セロはリグローザの首をつかみ、地面に押さえつけた。枯かれ果てた老人のように力なく、リグローザは組み伏ふせられる。

「最後の最後まで雄ゆう弁べんだな、リグローザ。イリアを憎にくみ、シャロンを殺すと言うのなら好きにしろ。俺が相手になってやる。フェニックスだろうが何だろうが、残らず斬きり伏せる！　そう思え！」

　リグローザは憎にく々にくしげにセロを見上げ、口をわななかせた。だが、それだけだった。恨うらみの視線をセロは真っ向からはねつける。

　イリアが最さい期ごを告げた。

「今度こそ眠ねむれ、リグローザ。我らは死の重みを知らねばならぬ。自らの身で、罪をあがなうために」

「我は、我は死なぬ────っ!!」

　刃が首を刎はね、血ち飛沫しぶきが舞まい散る雪を真っ赤に染めた。断だん末まつ魔まの叫さけびが無人の雪原に響ひびき渡わたる。リグローザの手足が跳はね上がり、体が数度痙攣して、やがて動かなくなった。

　今度こそ、リグローザは立ち上がらない。傷がふさがることも、シャロンの体が燃え上がることもない。幕切れはあまりにも静かに訪おとずれた。

　立ち上がり、刃の血を払はらう。達成感はない。虚むなしさが寒風と共にセロの胸中を吹き抜ぬける。

　アルフェンドラ王国を震しん撼かんさせたフェニックスの惨さん劇げきは、ここに人知れず、終わりを迎むかえたのだった。







　終章




　無残に半はん壊かいした王宮からは、いまだ黒こく煙えんが上っている。雪の舞う中、尖せん塔とうにたなびくのは飛ひ竜りゆうの旗だ。ザーフレイ帝てい国こくの紋もん章しようである。アルフェンドラ王国を示す双そう頭とうの荒あら鷲わしは、エルクドのどこを探しても見られなくなっていた。

　街頭にはザーフレイ軍の兵士が立ち、辺りを見回している。ところどころ、王宮と同じように破は壊かいされた建物があった。リグローザが暴れた余波によるものか。あるいはザーフレイの侵しん攻こうを受けてのものだろうか。

　たしかなのは、アルフェンドラの王都エルクドはすでにザーフレイ帝国の制圧下にあるということだ。城門は開かれ、ザーフレイ軍を迎え入れている。アルフェンドラの騎き士しや兵士の姿はない。

　街は比ひ較かく的てき、落ち着いていた。広場に集まった群衆の間からは、ちらほらとうわさ話が聞こえてくる。

「王は捕つかまったらしいぞ。王おう妃ひとフローリア王女もな」

「レナード王子は死んだとさ。真っ先に逃げたくせによ」

「毒どく姫ひめはどうなったんだ？」

　フードを目ま深ぶかに被かぶったまま、セロはそれとなく耳を傾かたむけた。多くはアルフェンドラ王家の最期と、彼らへの不満だった。逆に、侵攻してきたザーフレイ帝国を悪く言う声はあまりない。

　ザーフレイ軍はエルクドに侵攻すると、まっすぐに王宮を目指した。王宮も騎士団もリグローザの手で壊かい滅めつ状態にあり、抵てい抗こうはほとんどなかったようだ。散発的な騒そう乱らんがあっただけで、街はすぐに制圧されたらしい。

　これに対し、アルフェンドラ王家は何もできずに逃げ出した。人々の不満の矛先はそちらに向いている。ザーフレイが情報を操作しているところもあるだろうが、国と民たみを見捨てた無能な王家だと、すでに審しん判ぱんを下されたようだ。

　セロはかたわらにいるシャロンの肩を抱だいた。

「行こうか」

「…………うん」

　シャロンが遠く、王宮を見やる。暮らし慣れた離はなれには近づくこともできない。荷物も何もかも置いたままだ。つらい思い出が詰まった場所だが、実際に他国の侵攻を許した姿を見ると複雑な思いがよぎるのだろう。

　セロとて、曲がりなりにも騎士だ。国を守ることができなかった無念も感じる。マーガスをはじめ、仲間たちを弔とむらうこともできなかった。唯一、シャロンが拾ってくれたマーガスの短たん剣けんだけが、墓標の代わりだ。

　だが、今のセロにできることはない。ザーフレイに抵抗する意義を見み出いだせず、王家を助ける大義もない。

　アルフェンドラは敗れたのだ。

「二人とも急げ。あまり悠ゆう長ちようにもしていられん」

　イリアに促うながされ、二人は歩き出した。街にはシャロンの顔を知っている人がいるかもしれない。必要な物もそろえた。これ以上、長居することはない。

　三人は裏路地を通って城門に向かい、そのまま街を後にした。

　風が巻き、吹ふき上げられた雪が舞い散る。見み渡わたす限りの雪原は広く、寒々しい。灰色の空は今日も太陽を覗のぞかせない。

「何もないな」

「そうだね」

　シャロンがマフラーに口元を埋うずめた。

　東西南北、どちらを見ても雪の大地だ。最も近い街でも、徒歩では数日かかる。過か酷こくな旅路がセロたちを待ち受けているのは明らかだった。

「まずは〈ルナムの鍵かぎ〉をたしかめることから始めるべきだな。ここからなら、東のオーデルンが近いが……」

　イリアが最初の目標を示しながら、セロとシャロンを振ふり返った。

「本当にいいのか、二人とも。私につき合う義理はないのだぞ？」

　聞き飽あきるほどくり返された問いかけを、イリアはまた口に出した。セロは肩をすくめ、同じくくり返してきた答えを返す。

「何度も言わせるな、イリア。俺はお前の〈共命者〉だ。他ほかにフェニックスを倒せる者がいるのか？　いないだろう」

　故郷を失い、放ほうり出されたセロたちがこれからどうするか。三人で話し合って出た結論が「フェニックスの復活を阻そ止しすること」だった。

　アルフェンドラ以外にもフェニックスの復活を進める国がある。もしよみがえればリグローザのような事件を引き起こし、多くの犠ぎ牲せいを生む可能性は高い。アルフェンドラもそれが元で滅めつ亡ぼうしたようなものだ。

「それに、放っておいたらフェニックスは私を殺しにくるんでしょ？」

　シャロンがおどけたように小首を傾かしげた。リグローザとの戦いで負った傷は、セロやイリアと違ちがって治りきっていない。短剣に血を塗ぬるため、腕うでにつけた傷にも包帯が巻かれている。

　唯ゆい一いつ、フェニックスを殺すことができるシャロンの毒。リグローザがいまわの際きわに言ったように、フェニックスは遅おそかれ早かれ、その存在に気づくだろう。

　そうなれば、シャロンは彼らに命を狙ねらわれる。シャロンさえいなければ、フェニックスを殺せる者はいなくなるからだ。

「そういう意味でも、フェニックスの復活は止める。すでによみがえった者がいるなら、討うたなければならない。イリア。お前もそう言ったはずだぞ」

「……そうだったな」

　イリアは目を伏せ、小さく笑った。

「私は最後の女王として、あれらを止めねばならん。二百年前の愚おろかな争いをくり返すわけにはいかないのだ。セロ、シャロン。改めて、力を貸してくれるか」

「もちろんだ」

「今度は置いていかないでね」

　三人の手が重なる。苦難に満ちた旅になることは承知の上だ。帰る場所はなく、頼たよれる人もいない。

　それでもセロたちは道を共に進むことを選んだ。ここにいる三人が、生きて明日を迎えるために。

「オーデルンか。初めて行く国だな」

「私も。どんな国かな。ちょっと楽しみだね」

「遊びに行くのではないぞ。シャロン」

「いいじゃない。行く前から暗くなっても仕方ないよ。みんな一いつ緒しよなんだし、前を向いて行こう」

　シャロンは明るく言って、雪原へと踏ふみ出した。差し出された彼女の手を、セロはそっと握にぎり返す。

　もう二度と離さない。彼女を守り、生き抜く決意を再び心に刻む。この先、どれだけの困難にぶつかろうとも絶対に生きていくと、セロたちはたがいに誓ちかったのだ。

「行こう、セロ」

「ああ。シャロン」

　雪と氷に閉とざされた不毛の荒こう野やをセロは歩き出す。シャロンが横に並び、イリアがそれに続いた。真っ白な雪の上にぽつぽつと、真新しい足あし跡あとが刻まれていく。

　生きていこう。前を向いて、負けずに歩んでいこう。約束を胸に三人は足を進める。

　冷たい風が肌はだを刺さす。白い吐と息いきが流れて消える。残された足跡もやがて雪に埋もれ、いつしか彼らの痕こん跡せきはどこにも見られなくなっていた。





（了りよう）
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　あとがき




　こんにちは、諸もろ星ほし崇たかしです。




　十年ぶりにスニーカー文庫さんからの刊行です。お手に取っていただき、ありがとうございます。

　十年前は友とも野の詳しよう先生のご指導の下もと、『リボーンリバース　ゴースト・コンタクト』という短編集で一本書かせていただきました。それがデビュー作なので、感かん慨がいもひとしおです。




　本作はファンタジーでも屈くつ指しの知名度を持つ「フェニックス」に焦しよう点てんを当てた物語です。

　誰だれでも知っているモンスターなのに、なぜかいまいち主役になれないフェニックスくん。ファンタジーの代表格モンスターの座はドラゴンくんに奪うばわれっ放しです。

　理由はいろいろあると思いますが、一つは「死んでくれない」ということですね（笑）。

　敵に回すと、倒たおせないのでいつまで経たっても話が終わらない。

　味方にすると、どうせ死なないので放っておいても大だい丈じよう夫ぶ。




　そんなフェニックスを殺すとしたら？




　そこから始まったセロとシャロン、そしてイリアの物語です。特に、作者にひどい目に遭あわされているシャロンを応おう援えんしてあげてください。

　いや、シャロン、大好きなんですよ？　ホント。…………喉のど笛ぶえかっ切られそうですけど。




　最後になりましたが、雰ふん囲い気きたっぷりで美び麗れいなイラストを描えがいてくださったマニャ子様、担当編集Ｓ様、諸先せん輩ぱい方、家族、友人、そして読者のみなさまに深くお礼申し上げます。




　それでは、またお会いしましょう。





二〇一五年三月　諸星崇




TwitterID:t_morohoshi_1


















カバー・口絵・本文イラスト／マニャ子

カバー・口絵・本文デザイン／ビィピィ










ラスト・フェニックス




─不ふ死し殺ごろしの王おう女じよ─








諸もろ星ほし 崇たかし
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